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　この報告書は，川内川激甚災害対策特別緊急事業に伴って，平成１９年度及び２０年

度に実施した伊佐市大口下殿に所在する下ノ原Ｂ遺跡の発掘調査の記録です。

　調査の結果，縄文時代早期から古代までの遺構・遺物が発見され，その中でも特

に古墳時代において重要な発見がありました。

　古墳時代では，東原式土器や辻堂原式土器を伴う方形の竪穴住居跡や張り出しを

もつ竪穴住居跡が８軒発見され，北薩方面における古墳時代の竪穴住居の分布のあ

り方や土器編年に役立つ資料となりました。今後の県内における調査・研究に大き

な役割を果たすものと期待しています。

　本報告書が，県民の皆様をはじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対する関

心と御理解をいただくとともに，文化財の普及・啓発の一助となれば幸いです。

　最後に，調査に当たり御協力をいただいた国土交通省九州地方整備局川内川河川

事務所，伊佐市教育委員会及び発掘調査に従事された地域の方々に厚く御礼申し上

げます。

　平成２１年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所　長　　宮　原　景　信

序　　　文
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特記事項主 な 遺 物主な遺構主 な 時 代種　別所収遺跡名

貝殻条痕文土器，磨敲石，石皿土坑縄文時代早期散 布 地下ノ原Ｂ遺跡

曽畑式・深浦式土器縄文時代前期

西平式・辛川式土器，入佐式・黒川
式土器，石鏃，石匙，スクレイパー，
石錐，打製石斧，磨製石斧，横刃形
石器，石錘，石皿，母岩，石核，剥片，
石製垂飾品

土坑
焼土域
石器製作跡

縄文時代
後期～晩期

須久式土器，磨製穿孔具，磨製石鏃弥生時代

竪穴住居跡から多
くの土器が出土し
た。

東原式土器，辻堂原式土器，古式須
恵器，砥石，ガラス製小玉，石製小
玉

竪穴住居跡
土坑

古墳時代集落遺跡

黒色固形物は，天然
アスファルトと炭
酸カルシウムの混
合物である。

土師器（甕・坏・ ），須恵器，砥
石，黒色固形物

掘立柱建物跡古　代散 布 地

　下ノ原Ｂ遺跡では，縄文時代早期から古代までの遺構・遺物が発見されている。
　第１地点では，この地域で多く出土する西平式・辛川式土器が在地の市来式土器とともに出土
している。また，弥生時代の石庖丁と関連があると考えられている石製の磨製穿孔具が出土し，
注目される。
　第２地点からは，古墳時代の竪穴住居跡が８軒検出された。この地域でまとまった古墳時代の
竪穴住居跡が検出されたのは初めてである。竪穴住居跡等からは多数の東原式土器・辻堂原式土
器が出土しており，この地域の成川式土器の特徴がうかがえる資料となる。また，竪穴住居跡か
ら出土したガラス製小玉３点・石製小玉２点も注目される。古代では，掘立柱建物跡１棟が検出
された。また，外面のタタキに特徴のある須恵器片や黒色の粒度の揃った練物で形成された固形
物が出土している。これらは，これまで県内での出土例がないと考えられ，今後類例の増加によ
る研究が待たれる。

遺跡の概要
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１　本書は，川内川激甚災害対策特別緊急事業に伴う下ノ原Ｂ遺跡の発掘調査報告書である。
　

２　本遺跡は，鹿児島県伊佐市大口下殿に所在する。
　

３　発掘調査及び報告書作成（整理作業）は，国土交通省九州地方整備局川内川河川事務所から鹿

児島県教育委員会が依頼を受け，鹿児島県立埋蔵文化財センターが担当した。
　

４　発掘調査は，平成１９年８月１日～１２月２６日，平成２０年５月８日～６月２７日にかけて実施し，整

理作業・報告書作成は平成２０年度に実施した。
　

５　遺物番号は，通し番号とし，本文・挿図・表・図版の番号は一致する。
　

６　挿図の縮尺は，各図面に示した。
　

７　本書で用いたレベル数値は，国土交通省九州地方整備局川内川河川事務所が提示した工事計画

図面に基づく海抜絶対高である。
　

８　発掘調査における図面の作成，写真の撮影は，各年度の調査担当者が行った。空中写真撮影は，

有限会社スカイサーベイ九州に委託した。
　

９　遺構実測図のトレースは，整理作業員の協力を得て溝口学・森雄二・黒川忠広が行った。
　

１０　土器・鉄器の実測・トレースは，整理作業員の協力を得て溝口・森・黒川が行った。
　

１１　石器の実測・トレースは，整理作業員の協力を得て森・黒川が行い，一部は株式会社九州文化

財研究所に委託し，監修は森・黒川が行った。
　

１２　自然科学分析は，株式会社加速器分析研究所に委託し，一部は内山伸明・森が行った。
　

１３　遺物の写真撮影は，吉岡康弘・黒川が行った。
　

１４　本書の編集は，森が担当し，執筆の分担は次のとおりである。

　　第１章 ……………………………………………………………………………………溝口　学

　　第２章 ……………………………………………………………………………………溝口　学

　　第３章　第１節～第３節 ………………………………………………………………溝口　学

　　　　　　第４節 …………………………………………………………………………森　雄二

　　第４章 ……………………………………………………………………………………黒川忠広

　　第５章　第１節～第３節・第４節２�・第５節 ……………………………………森　雄二

　　　　　　第４節１～２� ………………………………………………………………溝口　学

　　第６章 ………………………………………………………………………………各文頭に記載

　　第７章 ………………………………………………………………………………各節末に記載
　

１５　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。なお，下ノ原

Ｂ遺跡の遺物注記の略号は，「ＳＢ」である。
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第　１　図　周辺遺跡位置図 ……………………………　７
第　２　図　下ノ原Ｂ遺跡の基本土層図 ………………　９
第　３　図　調査対象範囲図 ……………………………　１０
第　４　図　第１地点　土層断面図 ……………………　１１
第　５　図　第２地点　土層断面図① …………………　１２
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第　７　図　調査範囲及び土坑実測図 …………………　１７
第　８　図　遺物実測図 …………………………………　１８
第　９　図　遺構配置図 …………………………………　１９
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第　１１　図　分類別出土状況① …………………………　２１
第　１２　図　分類別出土状況② …………………………　２２
第　１３　図　遺物実測図① ………………………………　２３
第　１４　図　遺物実測図② ………………………………　２４
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　鹿児島県教育委員会は，文化財の保護と活用を図るた

め，事業区域内における文化財の有無及びその取り扱い

について各開発関係機関との間で協議し，諸開発との調

整を図っている。

　この事前協議制に基づき，国土交通省九州地方整備局

川内川河川事務所（以下，川内川河川事務所）は「川内

川激甚災害対策特別緊急事業」の計画における堤防建設

工事などに先立って，対象地内における埋蔵文化財の有

無について，鹿児島県教育委員会文化財課（以下，県文

化財課）に照会した。

　これを受けて，県文化財課が平成１８年１２月１９日に大口

市（現伊佐市）ほか２町の分布調査を実施したところ，

大口市（現伊佐市）内では工事予定地域内に下ノ原Ｂ遺

跡ほか３か所で遺物の散布が確認された。分布調査の結

果を受けて，川内川河川事務所と県文化財課で協議した

結果，対象地内の遺跡の性格を把握するために当該地内

において確認調査を実施することとし，調査は県文化財

課が担当することになった。

　下ノ原Ｂ遺跡については，平成１９年２月１９日・２０日に

事前調査が実施され，平成１９年８月１日から本調査を実

施することとなった。

　発掘調査は，調査範囲を２地点に分けて実施した。平

成１９年１０月には，調査対象範囲についての協議を川内川

河川事務所・県文化財課・鹿児島県立埋蔵文化財セン

ター（以下，県立埋文センター）の三者で行い，その結

果，調査範囲が拡大し，調査期間を平成１９年１２月までの

５か月と，平成２０年５月・６月の２か月とすることと

なった。平成１９年８月１日から１０月３日まで第１地点，

平成１９年１０月４日～１２月２６日まで第２地点上流側と下流

側の一部の本調査（作業員実働８３日間），平成２０年５月

８日から６月２７日まで第２地点の下流側の本調査（作業

員実働２９日間）を行った。調査面積は，７，０００�である。

　整理作業は，平成１９年度の発掘調査中に遺物の水洗・

注記・接合作業などを並行して行い，本格的な整理作業

を平成２０年度の発掘調査と並行して県立埋文センターで

行った。
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　�　平成１９年度

　　起因事業主体者　　国土交通省九州地方整備局

川内川河川事務所

　　 調 査 主 体 者  　　鹿児島県教育委員会
　　　　　　　

　　 調 査 責 任 者  　　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　

　　　　　　　　　　　所　　　　　　長　宮原　景信

　　調 査 企 画 者       　　次長兼総務課長         　平山　　章
　　　　　　　 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　次　　　　　　長　新東　晃一

　　　　　　　　　　　 主任文化財主事 
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　兼調査第一課長         　池畑　耕一
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 主任文化財主事 
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　兼調査第一課第二調査係長　中村　耕治

　　 調 査 担 当 者  　　文 化 財 主 事       　溝口　　学
　　　　　　　 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　森　　雄二
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　黒川　忠広
　　　　　　　　

　　調査事務担当者　　総　務　係　長         　寄井田正秀
　　　　　　　　

　　 調 査 指 導 者  　　 鹿児島国際大学 
　　　　　　　 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　教　　　　　　授　上村　俊雄

　　　　　　　　　　　鹿児島大学埋蔵文化財調査室

　　　　　　　　　　　准　　　教　　　授　中村　直子

　�　平成２０年度

　　起因事業主体者　　国土交通省九州地方整備局

川内川河川事務所

　　調 査 主 体 者       　　鹿児島県教育委員会
　　　　　　　

　　 調 査 責 任 者  　　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　

　　　　　　　　　　　所　　　　　　長　宮原　景信

　　調 査 企 画 者       　　次長兼総務課長         　平山　　章
　　　　　　　 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　次　　　　　　長　池畑　耕一

　　　　　　　　　　　 主任文化財主事 
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　兼調査第一課長         　青�　和憲
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 主任文化財主事 
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　兼調査第一課第二調査係長　井ノ上秀文

　　調 査 担 当 者       　　文 化 財 主 事       　森　　雄二
　　　　　　　 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　永�　功冶
　　　　　　　　

　　調査事務担当者　　総 務 係 長      　紙屋　伸一
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　�　平成２０年度

　　起因事業主体者　　国土交通省九州地方整備局

川内川河川事務所

　　調 査 主 体 者       　　鹿児島県教育委員会
　　　　　　　

　　調 査 責 任 者       　　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　

　　　　　　　　　　　所　　　　　　長　宮原　景信

　　調 査 企 画 者       　　次長兼総務課長         　平山　　章
　　　　　　　 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　次　　　　　　長　池畑　耕一

　　　　　　　　　　　 主任文化財主事 
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　兼調査第一課長         　青�　和憲
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 主任文化財主事 
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　兼調査第一課第二調査係長　井ノ上秀文

　　調 査 担 当 者       　　文 化 財 主 事       　溝口　　学
　　　　　　　 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　森　　雄二
　　　　　　　　

　　調査事務担当者         　　総 務 係 長      　紙屋　伸一
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　　調 査 指 導 者       　　鹿児島大学埋蔵文化財調査室
　　　　　　　

　　　　　　　　　　　准　　　教　　　授　中村　直子

　　企 画 担 当 者       　　文 化 財 主 事       　上床　　真
　　　　　　　 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　文 化 財 主 事       　川口　雅之
　　　　　　　　

　�　報告書作成検討委員会

　　平成２０年１２月３日　所長ほか１０名

　�　報告書作成指導委員会

　　平成２０年１２月１日　次長ほか３名
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　調査の経過については，調査日誌をもとに，主な出来

事を月単位で記していきたい。

平成１９年度

（平成１９年８月１日～平成１９年１２月２６日・実働８３日）

〈８月〉

　　第１地点（Ｃ～Ｈ－２～１２区）

　　　重機による表土剥ぎ取り。環境整備。グリッド設

定。ベルトコンベア設置。Ⅳ～Ⅵ層掘り下げ。Ⅳ・

Ⅴ層遺物取り上げ。Ⅶａ層上面コンター図作成。磨

製穿孔具・横刃形石器出土。

　　第２地点（Ｃ～Ｅ－１７～２９区）

　　　重機による表土剥ぎ取り。

　　　見学者１名来跡（６日）。所長あいさつ，宮原所

長・中村係長（県立埋文センター）来跡（７日）。

中村氏（大口市教育委員会）・見学者１名来跡（８

日）。橋口氏（県立埋文センター）来跡（１０日）。池

畑調査第一課長（県立埋文センター）来跡（１６日）。

内山氏（県立埋文センター）来跡（２０日）。前迫文

化財主事（県文化財課）・中村氏（大口市教育委員

会）来跡（２２日）。原田氏（菱刈町教育委員会）来

跡（２３日）。岩永氏（県立埋文センター）来跡（２７

日）。

〈９月〉

　　第１地点（Ｃ～Ｈ－２～１２区）

　　　Ⅵ層掘り下げ，遺物取り上げ。土坑検出（５基：

Ⅶａ層上面），埋土掘り下げ，実測。焼土域検出

（５基：Ⅶａ層上面），実測。溝状遺構検出（１

条：Ⅶａ層上面），実測。下層確認トレンチ（１～

３）設定，Ⅷ・Ⅸ層掘り下げ。

　　第２地点（Ｃ～Ｅ－１７～２９区）

　　　環境整備。グリッド設定。ベルトコンベア設置。

Ⅱ層精査。Ⅱ～Ⅳ層掘り下げ，遺物取り上げ。

　　第２地点（Ｃ～Ｆ－２８～４２区）

　　　重機による表土剥ぎ取り。

　　　見学者１名来跡（３日）。前原課長補佐・青�係

長（県文化財課）来跡（４日）。東郷文化財主事

（県立埋文センター）・見学者３名来跡（１２日）。前

迫文化財主事（県文化財課）・東郷氏（川内川河川

事務所）来跡（１８日）。溝口氏・福永氏（県立埋文

センター安全衛生パトロール）来跡（１９日）。現地

指導，新東次長（県立埋文センター）来跡（２５日）。

南氏（県歴史教育者協議会事務局長）来跡（２６日）。

〈１０月〉

　　第１地点（Ｃ～Ｈ－２～１２区）

　　　土坑実測。調査終了（３日）。

　　第２地点（Ｃ～Ｅ－２６～２９区）

　　　Ⅱ～Ⅳ層掘り下げ，遺物取り上げ。１号・２号竪

穴住居跡検出，埋土掘り下げ。ガラス製小玉（１号

竪穴住居跡）出土。１号竪穴住居跡実測。溝状遺構

２検出。

　　第２地点（Ｃ～Ｆ－２８～４２区）

　　　重機による表土剥ぎ取り。環境整備。グリッド設

定。ベルトコンベア設置。Ⅱ層精査。Ⅱ～Ⅳ層掘り

下げ，遺物取り上げ。小形丸底壺・古式須恵器出土。

３号～７号竪穴住居跡検出。

　　　門田氏（南日本新聞大口支局）来跡（１９日）。前

迫文化財主事（県文化財課）・馬場氏（県姶良・伊

佐地域振興局）来跡（２５日）。

〈１１月〉

　　第２地点（Ｃ～Ｅ－２６～２９区）

　　　１号竪穴住居跡埋土掘り下げ，実測。２号竪穴住

居跡埋土掘り下げ。溝状遺構２断面実測，埋土掘り

下げ。

　　第２地点（Ｃ～Ｆ－２８～４２区）

　　　Ⅳ層掘り下げ。３号～６号・１０号土坑検出，３号

～６号土坑埋土掘り下げ。８号竪穴住居跡検出。４

号～８号竪穴住居跡内遺物出土状況実測，遺物取り

上げ，埋土掘り下げ，埋土ふるいがけ，平・断面実

測。石製小玉２個出土（３号竪穴住居跡）。ガラス

製小玉１個出土（５号竪穴住居跡）。下層確認トレ

ンチ設定（Ｄ－３０区・Ｄ－３３区），掘り下げ。

　　　東氏（県歴史資料センター黎明館）来跡（１日）。

現地説明会，宮原所長・平山次長・新東次長・立神

課長・寄井田係長・中村係長（県立埋文センター）

来跡（１０日　見学者２２６名）。見学者１名来跡（１３

日）。見学者２名来跡（１４日）。大口市広報担当者来

跡（１５日）。見学者４名来跡（１６日）。現地指導，上

村俊雄氏（鹿児島国際大学教授）来跡（２７日）。原

田氏（菱刈町教育委員会）ほか５名・勝田氏（有限

会社シェルパ）来跡（２８日）。

〈１２月〉

　　第２地点（Ｃ～Ｅ－２６～２９区）

　　　１号竪穴住居跡ピット検出，ピット埋土掘り下げ，

実測。２号竪穴住居跡平・断面実測。溝状遺構２平
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面実測。ガラス製小玉１個出土（１号竪穴住居跡）。

　　第２地点（Ｃ～Ｆ－２８～４２区）

　　　３号～６号土坑埋土掘り下げ，平・断面実測。下

層確認トレンチ掘り下げ（Ｄ－３０区・Ｄ－３３区）。

７号～９号土坑検出。７号～１０号土坑平面実測。１

号～８号竪穴住居跡遺物出土状況実測，平・断面実

測，埋土ふるいがけ。溝状遺構３・４検出，平・断

面実測。Ｄ－３１区Ⅶ～Ⅸ層掘り下げ（Ｄ－３０区トレ

ンチⅨ層より条痕文土器出土のため）。Ⅶａ層上面

ピット検出，位置記録（トータルステーションデー

タへ），埋土掘り下げ（半裁），平・断面実測。Ｄ－

３１区Ⅹ層上面まで掘り下げ終了，Ⅹ層上面コンター

図作成。石器出土（Ｄ－３１区北壁ぎわ），出土状況

実測。坩出土（７号竪穴住居跡内土坑）。鉢形土器

出土（３号竪穴住居跡内土坑）。現場撤収作業。

　　　見学者２名・池畑調査第一課長（県立埋文セン

ター）・前迫文化財主事（県文化財課）来跡（６日）。

現地指導，中村直子氏（鹿児島大学埋蔵文化財調査

室准教授）・東郷氏ほか１名（川内川河川事務所）・

前迫文化財主事（県文化財課）・中村氏ほか１名

（株式会社中村）来跡（１２日）。空中写真撮影，抜

水氏・羽嶋氏（県立埋文センター安全衛生パトロー

ル）来跡（１８日）。

平成２０年度

（平成２０年５月８日～平成２０年６月２７日・実働２９日）

〈５月〉

　　第２地点（Ｃ～Ｅ－１７～２９区）

　　　環境整備。ベルトコンベア設置。Ⅱ～Ⅳ層掘り下

げ。Ⅳ層遺物取り上げ。下層確認トレンチ設定（Ｄ

－２０区・Ｄ－２２区・Ｄ－２４区），掘り下げ。１号土

坑検出，掘り下げ，実測。Ⅶａ層上面コンター図作

成。Ⅶａ層上面ピット検出，位置記録（トータルス

テーションデータへ），埋土掘り下げ（半裁），平・

断面実測。

　　　紙屋係長（県立埋文センター）来跡（８日）。所

長あいさつ，宮原所長・青�課長（県立埋文セン

ター）来跡（１３日）。中村係長・紙屋係長（県立埋

文センター安全衛生パトロール）来跡（１８日）。現

地調査・視察，有川課長・前迫文化財主事（県文化

財課）来跡（２１日）。池畑次長・井ノ上係長来跡

（２２日）。

〈６月〉

　　第２地点（Ｃ～Ｅ－１７～２９区）

　　　Ⅳ層掘り下げ。Ⅶａ層上面コンター図作成。掘立

柱建物跡検出，実測，半裁。Ⅶａ層上面検出ピット

埋土掘り下げ（半裁）。下層確認トレンチ設定（Ｃ

－２５区・Ｃ －２６区・Ｄ －１８区・Ｄ －２０区・Ｄ －２２

区・Ｄ－２４区・Ｄ－２７区），掘り下げ。２号土坑検

出，掘り下げ，実測。重機による表土剥ぎ取り（市

道部分）。９号竪穴住居跡検出，掘り下げ，実測。

現場撤収作業。

　　　仁田原係長（川内川河川事務所菱刈出張所）・小

園氏・武本氏（大口市道路建設課）来跡（１６日）。

現地指導，池畑次長（県立埋文センター）来跡（１７

日）。現地指導，平山次長（県立埋文センター）来

跡（１８日）。仁田原係長（川内川河川事務所菱刈出

張所）・青�課長（県立埋文センター）・中村氏・柿

川氏（大口市教育委員会）来跡（２５日）。所長終了

あいさつ，宮原所長・井ノ上係長（県立埋文セン

ター）来跡（２６日）。柿川氏（大口市教育委員会）

来跡（２７日）。

※　市町名については，合併前の市町で表記してある。
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　下ノ原Ｂ遺跡は，鹿児島県の伊佐市大口下殿の川内川

中流域右岸の標高約１９０�の河岸段丘から丘陵にかけて

立地する。遺跡のすぐ横を流れる川内川は熊本県白髪岳

（１４１７�）に源を発し，宮崎県西諸県盆地を流れ，本県

の大口盆地，川内平野を貫流し，東シナ海に注ぐ幹線流

路１３７�，流域面積１６００�の九州屈指の河川である。流

域の市町は，宮崎県えびの市，本県の湧水町，伊佐市，

さつま町，薩摩川内市の三市二町であり，川内川に合流

する支流は１０９河川である。遺跡の所在する伊佐市は，

熊本県水俣市・人吉市，宮崎県えびの市に接する県北の

市であり，大口盆地に位置する。大口盆地は，西に矢筈

山及び上場高原，北に国見山・間根ヶ平山系，東に霧島

山系，南に国見岳・安良岳に囲まれた，東西約６�・南

北約１３�の盆地である。市の南部を東西に蛇行しながら

川内川が流れ，川内川に向かって白川川・芋田川・羽月

川・市山川・水之手川・山野川・井立田川・十曽川など

の中小河川が流入している。川内川とこれに流入するこ

れらの河川による浸食・運搬・堆積により，沖積地や河

岸段丘が形成されており，盆地中央部と山地との間及び

盆地南部にはシラス台地が形成されている。

　伊佐市南部にある下ノ原Ｂ遺跡周辺は標高約１９０～２００

�であり，川内川右岸の河岸段丘から丘陵にある。調査

範囲は，周知の遺跡範囲の南端部，標高約１９０�前後の

河岸段丘である。調査範囲の土の堆積状況は，川内川が

すぐ横に流れ，羽月川や針持川という支流の合流地点が

近くにあるにもかかわらず，河川の影響をほとんど受け

ておらず良好な堆積状況が見られる。周囲に目を向けて

みると，下ノ原Ｂ遺跡の横を流れる川内川下流１．５�に，

加久藤火砕流の堆積物と川内川によりできた幅２１０�・

落差１２�の「東洋のナイヤガラ」と呼ばれる曽木の滝が

ある。また，南西方向約２�先には標高３０６．５�の山頂

に関白陣跡があり，山頂からは大口盆地が一望できる。

この関白陣跡は，豊臣秀吉が島津平定のあと，川内泰平

寺から引き揚げる途中に野営し，当時の大口地頭新納忠

元と会見した陣営跡と伝えられる場所である。『三國名

勝圖會』の中に「天堂箇尾豊関白營」として，「曾木村

にあり，俗に是を関白陣といふ，天正１５年，豊関白薩州

水引泰平寺より，兵を施されし時の營址なり云々」の記

述が見られる。ただし，関白陣と伝えられる場所はもう

一か所あるので，今後検討が必要である。
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　伊佐市の考古学研究の第一歩は，早稲田大学文学部史

学科を卒業後旧制大口中学に赴任した木村幹夫氏と，九

州大学医学部を卒業し旧大口市で開業していた寺師見国

氏によって，開始された。木村幹夫氏は，「南九州に於

ける繩文式土器の一形式」という，今日塞ノ神式土器と

呼ばれている土器の分布・編年的位置などを論じた論文

で高い評価を受けた。寺師見国氏は，「南九州の繩文式

土器」などを著し，南九州繩文土器研究者の第一人者と

しての名を高めた。また，両氏は「鹿児島県伊佐郡内の

古墳」を発表するなど幅広い分野の研究に取り組み，伊

佐市をはじめ鹿児島県の考古学発展に努めた。

　このような両氏の活動により，早くから伊佐市では，

旧石器時代から歴史時代に至るまでの様々な時代の遺跡

が発見されている。以下に，時代ごとの概要を述べる。

　旧石器時代では，小野原遺跡・日東遺跡・郡山遺跡・

戸切谷遺跡からナイフ形石器が，松尾山遺跡・新開原遺

跡から細石器が発見されている。旧大口市の旧石器時代

の遺跡は，石器の素材の産出地周辺の山地で多く発見さ

れている。旧大口市には，石器の素材である黒曜石が白

色粘土を伴って産出する地域がある。その地域として，

山野地域と上青木地域の２か所が発見されている。山野

地域では，五女木・荒平・小川内・猩々・日東の５地区

が知られている。

　縄文時代草創期の遺跡は，市内ではまだ発見されてい

ない。早期の遺跡としては，押形文を地文として口縁部

周辺に微隆起線文，胴部屈曲部に突帯文を配し，その間

を沈線で施文する手向山式土器が出土し，標式遺跡であ

る手向山遺跡，ラッパ状に開く口縁部と円筒状の胴部に

撚糸文系の文様（Ａ式）や貝殻文系の文様（Ｂ式）を施

文する塞ノ神式土器が出土し，標式遺跡である塞ノ神遺

跡が著名である。また，松尾遺跡からは，前平式系土器

や石坂式系土器と多数の小型三角形鏃が出土している。

前期の遺跡として，以前日勝山式土器と呼ばれていた曽

畑式土器第三類が出土した日勝山遺跡がある。また，轟

Ｂ式土器や曽畑式土器が出土した辻町遺跡や瀬ノ上遺跡，

山下遺跡がある。中期の遺跡として，並木式土器の標式

遺跡である並木遺跡がある。並木式土器は，九州東部を

のぞくほぼ九州全域に分布しており，胎土に滑石粉末を

含むものが多い。松美堂遺跡では，春日式土器や阿高式

土器，船元系土器などの土器とともに，独鈷状石器が出

土している。後期の遺跡としては，並木口遺跡や大牟田

遺跡，年ノ宮遺跡があげられる。在地の土器である市来

式土器とともに，磨消縄文系土器である辛川式土器・西

平式土器が出土している。大牟田遺跡では，遺跡東側の

土器だまりから多数の西平式土器が出土するとともに，

サメ歯状の石製垂飾品や注口土器が出土している。晩期

の遺跡として，辻町遺跡や島巡遺跡，上尾下遺跡，新開

原遺跡，松美堂遺跡，山下遺跡などがある。黒川式土器

と考えられる黒色磨研の浅鉢形土器や深鉢形土器などが
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出土している。

　弥生時代の遺跡としては，竪穴住居跡３軒と土壙墓が

２３基検出された前畑遺跡がある。土壙墓は，その形態な

どから，箱式木棺墓・組合箱式木棺墓・組合箱式石棺

墓・土壙墓の４形態が考えられている。他にも里町遺

跡・大住遺跡・焼山遺跡があり，重弧文と呼ばれる半円

文で飾られた免田式土器が出土している。また，石庖丁

や磨製石鏃，抉入石斧などが市内から見つかっている。

　古墳時代の遺跡は，古くから多くの遺跡が知られてい

る。代表的な遺跡として，１４０基の地下式板石積石室墓

が検出された平田遺跡，１０基の地下式横穴墓と２基の地

下式板石積石室墓が検出された瀬ノ上遺跡，地下式板石

積石室墓が３４基確認されて市の史跡公園となっている大

住遺跡，９０基以上の地下式板石積石室墓が現地保存され

ている焼山遺跡，３体の人骨が発見された諏訪野地下式

横穴墓がある。また，島巡遺跡・米置遺跡・山下遺跡か

らは，竪穴住居跡が１軒ずつ検出されている。

　古代に伊佐・大口という地名は見られないが，『続日

本紀』天平勝宝７年（７５５年）５月の条に「大隅国菱刈

村浮浪九百卅余人言す。郡家を建てんことを欲すと。詔

して之を許す。」とあり，奈良時代に菱刈郡は成立した

ことが分かっている。１０世紀前半につくられた『倭名類

聚抄』には，平安時代の菱刈郡は「比志加里」と記され，

羽野・亡野・大水・菱刈の４郷からなるとある。この４

郡が具体的にどの地域であるかは明確ではないが，現在

の伊佐市周辺であることは推測できる。この頃の遺跡と

して，島巡遺跡や永峰遺跡，山下遺跡があり，土師器の

甕・ ・坏や黒色土器 ，須恵器などが出土している。

津栗野遺跡・岡野遺跡・大迫遺跡では，人形・馬形の形

代を須恵器など入れて埋納しており祭祀遺跡として考え

られている。この地域は県内でも多くの蔵骨器が発見さ

れており，仏教文化が比較的浸透していたことが推察さ

れる。また，北薩地域に集中する傾向が窺える土師器 

の高台に体部と異なる赤色粘土を用いた土師器 が，多

数出土している大峰遺跡がある。さらに，岡野古窯跡群

では須恵器窯跡が４基確認されている。

　中世前半になると，菱刈郡は太良院（本城・馬越・湯

之尾・曽木）と牛屎院（牛山・入山・羽月・平泉・山

野）の両院となった。ほぼ旧大口市にあたる地域は牛屎

氏により支配される牛屎院に，ほぼ旧菱刈町にあたる地

域は菱刈氏により支配される太良院になる。ほぼ全域が

島津荘となった薩摩国にあって，牛屎院・太良院両院と

も島津荘「寄郡」となっている。

　中世前半の遺跡としては，新平田遺跡・馬場Ａ遺跡・

年ノ宮遺跡が挙げられる。新平田遺跡では，３０棟の掘立

柱建物跡・７軒の竪穴建物跡・柱列などが発見されてい

る。遺物として１２世紀後半から１４世紀代の輸入陶磁器と，

須恵器，常滑焼，樺万丈窯産の須恵器に類似した甕・壺，

滑石製石鍋，硯，馬具・釘等の鉄製品が出土している。

馬場Ａ遺跡からは，掘立柱建物跡や土坑等など発見され

ている。出土遺物として，土師器，須恵器，青磁・青花

などの１２世紀から１６世紀代の輸入磁器，東播磨系の中世

須恵器，擂鉢，石臼，滑石製石鍋などが出土している。

この二つの遺跡は，昭和５５（１９８０）・５６（１９８１）年に発

掘調査された平泉城跡と時期が一部重なることから，平

泉城を中心に形成された集落跡ではないかと推測されて

いる。また，年ノ宮遺跡では，二段堀りの溝状遺構が検

出されている。

　中世後半になると，牛屎院を永く支配していた牛屎氏

は，菱刈氏・相良氏に追われ飯野（現えびの市）に移り，

牛山城（大口城）は菱刈氏・相良氏の根拠地となり，島

津氏と勢力を争っていた。しかし，文禄１２（１５６９）年牛

山城を攻撃した島津氏に対し，菱刈氏・相良氏は降伏し

た。降伏した菱刈氏は，島津氏により旧領地のうち太良

城周辺と曽木のみを与えられが，その後伊集院神殿に移

された。牛屎院では，地頭職に新納忠元が任命され，以

後島津氏による統治が江戸末期まで行われた。新納忠元

が地頭職に就いた頃から，大口という地名が文献等に表

れるようになった。中世後半の遺跡で代表的なものには

城館跡が挙げられるが，発掘された城館跡としては，平

泉城跡が知られる。標高２４０�の３か所の曲輪を中心に，

標高２３０～２３５�の６か所の曲輪からなり，西側から北側

と東側に空堀が配され，南側は崖という多郭式中世山城

の形態である。また，深さ３０�の井戸や，曲輪頂上部の

平坦面からは９棟の掘立柱建物跡や１３基以上の炉跡など

が検出されている。出土遺物として，青花や白磁の碗・

皿など１４世紀から１６世紀にかけての輸入陶磁器が多く出

土している。また，城館跡として，牛山（大口）城・山

野城・羽月城・大平城・高殿城・曽木城・太良城・馬越

城・湯之尾城・入山（市山）城などがある。

　中世末～近世の遺跡として，関白陣跡がある。関白

陣・天堂ケ尾を取り囲むように全長３�を超える土塁・

石塁・溝が発見されている。土塁・石塁は，高さ１．２

�・幅２�ほどであり，平行して深さ５０～６０�の溝があ

る。この関白陣跡は，前述の通り，豊臣秀吉が島津平定

のあと，川内泰平寺から引き揚げる途中に野営し，当時

の大口地頭新納忠元と会見した陣営跡と伝えられる場所

である。この頃，牛屎院・祁答院地方を合わせた地域と

して伊佐という地名が見られる。近世においては，広徳

寺跡古墓と王城古墓がある。ともに１８世紀頃の墓から人

骨と古銭（寛永通宝）が出土している。外城制度（天明

４［１７８４］年，郷へ改称）に関連するものとして，地頭仮

屋，境目番所・辺路番所・廐役所・馬改所などがあった。

また，野町と呼ばれる商人の居住区も存在した。交通網

に目を向けると，陸上交通では，主要街道の一つである

大口筋（加治木町・霧島市横川町・伊佐市を経て水俣に
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至る）が通っていた。伊佐市は熊本（肥後）・宮崎（日

向）と接しているため，他国境目番所・辺路番所が多く

設けられていた。河川交通では，川内川を利用した舟運

がある。特に，藩に納める上納米を運ぶために，羽月下

木場（曽木の滝下流）から宮之城河原までの舟路がある。

この舟路は，陸路で宮之城まで上納米を運ぶ農民たちの

苦労を軽減しようと，西原八幡宮宮司であった堀之内良

眼坊が藩の許可と資金を得て，天保１３（１８４２）年，肥後の

石工１４人をはじめ，藩内の石工・人夫を採用し川内川の

川浚え等の工事に着手したものである。大小の岩石を崩

して取り除き，約４里の川筋を浚え，下木場から宮之城

河原までの６里を自由に川舟が往来できるようにした。

また，市内の川内川各所には，湯之尾渡し・本城渡し・

森山渡し・下手の水天渡し・鈴之瀬の渡し・下殿の渡し

など渡し舟があった。また，陸上交通では二つの鉄道路

線があった。一つは，大正１０（１９２１）年に一部開通し，昭

和１２（１９３７）年に栗野から熊本県水俣まで全線開通した国

鉄山野線（５５．７�）である。もう一つは，大正１３（１９２４）

年一部開通し，昭和１２（１９３７）年に川内から大口まで全線

開通した国鉄宮之城線（６６．１�）である。宮之城線は，

かつて下ノ原Ｂ遺跡の近くを通っていた。しかし，自家

用車の普及による旅客数の減少により，宮之城線が昭和

６２（１９８７）年，山野線が昭和６３（１９８８）年に廃止された。

　明治１０（１８７７）年に起きた西南戦争においては，伊佐市

内でも薩軍と官軍の戦いがあった。小川内・山野・高熊

山・曽木・馬越麓・湯之尾などがその戦場となった。ま

た，近代の遺構として，曽木発電所遺構がある。この発

電所は，明治４２（１９０９）年，日窒コンツェルン創始者で我

が国の代表的な経済人である野口遵により建設されたも

のである。発電所の建物は，幅４３�・奥行２０ｍ・高さ１９

ｍ・総面積２２０７．７㎡ の２階建一部３階建であり，明治

時代建造のレンガ造りとしては鹿児島県で唯一現存する

建造物である。当時は，熊本県水俣のカーバイト工場

（現チッソ（㈱）水俣製造所）に電力を供給していた。

　以上のほかにも近世・近代の遺跡があるが，この時期

の調査事例は全般的に少なく，明らかでない部分が多い。
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備　考
時　　　　　　　　　代

所在地遺跡名番号
近世中世古代古墳弥生縄文旧石器

●大口鳥巣四郎兵丘伊佐市四郎兵丘遺跡１

●大口鳥巣手向山伊佐市手向山遺跡２

●●大口鳥巣手向山麓伊佐市手向遺跡３

平成９年分布調査●●大口白木殿後伊佐市殿後遺跡４

平成９年分布調査●●大口羽月萩谷伊佐市萩谷遺跡５

●大口下殿野頸伊佐市羽月城跡６

平成元年分布調査●大口大島字長徳ケ島伊佐市徳ケ島遺跡７

平成元年分布調査●大口大島字長ミトイ伊佐市長ミトイ遺跡８

平成元年分布調査●大口大島字後牟田伊佐市後牟田遺跡９

●大口下殿堤原伊佐市堤原遺跡１０

●大口里上ノ馬場伊佐市牛山城跡１１

大口市埋文報��●大口里諏訪山伊佐市諏訪野地下式土壙１２

大口市埋文報�●●大口原田忠元丘伊佐市忠元神社附近遺跡１３

平成２年分布調査●●大口原田伊佐市原田遺跡１４

平成１２年分布調査●大口原田丸尾山伊佐市丸尾山遺跡１５

●大口金波田字引田伊佐市引田遺跡１６

●大口下殿字鯰崎伊佐市鯰崎遺跡１７

平成９年分布調査●●●大口羽月湯ノ谷伊佐市湯ノ谷遺跡１８

平成９年分布調査●大口羽月池ノ山伊佐市池ノ山遺跡１９

平成１０年分布調査●●●菱刈下手曹原伊佐市曹原遺跡２０

●●菱刈下手村ノ前伊佐市田子山遺跡２１

●菱刈花北丸山伊佐市花北城跡２２

●菱刈下手字比良田伊佐市球摩陣跡２３

●●菱刈下手飛田伊佐市飛田城跡２４

大口市埋文報�●大口下殿字梅木伊佐市梅木遺跡２５

大口市埋文報�●●大口下殿字高田伊佐市高田遺跡２６

●大口下殿字高津原伊佐市高津原遺跡２７

●大口羽月高津原浜場伊佐市浜場遺跡２８

県埋文報�●●大口下殿焼山伊佐市焼山遺跡２９

●●大口下殿権現原伊佐市権現原遺跡３０

本報告書●●●●大口下殿下ノ原伊佐市下ノ原Ｂ遺跡３１

平成１０年分布調査で範囲拡大●●●大口下殿下ノ原伊佐市下ノ原Ａ遺跡３２

大口市埋文報�●大口下殿大牟田伊佐市大牟田遺跡３３

平成７年分布調査●大口宮人大住伊佐市大住遺跡３４

平成７年分布調査大口宮人大住伊佐市大住Ｂ遺跡３５

●大口羽月下木場並木伊佐市並木遺跡３６

平成３年分布調査●●●大口曽木宮田原伊佐市宮田原遺跡３７

平成３年分布調査●大口曽木上岡伊佐市上岡遺跡３８

平成３・１０年分布調査●●●大口曽木大脇山伊佐市大脇山遺跡３９

大口市埋文報�●●●大口曽木米置伊佐市米置遺跡４０

平成３・１０年分布調査●●●大口曽木原伊佐市原遺跡４１

平成３年分布調査●●●大口曽木弓場ケ迫伊佐市弓場ケ迫遺跡４２

平成３年分布調査●大口曽木富塚伊佐市富塚遺跡４３

平成１０年分布調査●●●大口曽木荒瀬伊佐市荒瀬遺跡４４

平成１０年分布調査●大口曽木鶴園・竹下伊佐市鶴園遺跡４５

●大口曽木城添伊佐市曽木城跡４６

●菱刈荒田字早風下伊佐市荒田営跡４７

平成１０年分布調査●菱刈荒田早風下伊佐市早風下遺跡４８
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　平成１９年２月に行われた県文化財課の事前調査を受け

て，平成１９年８月から１２月までと，平成２０年５月・６月

の７か月間本調査を行った。

　調査は，対象区域全体を施工計画図工事範囲外周杭Ｐ

４３とＱ２０の２点を結ぶ線を基軸に，１０�グリッドを設定

して実施した。北東方向から南西方向にＡ・Ｂ・Ｃ・

Ｄ・・・としてＨまでを付け，北西方向から南東方向に

１・２・３・４・・・とし４２までを付け，Ｃ－５区など

と呼称することとした。平成１９年度は，Ｃ～Ｈ－２～１２

区（第１地点）の調査をまず行い，築堤工事との関係で

Ｃ～Ｆ－２８～４２区（第２地点上流側）とＣ～Ｅ－２６～２９

区（第２地点下流側の一部）の調査を実施し，調査面積

は５，０００�であった。平成２０年度は，市道部分を含むＣ

～Ｅ－１７～３０区（第２地点下流側）の調査を実施し，調

査面積は２，０００�であった。

　発掘調査は重機によってⅠ層（表土・耕作土）を除去

した後，遺物包含層であるⅡ層から人力で掘り下げた。

場所により，攪乱を受けている場合も同様に重機で除去

した。また，最終的な下層確認のためのトレンチを設定

して，掘り下げた。

　これらの調査の結果，Ⅱ層・Ⅳ層・Ⅵ層・Ⅸ層の４層

から，縄文時代早期から古代にいたる遺物と遺構が発見

されている。

　遺物は，トータルステーションを使って記録し取り上

げた。遺構は検出状況を写真で撮影し，位置を記録して

から個別に実測を行った。必要に応じて実測途中と実測

後の状況も写真撮影した。
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　大口盆地の地質を概観すると，基盤層は四万十累層群

であり，その上層に安山岩層，加久藤火砕流堆積物，入

戸火砕流堆積物，川内川及びその支流の作用による砕屑

物の沖積層である。

　下ノ原Ｂ遺跡周辺は，標高約１９０～２００�であり，川内

川右岸の河岸段丘から丘陵にある。今回の調査範囲は，

周知の遺跡範囲の南端部，標高約１９０�前後の河岸段丘

である。調査範囲の土の堆積状況は，川内川が蛇行しな

がらすぐ横を流れ，羽月川や針持川という支流の合流地

点が近くにあるにもかかわらず，川内川の影響をほとん

ど受けておらず，良好な堆積が見られた。洪水などによ

る砕屑物の堆積や旧河道の跡など見られなかった。ただ

し，Ｃ～Ｈ－２～１２区（第１地点）やＣ～Ｄ－１７～２９区

（第２地点下流側）のように近・現代の耕作等により削

平され上位の層が削り取られている部分や，Ｃ～Ｅ－３１

～３４区（第２地点上流側の一部）が機械による掘削など

で攪乱されている部分も見られた。また，Ｄ～Ｆ－３８～

４２区（第２地点上流側の一部）ではスギやヒノキが植え

られており樹根が深く伸びている部分も見られた。
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　下ノ原Ｂ遺跡の発掘調査報告書作成に伴う整理作業は，

平成１９年度の発掘調査中に，遺物の水洗・注記作業など

を並行して行い，本格的な整理作業を平成２０年度の発掘

調査と並行して実施した。作業は，県立埋文センターで

行った。報告書については，平成２０年度に刊行すること

とした。
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Ⅰ　層　現耕作土�

Ⅱ　層　黒色土
　　　　古　代

�

Ⅲ　層　暗褐色土�

Ⅳ　層　黒色土
　　　　縄文時代後期～古墳時代（第２地点）

�

Ⅴ　層　暗茶褐色土�

Ⅵ　層　黄茶褐色土
　　　　縄文時代前期～弥生時代（第１地点）

�

Ⅶａ層　黄橙色パミス（アカホヤ火山灰２次）��

Ⅶｂ層　黄橙色パミス（アカホヤ火山灰１次）
　　　　アカホヤ火山灰：約６，５００前の鬼界カルデラ起源の火山灰

��

Ⅷ　層　茶褐色土�

Ⅸ　層　黒褐色土
　　　　縄文時代早期

�

Ⅹ　層　茶褐色土�

ⅩⅠ層　茶褐色土（シラスブロック混入）
　　　　シラス：約２２，０００～２４，０００年前の姶良

カルデラの噴出物
��

ⅩⅡ層　灰白色粘質土��



－１０－

��������	
���������	
�������



－１１－

Ⅳ
 

Ⅵ
 

Ⅴ
 

Ⅵ
 

Ⅵ
  

Ⅳ
  

Ⅵ
  

Ⅶ

Ⅵ
 

Ⅵ
 

Ⅳ
 

Ⅴ
 

Ⅳ
 

Ⅵ
 

Ⅷ
  

Ⅷ
  

Ⅸ
  

ⅩⅠⅩⅠ
  

ⅩⅡⅩⅡ
  

Ⅶ
 
 

Ⅶ
 
 

Ⅶ
 
 

Ⅳ
 

Ⅵ
 

Ⅴ
 

Ⅵ
 

Ⅵ
  

Ⅳ
  

Ⅵ
  

Ⅶ

Ⅵ
 

Ⅵ
 

Ⅶ
 
 

Ⅳ
 

Ⅴ
 

Ⅳ
 

Ⅵ
 

Ⅷ
  

Ⅷ
  

Ⅸ
  

ⅩⅠ
  

ⅩⅡ
  

Ⅶ
 
 

Ⅶ
 
 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



－１２－

Ⅶ

Ⅱ
 

Ⅲ
 

Ⅳ
  

Ⅲ
 

Ⅳ
 

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅲ
 

Ⅳ
 

Ⅳ
 

Ⅱ
 

Ⅲ
 

Ⅶ
 

Ⅷ
 

Ⅸ
 

Ⅹ
 

ⅩⅠⅩⅠ
  

Ⅶ

Ⅱ
 

Ⅲ
 

Ⅳ
  

Ⅲ
 

Ⅳ
 

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅲ
 

Ⅳ
 

Ⅳ
 

Ⅱ
 

Ⅲ
 

Ⅶ
 

Ⅷ
 

Ⅸ
 

Ⅹ
 

ⅩⅠ
  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



－１３－

Ⅳ
 

Ⅶ Ⅶ Ⅷ
 
Ⅸ
 

Ⅳ
 

Ⅶ
Ⅶ

Ⅶ
Ⅶ

Ⅶ
Ⅶ

Ⅶ

Ⅳ
 

Ⅶ
Ⅶ Ⅷ
 

Ⅸ
  Ⅷ
  

Ⅸ
  Ⅷ
  

Ⅶ
Ⅶ

Ⅷ
  Ⅸ
  

Ⅷ
  
Ⅸ
  

ⅩⅡⅩⅡ
  Ⅹ
  

ⅩⅠⅩⅠ
  

Ⅸ
  

Ⅷ
 

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ
Ⅶ

Ⅷ
 
Ⅸ
 

Ⅶ
Ⅶ

Ⅷ
 
Ⅸ
 

ⅩⅠⅩⅠ
 

Ⅹ
 

Ⅳ
 

Ⅶ Ⅶ Ⅷ
 
Ⅸ
 

Ⅳ
 

Ⅶ
Ⅶ

Ⅶ
Ⅶ

Ⅶ
Ⅶ

Ⅶ

Ⅳ
 

Ⅶ
Ⅶ Ⅷ
 

Ⅸ
  Ⅷ
  

Ⅸ
  Ⅷ
  

Ⅶ
Ⅶ

Ⅷ
  Ⅸ
  

Ⅷ
  
Ⅸ
  

ⅩⅡ
  Ⅹ
  

ⅩⅠ
  

Ⅸ
  

Ⅷ
 

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ
Ⅶ

Ⅷ
 
Ⅸ
 

Ⅶ
Ⅶ

Ⅷ
 
Ⅸ
 

ⅩⅠ
 

Ⅹ
 

Ⅸ
  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



－１４－

��������	
��

�����

　本遺跡では，縄文時代早期から古代までの幅広い時代

の土器が出土している。中でも，縄文時代後期から古墳

時代に比定されるⅣ・Ⅵ層包含層から，磨消縄文土器と

成川式土器が多数出土している。

　そこで各時代の土器をその特徴からいくつかの類に分

類するとともに，遺構内と包含層出土に分けて，各章で

紹介する。
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　本遺跡では，縄文時代早期に比定されるⅨ層の包含層

から礫石器を中心に７点，縄文時代後期から古墳時代に

比定されるⅣ・Ⅵ層の包含層から黒曜石を主体とした石

器と石器製作過程の未製品等を中心に４１２点出土した。

　器種は，石鏃，石鏃未製品，石匙，スクレイパー，二

次加工剥片，剥片，石核，母岩，打製石斧，磨製石斧，

石錐，横刃形石器，石皿，磨石，敲石，磨製石鏃，磨製

穿孔具，軽石製品，垂飾品，石錘，砥石，石製小玉，ガ

ラス製小玉など多岐にわたっている。

　石器について分析していくにあたり，石材及び器種に

ついて可能なものについて分類を試み，その表を以下に

示した。そこで，本報告書における石器に関する記述は，

以下の表を参照し述べていくこととする。

�����

　石材に関しては，県内有数の黒曜石産地に近接し，数

多く出土していることから，特に黒曜石の細分化を試み，

以下のように分類した。
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概　　　　　要岩石分類

　不純物を多く含み，漆黒で光を通さないものを包括した。薩摩川内市樋脇町上牛鼻，いちき串木野市川上平木場，
いちき串木野市宇都等の原産地資料に類似する。Ⅰ

黒曜石
（ｏｂ）

　光を通し，不純物を大量に含むものを総括した。鹿児島市の三船，伊佐市大口平出水の日東・小川内の五女木，錦
江町の長谷等の原産地資料に類似するが，細分を行うことはできなかった。Ⅱ

　飴色～黒色を基調とし，不純物をほとんど含まない良質のものを包括した。えびの市の桑ノ木津留，伊佐市大口の
上青木の原産地資料や自然面が磨りガラス状を呈する霧島系の資料に類似するが細分を行うことはできなかった。Ⅲ

　黒色で不純物を全く含まない良質のものを包括した。佐賀県伊万里市腰岳産の資料に類似するが，一部長崎県佐世
保市針尾島周辺で産出する黒色系のものも含まれる。Ⅳ

　青灰色で不純物の少ないものを包括した。針尾中町や長崎県佐世保市東浜，淀姫等西北九州の原産地資料に類似す
るが，原産地不明の一群も含まれる。Ⅴ

　不純物をあまり含まない灰色のものを包括した。佐賀県椎葉川周辺のものを原産地資料とするが，原産地不明の一
群も含まれる。Ⅵ

　原産地不明なものを包括した。Ⅶ

　数�の長方形をした黒（角閃石や輝石）や白（斜長石）の鉱物の結晶（斑晶）が点在するものを包括した。淡灰色
～黒色で著しく多孔質～細粒緻密やガラス質，摩擦は大～小まで様々なものがある。黒色を呈し，硬質なサヌカイト
が有名。

安 山 岩

　貫入した流紋岩が熱水作用を受けたもの。岩石中の鉄分が酸化して木目の模様が見えるため木目石と呼ばれる。天
草砥石が有名。無斑晶流紋岩

　蛇紋岩はぬめっとした肌触りを有し，光沢がある。石材不明資料中，蛇紋岩に類似した資料も含めた。蛇 紋 岩 等

　泥や粘土の固結した岩石で，平行な平面で割れる傾向がある。黒色のものが多いが，褐色系の色のものもある。非
常に細粒で，肉眼では粒子の識別出来ないものが多い。粒度均質。さびが付着するのも特徴である。頁 岩

　砂粒・石英粒が集合して固まった堆積岩の一種。触ると砂粒感が強いものを本類に含めた。砂 岩

　瑪瑙・玉髄・石英・タンパク石・鉄石英・水晶・石英班岩・珪岩などを総称して，本類に含めた。瑪 瑙 系

　珪酸を含み光沢感を有する。灰白色を呈する。チ ャ ー ト
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　石器は，同一器種内で属性による相違が明瞭で，一定

量以上出土するものについて，グルーピングし，以下の

ように分類した。使用による折損や，欠損等により他器

種への転用が見られる場合は，最終用途をその石器の器

種と捉えて分類した。
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概　　　　　要器種分類

　剥片を素材として両側縁部に両面から押圧剥離を施してある小型から中型の三角形状の石器群を石鏃とし
た。

石鏃

剥片石器

　全体の形状が正三角形を呈するものⅠ
　全体の形状が二等辺三角形を呈するものⅡ
　全体の形状が二等辺三角形で，縦が幅の２倍以上の長さを呈するものⅢ
　先端が尖り側縁が緩やかに曲線を描くものⅣ
　抉りの状況により
　ａ：平坦，ｂ：浅い，ｃ：深い
　Ⅰ～Ⅳに該当しない特徴を呈するものⅤ
　未製品や欠損品Ⅵ
　剥片を素材とし刃部及びつまみ部を作出し，つまみ部に着紐して携帯する石器群を石匙とした。石匙
　剥片の縁辺部などに二次調整を行い，刃部整形を施してあるものをスクレイパーとした。スクレイパー
　剥片の縁辺部などに二次調整を行い，刃部整形が認められないのを二次加工剥片とし，刃部整形が認めら
れるもので一定の大きさを有する資料は礫器類に含めた。なお，縄文時代後・晩期相当層出土中，横長剥片
を素材とする刃部整形剥片を横刃形石器として分類した。

二次加工剥片
横刃形石器　

　つまみ部と棒状の錐部を有し，主要剥離面や礫皮面をつまみ部とする。Ⅰ
石錐

　大きな欠損を有し，つまみ部の有無を確認できない。Ⅱ
　石器製品作出のため，石核を採取した残存石材を本類に分類した。母岩
　石器製品作出のため，剥片を採取した残存石材を本類に分類した。なお，剥離痕に顕著な使用痕等確認で
きる資料については，礫器に含めた。

石核

　自然面を有するもの。Ⅰ
　自然面を有しないもの。Ⅱ
　周辺から中心に向かって剥ぐもの。ａ
　分割により平坦な打面を形成した後，同一打面から剥いだもの。ｂ
　剥離方向に法則性が見いだせないもの。ｃ
　器厚が厚く，重量感がある。刃部は蛤の形態を有し，器形は長方形状を呈する。Ⅰ

磨製石斧

礫石器

　Ⅰより小型で，刃部は蛤の形態を有する。基部が細く，刃部との境に肩を有し，器形がラケット状を呈す
る。Ⅱ

　明瞭な抉りを持たず，短冊形（長方形）の器形を呈する。器厚は比較的厚い。短冊形石斧と呼称。Ⅰ

打製石斧
　明瞭な抉りを持たず，短冊形（長方形）の器形を呈する。Ⅰ類に類似するが，器厚が極薄く，より鋤に近
似する。扁平石斧と呼称。Ⅱ

　基部と刃部を境界作る抉り部を持ち，ラケット状を呈する。有肩石斧と呼称。Ⅲ
　分類不可資料及び未製品Ⅳ
　素材剥片の両側縁部に刃部調整が施され，柳葉状の器形を呈する。Ⅰ

礫器類

　素材剥片の下縁部に刃部調整が施され，横長長楕円（長方形）状の器形を呈する。Ⅱ
　素材剥片の一辺に刃部調整が施され，器形は三角形状を呈する。刃部整形は直線的である。Ⅲ
　長方形状の素材剥片の接しない２側縁部に刃部調整が施される。Ⅳ
　上面観が円形を呈しており，周縁部に調整を施し，基部及び刃部を作出する。ラウンドスクレイパーとも
呼称される。Ⅴ

　上記以外の礫器類である。Ⅵ
　比較的小礫を素材とする。全面的もしくは部分的に磨面のみを有し，敲打痕は不明瞭である。Ⅰａ

磨石

敲石

磨敲石

　全面的もしくは部分的に磨面を有し，平坦面や側縁に明瞭な敲打痕が見られる。Ⅰｂ
　大きめな礫を素材とする。全面的もしくは部分的に磨面のみを有し，敲打痕は不明瞭である。Ⅱａ
　全面的もしくは部分的に磨面を有し，平坦面や側縁に明瞭な敲打痕が見られる。Ⅱｂ
　上記Ⅰ及びⅡ類以外の資料である。上面観が長楕円形状もしくは不定形状を呈し，用途が敲石と考えられ
る資料群である。Ⅲ

　石皿は大礫を利用し，磨面・凹面を有する。磨石とセット関係にあり，木の実を磨り潰したりするためと
考えられる。

石皿・台石
　台石も大礫を利用し，敲打痕を有する。敲石とセット関係にあり，石器製作時に石材を据え付けるためと
考えられる。
　砂岩質の礫素材を利用し，主として長軸方向に削痕が縦走し，深い凹面を有することが多い。砥石
　軽石を素材とする。穿孔や凹み等加工痕が残される。軽石製品
　左右１対の抉り部を有する。抉り部以外の側面に敲打痕等は確認できない。石錘
　砥石と同様な砂岩質の素材を利用する。基部と円柱状の穿孔部からなる。穿孔部には回転条痕等が残され
る。石庖丁の穿孔用としての機能が想定される。磨製穿孔具

　ガラスや石を素材とし，着紐のための一孔が中心に施される。丸玉を小粒にしたもの。小玉
装飾品

　玉状の形状を有さず，着紐のための一孔が施される。垂飾
　上記石器に該当せず，利器としての用途が不明なもの。石製品
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　第１地点は，下ノ原Ｂ遺跡の調査対象地内で一番下流

に位置する。現況では，川内川へ向かって伸びる小さな

扇状地の先端に近く，２地点との間には小さな谷があり

現在水田として常に水が流れる環境にある。北西部も同

様であり，地点としてこのエリアは独立する。

　調査は，試掘調査の結果を参考に北西部分から調査を

開始した。開始してすぐに遺物の散布が認められたため

に，全面調査に切り替え，対象地内の表土を重機で除去

していった。耕作土直下には，アカホヤ火山灰に由来す

るⅥ層が確認され，その間のⅡ～Ⅴ層は残存していな

かった。このため，人力での掘り下げはⅥ層から開始し，

１区から１２区へ，下流から上流へと精査しながら掘り下

げていった。遺物は，Ⅵ層から出土し，その傾向として

は調査区の北側部分に多く，南側からは攪乱等の原因も

あるが出土量は少なかった。遺構検出は，Ⅶａ層上面で

行い，その結果，土坑５基・焼土域５カ所・硬化面１条

が検出された。

　Ⅶａ層まで調査が進んだ段階で，調査区内に４カ所の

下層確認トレンチを設定し，下層確認を実施した。その

結果，２トレンチから早期該当層から遺物が出土したた

めに，このトレンチ周辺を拡張するかたちで早期の調査

範囲を設定して�層まで人力で掘り下げていった。その

面積は１４５�である。遺構は，土坑１基が検出され，遺

物は１６点のみの出土で調査を終了した。

　遺物の分類は，土器に関しては早期から晩期まで幅広

い型式が出土している。これらは古い方から類別作業を

行い，１～１０類と設定した。これらの詳細については，

その都度報告していきたい。石器に関しては，剥片石器

から礫石器の順に紹介していく。
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　第１節で述べたように，土坑１基がＦ－３区で検出さ

れた。楕円形状のプランを呈し，１００�×７０�で検出面

からの深さは約３０�であった。埋土は，床面に明茶褐色

土が安定的に堆積しその上部にやや色調の違うａ～ｄの

埋土が堆積する。人工的な埋め戻しのような状況ではな

い印象を受けた。なお，土坑内からは遺物等は出土して

いないため，早期内での詳細の時期については不明であ

る。
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　遺物は総数１６点出土し，このうち土器８点，石器４点

を図化した。遺物の出土状況は，川に向かって傾斜する

調査区内に散在している。

　１～６は同一型式の範疇で理解でき，１～３と４～６

に細分が可能性である。１～３は同一個体と思われる。

１で復元された口径から，比較的小型の土器と思われる。

１には補修孔が穿たれる。口縁部には横位の短く鋭い条

痕が連続して施され，胴部はケズリ痕を残している。４

～６は，断続的な押圧を施している。８は，風化が激し

い。口唇端部にキザミ目を施す。内外面には貝殻条痕文

が観察される。９～１２は磨敲石である。いずれも欠損し

ており完形品の出土は見られなかった。端部に敲打によ

る潰れが認められる。
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　５基が検出された。いずれも縄文時代後晩期に該当す

るものと思われる。楕円形を基本としたプランで，埋土

等に人為的な埋め戻し等の痕跡を確認することはできな

かった。遺構内の遺物もごく微細なものばかりで，中に

は，遺物が１点も混入していないものもある。２号から

２点（１３・１４），３号 か ら１点（１５），４号 か ら１点

（１６）を図化した。１６は直線的に外反して胴部が張る特

徴から，後述する３類に該当する。

������

　５カ所確認された。いずれも小範囲に収まる。赤色化

と炭化物で構成され，赤色化は部分的に硬化し，深いも

ので５�を計る。
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　１条が調査区境で確認された。幅２５�で検出面からの

深さは約１０�であった。だが，調査区境の断面から少な

くとも約３０�の掘り込みがあったことが判明している。

硬化面は，溝下面にほぼ満遍なく見られ，硬化の深さは

約２�確認された。遺構内からは遺物の出土は見られず，

時期の特定は困難であったが，埋土は包含層中でその大

部分が削平を受けていた２地点で見られた古代以降の遺

物包含層である黒色土であった。これらの点を考えると，

古代以降の遺構である可能性が高い。
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　前期以降の土器は総数７９５点が出土し，接合作業を経

てこのうちの１５１点を図化した。早期土器を１類と一括

したため，２類から１０類として報告する。

　２類は，前期から後期土器の中で小破片のみ出土して

いる資料を一括した。４９点が出土している。１７は沈線文

の組み合わせで施文され，１．２�の粘土紐の接合痕が観

察される。１９・２０は無文土器であるが滑石が多量に混入

されている。２１・２２は浅いキャリパー状の器形を呈する。

２３は浅い凹線文で逆Ｓ字状文が施される。２４は風化が激

しい。２５は，口縁部下に粘土を貼付して断面三角形状を

呈し，そこへ刺突文が施される。３０・３１は同一個体であ

るが風化が激しい。

　３類は，磨消縄文土器を一括した。２８７点が出土し，

３２～９５までを図化した。３２は鉢形の器形を呈する。３３は，

く字状に屈曲する口縁部文様帯に縄文を施し，その後に

沈線を施している。内外面共に丁寧なナデが施され，ミ

ガキ状を呈する。３４～３６は波状口縁の波頂部である。３４

の頂部は凹ませている。３５・３６は頂部付近の破片である。

縄文が残される。４０はわずかに縄文が残る。４１はやや厚

みのある資料である。４６・４７は口縁部内側の凹みがやや

深い。５６は胴部が膨らむ鉢形の器形である。胴部最大径

上に文様帯がある。５８は強く屈曲して胴部は膨らむ。

５９・６４は胴部片である。同一個体と思われる。いずれも

外面にススが付着している。７３は胴部のふくらみがやや

緩やかである。７７～８４は口縁部がく字状に屈曲するもの

である。８２・８３は口縁部がやや広い。８５・８６は屈曲する

口縁部を持たない。８６の内面には沈線文が施される。８９

～９３は口唇部の断面観が舌状を呈している。９４は，口径

復元ができなかったが大型の深鉢形で，補修孔が観察さ

れる。

　４類は，粗製土器である。１７４点が出土し，９６～１０８ま

でを図化した。９６は，口縁部が緩やかに内傾し，３本沈

線が施される。９７は，９３の胴部片かと思われる。９８は，

リボンを巻くように粘土を貼り付けている。剥落してい
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－２０－

る部分を観察すると，本来の器面調整が剥落の下に施さ

れている。９９にはリボン状の貼り付けがある。

　５類は，半粗半精製土器である。１０2点が出土し，１０９

～１２１までを図化した。１１０は補修孔が穿たれている。内

外面から穿孔されているが，両者の位置が上下にずれて

いるために外面観が８字状の穴になっている。１１１は外

面が条痕のち工具ナデで，内面はミガキが観察される。

１２０・１２１は組織痕が観察される。

　６類は精製土器である。１０６点が出土し，１２２～１３１ま

でを図化した。１２２は口縁部に１条の沈線文が施される。

１２３は短い口縁部で，胴部はそろばん玉状に屈曲する。

１２７はリボン状貼付文の下に豆粒状の貼り付けがあり，
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－２９－

口縁部は波状口縁で下に沈線がめぐる。１２８・１２９は細い

沈線が施される。１２６の沈線内には赤色顔料が残されて

いる。

　７類は，台付皿形土器である。５点が出土し，１３２～

１３６として図化した。１３２は皿部片である。内面に縄文が

施される。１３３・１３４は脚部で，１３４は透かし状の窓が作

出される。

　８類は，上記分類に属しなかったものを一括した。４

点が出土し，１３７～１４０として図化した。１３７は口縁部が

肥厚する。

　９類は，底部を一括した。４８点が出土し，１４１～１５６ま

でを図化した。１４１は高台を有する底部である。１４３～

１４８はわずかな上げ底状を呈する。１４９は底面外周が摩滅

している。１５０は内外面共にミガキが施される。１５４は外

へ張り出す。外面は条痕のちナデが施される。

　１０類は，弥生時代以降の土器と土製品を一括した。

１５７～１６７までを図化した。１５７は外面にススが付着して

いる。１５８・１５９・１６０は同一個体である。１６１・１６２は同

一個体である。１６３は，胴部上が膨らみ，く字状に屈曲

して口縁部に至る器形を呈すると思われる。内面は外面
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－３０－

と違いゆるやかで工具ナデが施される。１６４・１６５は同一

個体であろう。貝殻刺突文を弧状に連続させる。胴部が

膨らむ器形を呈し，器形と文様から弥生時代前期の小型

壺と思われたが，器面調整などの違いから断定できない。

なお，外面にはススが付着している。１６６は須恵器であ

るが，上下傾きがはっきりしない。１６７は通称メンコと

呼ばれるもので，器面調整から縄文時代晩期の土器片を

加工したものと思われる。

���������

　前期以降の石器は，表４のとおりである。これらを石

材ごとに分布状況をまとめたものが第２２図である。これ

で見ると，やはり在地産黒曜石の占める割合が７８％と高

いことがわかる。また，石核の形状は自然面の角が取れ

て円礫に近いため，川などで採取された黒曜石を素材と

している可能性がある。この中で，非在地系の石核も出

土している点には留意する必要がある。

　器種については，石鏃が多く，二次加工剥片が次ぐ。

磨敲石や石皿も多い。石錘も出土しているが，小型の扁

平な円礫を素材とする石錘は，その用途も含めて類例の

増加を待って再考する必要があろう。なお，これらにつ

いて集中するような際だった出土状況にはないようであ

る。ただ，Ｆ－２・３区でチャートがまとまって出土し

ており，チャート製の石匙も出土している。製作跡とま

ではいかないが，何らかの加工を行っていたとも考えら

れる。

��������	�




－３１－

�
��
�
�
�
�
�
	


�
�




－３２－

�
��
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�



－３３－
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－３７－

　１６８～１８８は石鏃および石鏃未製品である。１６９～１７１は

主要剥離面を残す。１７７・１７８は鋸歯縁鏃である。１８１は

先端部に屈曲点がある。五角形鏃の形状を呈する。１８２

は基部を欠く。背面から腹面への剥離が先端部に集中す

る。１８８は両端が尖る。素材剥片面を残しており，元々

薄手の剥片が用いられている。１８９はチャート製石匙で

ある。１９０はスクレイパーである。１９１・１９２は石錐であ

る。１９２は頁岩素材。上端部にもわずかに稜線が摩滅し

ている部分もある。１９３～２０２は石核である。１９４は自然

面を大きく残す。２０３～２０６は打製石斧である。２０７～２０９

は磨製石斧で，２０７・２０８は蛇紋岩製である。２０７は側辺

部分も丁寧に磨かれており，抉り部分も同様である。

２１０～２１３は礫器に分類したが，この内２１１～２１３は横刃形

石器の可能性が考えられる。２１４～２１８石錘である。２１４

～２１６は，扁平な小型円礫を素材とする。短軸部分両端

に，簡易な抉り部を作出している。２１８は分銅形に近い。

２１９～２２４は磨敲石。２２５～２２９は石皿。２３０・２３１は磨製石

鏃で，弥生時代以降に属するものと思われる。２３２は，

いわゆる磨製穿孔具である。回転運動によって錐部断面

観は円形である。これまでの他遺跡の状況から弥生時代

以降の石器と思われる。２３３は，蛇紋岩剥片に穿孔され

たものである。時期を特定するには至らなかった。
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　第２地点は，第１地点の上流に位置する。第１地点と

の間は約５０�離れ，間に小さい谷部がある。調査範囲は，

市道によってほぼ半分に分断されていた。調査範囲の上

流側は築堤建設部分，下流側は築堤と市道建設部分であ

る。平成１９年度調査は，試掘調査の結果を参考に第１地

点に近い下流側から全面調査を開始した。部分的に耕作

による削平がアカホヤ火山灰まで達するところが見られ

たがⅡ層から遺物が出土し，Ⅶａ層のアカホヤ火山灰上

面で，竪穴住居跡２軒，溝状遺構１条を検出した。しか

し，築堤工事との兼ね合いから上流側の調査を先行させ

ることとなり，下流側の調査は途中で中断した。上流側

の調査は，Ⅱ層とⅢ層が耕作によって攪乱・削平されて

おり，Ⅳ層（縄文時代後期から古墳時代該当）から開始

した。このⅣ層からは多数の土器片が出土し，Ⅶａ層の

アカホヤ火山灰の上面で竪穴住居跡６軒と，土坑・溝状

遺構を複数検出した。その後，下層確認のためのトレン

チを設定し掘り下げたところⅨ層（縄文時代早期該当）

において土器の小破片１点が出土した。このトレンチを

拡張し，調査を行ったところ石器３点がまとまって出土

した。しかし，それ以上の遺物の広がりは見られず遺構

も検出できなかったので１４５�の範囲で調査を終了した。

　平成２０年度の調査は，下流側の前年度に調査を中断し
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－４１－

ていた範囲から開始し，その後，市道部分の調査を行っ

た。Ⅱ層から古代，Ⅳ層から縄文時代後期から古墳時代

の遺物が出土し，Ⅶａ層のアカホヤ火山灰上面で縄文時

代の土坑１基，古墳時代の竪穴住居跡１軒と土坑１基，

古代以降の掘立柱建物跡１棟，溝状遺構（前年度の延長

部分），ピット群を検出した。その後，下層確認のため

のトレンチを設定し掘り下げたがシラス直上まで遺構・

遺物は確認できなかったので調査を終了した。
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　縄文時代早期の調査はⅨ層に該当する。この遺物包含

層は，Ⅶａ層の鬼界カルデラ起源のアカホヤ火山灰を掘

り下げ，黒褐色土層をⅨ層と認識し，調査を行った。そ

の結果，Ｃ－３１区において磨石２点と石皿の破片１点が

まとまった状況で出土した。しかし，それ以上の遺物の

出土や遺構の検出は見られなかった。また，Ｘ層上面で

の地形測量を行い，当該時代の地形の記録復元を試みた。
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　Ｃ－３１区のⅨ層で石器３点が出土した。出土状況は，

Ⅸ層の下位でⅩ層の上面近く，掘り込みは確認されな

かった。磨石（２３６・２３７）と石皿の破片（２３５）がまと

まって置かれたような状態で出土し，同時期にセットで

使用されていたものではないかと思われる。

��������	�



－４２－

��������	
�����	
	����

　縄文時代後期から弥生時代後期後半の調査は，Ⅳ層に

該当する。この遺物包含層は，ごく薄く部分的に堆積し

ているⅢ層の下にあり，黒色土の土層をⅣ層と認識し，

調査を行った。また，Ⅶａ層上面での地形測量を行い，

当該時代の地形の記録復元を試みた。

　遺構は，縄文時代後期の土坑がＥ－２５・２６区で１基確

認された。土坑内の埋土はリン－カルシウム分析を，土

坑内から出土した炭化物は放射性年代測定（ＡＭＳ法）

を実施した。その結果，埋土中には，カルシウムがほと

んど含まれず，リン酸については，４か所の埋土試料の

うち１か所で周辺土壌を若干超える濃度が検出された。

時代は，３，３３０±３０年ＢＰ（暦年較正年代１，６８９～１，５２７

年ＢＣ）という結果が示されている（第６章　第２節参

照）。また，縄文時代後期の石器製作跡がＣ－１９・２０区

で１か所確認された。

　該期の遺物出土状況は，第３５図に示したとおりである。

出土分布は下流側に集中した。土器は，総点数８１１点を

数え，このうち，器形と文様などの属性が判明するもの

を抽出し，第１地点と同じ観点で類別した。石器・剥片

等は，２３７４点取り上げた。このうち，２８１点を剥片石器

と礫石器に分け，各器種ごとに報告をしていく。
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　この土坑はＥ－２５・２６区で確認された。プランは長さ

２．０�，幅１．０�の小判の形状でⅦａ層（鬼界カルデラ起

源のアカホヤ火山灰）の上面で検出した。床面は，安定

しており，側壁の立ち上がりは，ほぼ垂直に近い。土坑

の埋土は，ａ，ｂの２つに分けられ，ａの黄褐色砂質土

から主に遺物が出土した。特徴的な土器片は第３３図２３８

から２４３にかけて掲載した。２３８・２３９は口縁部である。

２４０・２４３は胴部上部である。２４１・２４２は底部である。い

ずれも包含層分類の３類に属する。また，石鏃が４点出

土し，２４４から２４７にかけて掲載した。ａの下面からｂの

黒褐色土上面にかけて，赤色の粒子と黒曜石の剥片や

チップが出土した。これらは，顕著に集中して出土する

のではなく，土坑内にまんべんなく散在して出土した。

赤色の粒子については，第６章第４節で分析結果を報告

した。
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　この石器製作跡はＣ－１９・２０区のⅣ層で確認された。

検出した位置の地形は，南のＤ－１９区にある，ごく小さ

な谷部に向かって緩やかに傾斜している地形の端部であ

る。石器等の出土が顕著だった範囲は，長径１８ｍ，短径

７．６�の楕円形の範囲で，石器１８点，剥片４１３点が出土し

た。 ��������	
�����
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　器種とその点数は，石鏃９点，石鏃未製品３点，未製

品２点，二次加工剥片３点，母岩１点である。また，周

辺で出土している土器は，包含層分類の３類に属する。

特徴的な石器は第３４図２４８から２５４にかけて掲載した。

２４８・２４９は石鏃である。２５２は製作過程で破棄された石

鏃と考えられる。２５０・２５１は未製品，２５３は剥片に刃部

形成が見られる二次加工剥片で，その外観の特徴から石

核の可能性も否定できないものである。２５４は母岩で，

石材は表２の分類の黒曜石Ⅱに属する。
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　第２地点からの縄文土器の出土数は少なかったため，

類は第１地点に準じた。

　第２地点から縄文土器は８１１点が出土し，このうち３０

点を図化した。分布は，Ｃ～Ｅ－１８～３０区に集中する傾

向がある。

　２５５から２６７は，文様に磨消縄文を施すものであり，横

走沈線・縄文・押点文・刺突文により文様が構成されて

いる。２５５から２６０は，口縁部である。口縁部は内屈し，

口縁端部内側はナデにより太い凹線状になっている。ほ

とんどが波状口縁であり，波頂部付近のものがほとんど

である。口唇部は，沈線と磨消縄文により文様が構成さ

れている。２５５・２５６は，波頂部端部にヘラ状の工具でキ

ザミ目を入れた痕を観察できる。２５８は，口唇部外側の

沈線の途中にハの字状の刺突文を施している。２６０は，

波頂部の沈線と磨消縄文により構成された文様に，さら

に三つの刺突文を施している。２６１から２６７は，頸部から

胴部の資料である。刺突文が施されているもの，横走沈

線と刺突文が施されているもの，横走沈線と磨消縄文に

より文様が構成されているものとある。

　２６８から２７８は，無文であるが，ミガキによる器面調整

が多く観察されるものである。２６８から２７０は，口縁部で

ある。口縁部は内屈し，口縁端部内側はナデにより太い

凹線状になっている。２６８は，外面にススが付着してい

る。２７１から２７８は，頸部から胴部の資料である。２７２は，

内外面ともに，丁寧なミガキにより器面が調整されてい

る。２７７は，外面にススが付着している。２７９から２８１は，

２５５から２７８に分類される土器の底部である。いずれも上

げ底である。

　これら２５５から２８１の土器は，第４章第５節の３類の土

器である。

　２８２は，口縁部が内湾し，粘土紐を貼り付けた口縁端

部に刺突が施されている。貝殻条痕により器面調整され

ている。縄文時代中期の土器と考えられるが，ここに掲

載した。第２地点では，３点の出土である。第４章第５

節の２類の土器である。

　２８３は，口縁部が内湾し，口縁端部が幅広く平坦に

なっているものである。外面にススが付着している。第

４章第５節の４類の土器である。

　２８４は，胴部である。内外面ともに赤色顔料塗彩であ

り，丁寧なミガキによる器面調整が施されている。弥生

時代の土器であると考えられるが，ここに掲載した。全

体で１点だけの出土である。
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　第２地点の石器類は，Ⅳ層を中心に出土している。同

包含層からは，縄文時代後期と古墳時代の土器が出土し

ており，石器類に関して時代を層位で明確に想定するこ

とができなかった。そのため，これまでの研究成果を基

に砥石を古墳時代相当の遺物と想定し，次の節で報告す

る。よって，縄文時代後期相当と考える石器類は剥片を

含めて２３７４点あり，そのうちツールが２８１点で，全体の

約１２％であった。器種は，石鏃・石匙・スクレイパー・

石核・礫器・打製石斧・磨石・敲石・石錘などである。

なお，これらの分類概念については，第３章４節を参照

されたい。
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　石鏃と石鏃未製品と判断できるものは１０２点出土し，

そのうち２４点を図示した。
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　全体の形状が正三角形を呈するものである。基部の抉

りの状態から２つに分類した。２８５は，基部に抉りが

入っていない。２８６～２９３は，基部に抉りが浅く入る。

２８７と２９２については側縁上部から先端にかけて作り込ま

れている。
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　全体の形状が二等辺三角形を呈するものである。２９４

は，基部に抉りが浅く入る。２９５・２９６は，基部に逆Ｖ字

の抉りが深く入る。２９６と２９７については，先端部の作り

込みによって肩部らしきところが側縁にあるが，五角形

を呈するほどではない。２９８～３０１は，基部に深く大きな

抉りが入るとともに側縁中央が狭くなっているため，左

右に張り出した脚部をもつ。３０２は，側縁の一部に鋸歯

状をもち，脚部先端が丸みを帯びている。３０３・３０４は，

基部に大きな抉りを入れるとともに脚部先端を鋭角に尖

らせ，基部がＷ字を呈する。
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　全体の形状が二等辺三角形で，縦が幅の２倍以上の長

さを呈する。基部の中央に幅の狭い抉りが逆Ｕ字に入る。
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　先端が尖り，側縁が緩やかに曲線を描く。全体の形状

はほぼ正三角形で，基部に幅広く深い抉りが入り，脚部

が全長の約半分を占める。
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　Ⅰ～Ⅳに該当しない特徴を呈する。全体の形状は３０６

に酷似するが，先端部を細く長く尖らせている。
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　外観はⅡ類の形状を意識している石鏃の未製品と思わ

れる。
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　石匙は１点のみ出土した。大きく欠損しているため全

体の形状は不明であるが，左側縁に刃部がかすかに確認

できる。刃部は両面剥離で作られる。つまみには，強い

抉りがみられない。
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　１点出土し図化した。破片であるため全体の形状は不

明であるが，右側縁に刃部の一部を確認できる。
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　石核と判断できるものは６７点出土し，そのうち１２点を

図示した。
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　自然面を一部有するものである。３１１・３１２は，剥離方

向がほぼ上面からである。他は，剥離方向に規則がない。
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　自然面を有しないものである。３１８・３１９は，求心状に

剥離が入る。他は，剥離方向に規則がない。
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　礫器と判断できるものは４点出土し，そのうち１点を

図示した。摩滅が激しいが下側縁片面に刃部形成が認め

られる。
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　打製石斧と判断できるものは３点出土し，すべて図示

した。３２４は，両側に肩部がみられる。他は，欠損で形

状を把握できない。
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　磨石と判断できるものは６点出土し（２点は一括），

そのうち１点を図示した。側辺に敲打痕があり，一部大

きな剥離が入る。使用状況の変化が考えられる。
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　敲石と判断できるものは３点出土した。３２８は，上下

に使用痕がある。３２９は大きく破損しているが，先端部

に明瞭な使用痕が認められる。３３０は被熱のため赤化し

たと考えられる。
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　石錘と判断できるものは１点のみ出土した。扁平な小

型円礫の両側に削りで作られた抉りがみられる。
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　古墳時代の調査は，Ⅳ層に該当する。この遺物包含層

は，第３節で述べた縄文時代後期から弥生時代後期後半

までの遺物も包含していたため，実際の調査では，時代

を分けることができず，一連で調査をせざるを得なかっ

た。ただし，遺構の形態，遺構内埋土及び周辺から出土

する遺物の特徴から，明らかに時代が異なり，節を分け

て述べることとした。

　遺構は，Ⅶａ層（鬼界カルデラ起源のアカホヤ火山

灰）上面で検出された。その配置図は第４４図に示したと

おりである。

　竪穴住居跡は，Ｃ～Ｅ－２７・２８区，Ｄ・Ｅ－３３・３４区，

Ｄ・Ｅ－３７・３８区でそれぞれ３軒，合計９軒検出された。

これら９軒は，平面と床面の形態が異なる。また，それ

ぞれの竪穴住居跡内から出土する甕口縁部の外観上の特

徴にも差異が認められ，２つの土器形式に分類できた。

さらに住居跡内から出土した炭化物３点は，放射性年代

測定（ＡＭＳ法）を実施した。その結果，１，７３０±３０年

ＢＰ（暦年較正年代２４５～３８６年ＡＤ）と１，５３０±３０年

ＢＰ（暦年較正年代５０３～６０３年ＡＤ）の時代が示されて

いる（第６章　第５節参照）。これらのことより，竪穴

住居が廃棄された時期の新旧を土器編年から想定し，時

期に伴う形態の変化を検討できた。

　また，土坑が９基確認された。このうち５基の土坑に

ついては，埋土を掘り下げ，土坑内から該期の遺物が出

土した。しかし，残りの４基の土坑は，調査範囲外に拡

がる竪穴住居跡と土坑を調査するため調査範囲を拡張さ

せた際にＦ－３８・３９区で検出した。そのため，土坑を検

出した位置が完全に調査範囲外にあることから，埋土の

掘り下げを行わなかった。よって時期について断定でき

ないが，検出前の出土遺物から該期の土坑として報告す

ることにした。

　該期包含層から出土した土器は，総点数３，１５５点を数

え，ほとんどが古墳時代のものであった。その出土状況

は，第９２図・第９３図に示したとおりである。竪穴住居跡

が多く検出された場所に近い３５区以南の範囲から多く出

土し，中でも標高が低い３６区付近に顕著な集中が見られ

た。また，Ｄ－２０・２１区にも若干であるが土器が出土し

ている範囲を確認できた。これらの土器は，器形が判明

するものを抽出し，器種ごとに分類を試み，特徴的なも

のを実測・掲載した。

　石器は，砥石が包含層から複数出土している。他にも，

用途不明の鉄製品が１点出土した。
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　Ｃ－２８区のⅦａ層上面で検出された。当初は，多量の

遺物が出土し，これを取り上げ精査を行った結果，張り

出した土坑のようなものをもつ方形プランが検出された。

最終的なプランは，３．７�×３．４�の隅丸方形であり，南

西側に１．５�×０．９�の張り出す土坑をもつものであった。

　調査は，中央に埋土観察用のベルトを設定し，中央部

分から床面を確認していった。叩き締めや貼り床などの

ように堅くしまった床面は確認できなかったが，掘り下

げていく段階でやや硬くなった面を床面とした。なお，

検出面から床面までの深さは，８�である。これは，Ｃ

－２８区付近は耕作などにより上層が削平されていたため

である。また，南西側の土坑の深さは，床面から１０�で

ある。この土坑には遺物も少なく，炭化物や焼土など確

認することはできなかった。さらに，床面が検出された

段階で竪穴住居跡北側半分ほどの周壁に沿って，壁帯溝

と考えられる溝が検出された。この溝は幅５～１０�・深

さ５�である。その後，床面を剥ぎ取り柱穴の検出を

行った。柱穴は，Ｐ１からＰ４が検出された。

　１号竪穴住居跡から出土した遺物は３９５点で接合作業

を経てこのうち２２点を図化した。総点内訳は，甕８４点，

壷３４点，高坏６点，坩２４点，鉢５点，小破片他２４２点で

ある。なお，特筆されるものとして，ほぼ床着の状態で

直径６�・中央に２�の孔のあるガラス製小玉が，床面

を剥ぎ取る中で直径７�・中央に３�の孔のあるガラス

製小玉が出土している。

　３３２から３３９は，甕である。口縁部が緩く外反するタイ

プのものである。３３５は，貼り付けの突帯の付くもので，

左下がりの布目押圧が施されている。３３９は，脚部であ

る。低い脚台に平坦な底部内面である。３４０から３４２は，

壺である。３４０は頸部の短いタイプのものである。３４３は，

鉢である。口縁部が開きながらまっすぐに立ち上がり，

口縁端部がやや外反するものである。３４４から３４６は，高

坏である。３４４は， 形の坏部であるが，ヘラによるナ

デ調整の痕や粘土の接合の痕が残るなどつくりは粗雑で

ある。３４５は，脚部であるが，その大きさから大型の高
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－６５－

坏が想定される。３４７から３４９は，坩である。３４７・３４８は

口縁部で，やや内湾しながら立ち上がるものである。

３５１，３５２はガラス製小玉である。３５３は，鉄製品である。

全体が錆で覆われているが，先端部が欠損しているため

断面が確認できる。断面は，刃と背の部分が明瞭に確認

できるものの製品本体は錆びて空洞化している。このよ

うな状況からこの製品は，刀子と考えた。樹皮・木質部

は確認できない。基部の側辺両端に短い突起があり，外

観が二股に見える特徴を持つ。 
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床面標高
（�）

検出面から
の深さ（�）

短径
（�）

長径
（�）

遺構
番号

レイアウト
番号

１８９．７８３４２３３１－Ｐ１
１８９．５２５８２３２５－Ｐ２
１８９．８８２６１３２１－Ｐ３
１８９．８２４８２３３３－Ｐ４
１８９．５８２８２１２１－Ｐ５
１８９．７３２７２３２３４１９Ｐ６
１８９．７０３０２０３０４１７Ｐ７
１８９．７２２８２０２１４２２Ｐ８
１８９．６８３２２８３２４２１Ｐ９
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－６９－

　Ｄ・Ｅ－２８区のⅦａ層上面で検出された。当初は，多

量の遺物が出土し，これを取り上げ精査を行った結果，

隅丸方形のプランが検出された。最終的なプランは，

２．３�×２．２�の隅丸方形であり，周壁の南側に０．６�×

０．５�の土坑をもち，北東側にベッド状の張り出しをも

つものであった。

　調査は，中央に埋土観察用のベルトを設定し，中央部

分から床面を確認していった。叩き締めや貼り床などの

ように意図的に硬くしまった床面は確認できなかったた

め，埋土を掘り下げた面を床面とした。検出面から床面

までの深さは，２５�である。検出面から張り出し部の深

さは，６�である。また，床面を確認し記録したあと，

柱穴や土坑の検出を行った。その結果，Ｐ１からＰ５の

柱穴と，南側に土坑を確認した。この土坑の深さは，床

面から１８�である。この土坑には遺物も少なく，炭化物

や焼土など確認することはできなかった。さらに，古代

を含む柱穴を精査・検出する段階で，９号住居跡に関係

すると思われる柱穴Ｐ６からＰ９を確認した。

　９号竪穴住居跡から出土した遺物は１０６点で接合作業

を経てこのうち１５点を図化した。総点内訳は，甕７４点，

壷３０点，鉢２点である。

　３５４から３６１は甕で，口縁部がくの字状に短く外反する

ものであり，口唇部は平坦である。３５４は口縁部内面に

成形時の指頭痕が残り，外面にススが付着している。

３５５は，口唇部をのぞき外面全体にススが付着している。

内面はヘラナデにより仕上げられている。３５６は，外内

面ともに横ナデにより仕上げられており，屈曲部付近を

中心にススが付着している。３５７から３６０は，胴部である。

３５７から３５９は，やや内湾しながら立ち上がるタイプのも

のである。３５７は，屈曲部外面にカキアゲ時の刺突によ

り段ができている。３６１は，底部である。胴部はやや内

湾しながら立ち上がっている。低い脚台をもち，底部内

面は平坦に仕上げられている。３６２から３６６は，壺である。

３６２は，頸部が長いタイプのものである。口縁部はラッ

パ状に外反し，口縁端部は強い横ナデにより断面がＭ字

状になっている。内外面ともに横ナデにより仕上げられ

ている。３６３は，くびれた頸部をもつものである。頸部

内面下位に粘土の接合の痕が残る。また，輪積みにより

つくられた際の指押さえ痕が内面に残る。３６４は，胴部

最大径の上位に貼り付け突帯の付くタイプのものである。

突帯の上部をナデにより浅い凹みをつくり，垂直な布目

キザミを細かく入れているものである。内面の剥離が激

しい。３６５・３６６は，底部である。３６５は，平底の底部で

ある。底部から胴部に強いヘラナデにより浅い段が付い

ている。この底部も内面の剥離が激しい。３６６は，平底

の底部である。外面はヘラまたは指でナデているが調整

が粗雑であり，外面に凹凸が見られる。３６７・３６８は，鉢

である。３６７は，胴部が直線的に立ち上がり，口縁部が

やや外反し端部を丸く収めるタイプのものである。カキ

アゲにより段を付けている。３６８は，胴部が開きながら

直線的に立ち上がり口縁部に至るものであり，口縁端部

が平坦に納められている。内外面ともに強いナデにより

調整されているが，表面に凹凸が見られつくりが粗雑で

ある。
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　Ｄ・Ｅ－３３区のⅦａ層上面で検出された。当初は，多

量の遺物が出土し，これを取り上げ精査を行った結果，

張り出しをもつ不定形なプランが検出された。最終的な

プランは，５か所の張り出し部がある５．５�×５．１�の不

定形なものであった。

　調査は，中央に埋土観察用のベルトを設定し，中央部

分から床面を確認していった。叩き締めや貼り床などの

ように意図的に堅くしまった床面は確認できなかったた

め，埋土を掘り下げた面を床面とした。その結果浅い中

央掘り込み部とともに，４か所の突出部を確認した。検

出面から床面までの深さは，中央掘り込み部では４５�，

張り出し部では３５�から４０�である。床面を確認し記録

したあと，柱穴や土坑の検出を行った。その結果，東西

の突出部の近くにそれぞれＰ１・Ｐ２を検出した。また，

中央掘り込み部南側よりに浅い土坑を検出した。この土

坑には遺物も少なく，炭化物や焼土など確認することは

できなかった。なお，特筆されるものとして，埋土から

直径５�・中央に２�の孔のあるガラス製小玉が出土し

ている。

　５号竪穴住居跡から出土した遺物は４４７点で接合作業

を経てこのうち３１点を図化した。総点内訳は，甕３５３点，
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－７４－

壷３１点，高坏１７点，坩３４点，鉢５点，小破片他７点であ

る。

　３６９から３８０は甕である。口縁部が短く緩やかに外反す

るタイプがほとんどである。３６９から３７１は，ハケ具を上

方に向かってナデ上げる際の刺突によって段が付いてい

る。３７１は，口縁端部を平坦に仕上げている。３７２は，や

や内湾しながら立ち上がり口縁端部がやや外反する。

３７３から３７５は，断面三角形の突帯をもつもので，左下が

りのキザミ目が付く。３７７は，カキアゲ時の刺突による

段が付いている。３７８から３８０は，低い脚台である。

３７８・３７９は，底部内面が平坦なものである。３８０は，や

や上げ底のものである。３８１～３８４・３８８は，壺である。

３８１・３８２は，口縁部がほぼ直に立ち上がるものである。

３８３・３８４は，頸部に突帯の付くものである。３８５から３８７

は，鉢である。底部内面が，上げ底状のものと中空のも

のがある。３８９から３９２は，高坏の脚部である。３８９は，

脚部に細い突帯が付いている。３９０は，坏部と接合する

上部を丁寧に仕上げている。３９１は，筒部と裾部の境が

はっきりしている。３９３から３９７は，坩である。３９３は，

口縁部が開きながら立ち上がり，口縁端部を尖らすもの

である。３９４から３９６は胴部が丸みを帯びるものである。

３９６は，須恵器のハソウを模倣したと考えられる孔があ

けられている。３９８は，手づくねの鉢である。３９９はガラ

ス製小玉である。
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－７６－

　Ｄ・Ｅ－３３・３４区のⅦａ層上面で検出された。当初は，

多量の遺物が出土し，これを取り上げ精査を行った結果，

張り出した土坑のようなものをもつ方形プランが検出さ

れた。最終的なプランは，３．１�×３�であり，南側に

１．２�×０．９�の張り出し状の土坑をもつものであった。

　調査は，中央に埋土観察用のベルトを設定し，中央部

分から床面を確認していった。叩き締めや貼り床などの

ように堅くしまった床面は確認できなかったが，掘り下
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－７７－

げていく段階でやや硬くなった面を床面とした。検出面

から床面までの深さは，４０�である。また，南側の土坑

の深さは，床面から３０�である。この土坑には，炭化物

や焼土など確認することはできなかった。その後，床面

を剥ぎ取り柱穴の検出を行った。柱穴は，Ｐ１からＰ５

が検出された。

　６号竪穴住居跡から出土した遺物は１５５点で接合作業

を経てこのうち１０点を図化した。総点内訳は，甕１１０点，

壷３２点，高坏８点，坩５点である。

　４００から４０３は，甕である。４００は，開きながらまっす

ぐ口縁端部にいたるもので，バケツ形を呈している。や

や幅広の突帯が付き，左下がりのキザミ目が付く。また，

外面全体にススが付着している。４０１は，断面三角形の

突帯の付くものである。ヘラ状工具による左下がりのキ

ザミ目が付く。外面全体にススが付く。突帯の内面部付

近には，突帯を付ける際に付いたと考えられる指押さえ

痕が残る。４０２・４０３は，脚部である。どちらも底部内面

は，中空である。４０４から４０６は，壺である。４０４は，胴

部上位に断面三角形の突帯が付くものである。ヘラ状工

具による左下がりのキザミ目が付く。突帯の下位にスス

が付く。４０６は，丸底の底部である。内面の剥離が激し

い。４０７・４０８は，高坏である。４０７は，高坏の坏部であ

る。やや内湾しながら立ち上がり，口縁端部で外反し，

端部を尖らせている。精製で薄いつくりである。４０８は，

高坏の脚部である。筒部を成形する際の指押さえ痕が内

外面ともに残っている。４０９は，坩である。口縁部が長

く，底部は丸底となるものである。
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　Ｅ－３４区のⅦａ層上面で検出された。当初は，多量の

遺物が出土し，これを取り上げ精査を行った結果，不定

形なプランが検出された。最終的なプランは，４．１�×

３．９�の不定形なプランに，南側に１．２�×１．１�の土坑

をもつものであった。

　調査は，中央に埋土観察用のベルトを設定し，中央部

分から床面を確認していった。叩き締めや貼り床などの

ように堅くしまった床面は確認できなかったが，掘り下

げていく段階でやや硬くなった面を床面とした。検出面

から床面までの深さは，４０�であった。また，南側の土

坑の深さは，床面から３０�である。この土坑では，炭化

物や焼土など確認することはできなかったが，先端部分

が被熱し赤化した台石と敲石に挟まれるようにして完形

の坩が出土した。その後，床面を剥ぎ取り柱穴の検出を

行った。柱穴は，Ｐ１からＰ４が検出された。

　７号竪穴住居跡から出土した遺物は２５６点で接合作業

を経てこのうち２０点を図化した。総点内訳は，甕１７１点，
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－７９－

壷４０点，高坏８点，坩５点，鉢６点，小破片他２６点であ

る。

　４１０・４１１は，台石である。４１０は，被熱し赤化してい

る。４１２は，砂岩製の敲石である。上下端部と右側縁部

に敲打痕が見られる。４１３は，完形の坩である。口縁部

は頸部からラッパ状に立ち上がる。頸部はカキアゲによ

りつくりだし，胴部最大径が胴部上位にあるものである。

胴部は丸みを帯びつつも稜線が入る。

　４１４から４１７は，甕である。４１４から４１６は，口縁部が外

反するものである。４１４は，外面にスス，内面にコゲが

付着している。４１５は，断面三角形の突帯が付くもので

ある。突帯の上位から屈曲して外反し，内面には稜が入

る。４１６は，断面がかまぼこ形の突帯が付くものである。

突帯には，左下がりのヘラ状工具によるキザミ目が付く。

４１７は，低い脚部である。脚部外面は，ナデにより丁寧

に仕上げている。４１８から４２０は，壺である。４１８は，二

重口縁であり，内外面ともに横ナデにより丁寧に仕上げ

ている。４２０は，平底の底部である。４２１・４２２は，脚付

きの鉢である。４２３から４２５は，高坏である。４２３は，脚

部が直線的に裾部にひろがるものである。４２４・４２５は，

脚部である。４２４は，坏部との接合部がわずかに確認で

きる。４２６は，坩である。口縁部がやや内湾しながら立

ち上がるものであり，口縁端部を尖らすように仕上げて

いる。４２７・４２８は，手づくねの鉢である。４２８は，全体

的に激しい凹凸が見られるなどつくりが粗雑である。

４２９は，安山岩製の石皿である。
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　Ｅ－３７区のⅦａ層上面で検出された。当初は，多量の

遺物が出土し，これを取り上げ精査を行った結果，不定

形なプランが検出された。最終的なプランは，５．３�×

４�の不定形のプランであり，周壁内南側に１．４�×０．９

�の二段掘りの土坑をもつものであった。

　調査は，中央に埋土観察用のベルトを設定し，中央部

分から床面を確認していった。叩き締めや貼り床などの

ように堅くしまった床面は確認できなかったため，埋土

を掘り下げた面を床面とした。床面を確認し記録したあ

と，柱穴や土坑の検出を行った。その結果，南側中央よ

りに土坑を検出した。この土坑の深さは，床面から２０�

で，炭化物や焼土など確認することはできなかったが，

口径２１�・高さ１６�の鉢形土器がほぼ完形で出土してい

る。また，Ｐ１・Ｐ２の柱穴を検出した。さらに，３号

竪穴住居跡周辺の土の堅さを調べ，調査を終了した。こ

の作業により，３号竪穴住居跡周りの硬化面は確認でき

なかった。

　３号竪穴住居跡から出土した遺物は３０７４点で接合作業

を経てこのうち５４点を図化した。総点内訳は，甕６９２点，

壷１４６点，高坏４２９点，坩５４点，鉢１８点，小破片他１７３５点

である。また，モモ核と石製小玉が各２点出土している。

　４３０から４４３は甕で，口縁部が外反するものがほとんど

である。４３０・４３１は，口縁部は直線的に立ち上がり，口

縁部端部にかけて外反するものである。４３３は，口縁部

が直線的に立ち上がり，口唇部を平坦に仕上げているも

のである。４３５・４３６は，左下がりのキザミ目の付く突帯

が付くタイプのものであり，突帯から上位の口縁部が外

反するものである。４３７から４３９は胴部であるが，やや丸

みを帯びながら立ち上がるものである。４４０から４４３は，

底部である。脚部内面は，平坦につくられているものが

ほとんどである。４４３は脚部内面を指でナデ，中央部を

微突起状に仕上げている。４４４から４５１は，壺である。

４４４は，頸部が短く口縁部が外反するものである。４４５・

４４６は，胴部最大径よりやや上位に突帯が付くものであ

る。４４５は，つまんで高くした突帯を切り取るようにし
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－８４－

てキザミ目を付け，その後突帯の横をナデている。４４６

は，幅広突帯の中央部をナデにより上下２段に段を付け，

逆ハの字状に布目のあるギザミ目をつけるものである。

４４７・４４８は，内外面ともにハケ目やナデにより調整して

いる。４４９は，外面を強いナデにより調整しており，内

面には粘土を接合した際の指ナデの痕が残っている。

４５０・４５１は，底部である。どちらも平底である。４５２か

ら４５４は，鉢である。いずれも口縁部端部が内湾するも

のである。４５２は，直線的に立ち上がり端部を内側に折

り返し指で押さえた後ナデている。４５３は，わずかに欠

損するがほぼ完形品である。やや内湾しながら立ち上が

るものである。４５４は，内湾しながら立ち上がり，口縁

部外面を強いナデにより薄く仕上げている。４５５から４６９

は，高坏である。４５５から４６２は， 形の坏部である。
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－８７－

４５５から４５９は，底部と立ち上がりの境に段を有するもの

である。４５９は，強いナデにより段が特にはっきりして

いる。４６０・４６１は，横ナデにより口縁端部を薄く仕上げ

ている。４６３は，坏部と脚部の接合部分である。坏部と

脚部を別々につくり，その後接合したことのわかる資料

である。４６４から４６９は，脚部である。４６４は，坏部及び

脚部外面が赤色顔料塗彩のものである。４６５・４６６は，筒

部である。４６５は，２次焼成を受けている。４６７から４６９

は，裾部が端部に向かって緩やかにひらいているもので

ある。４７０から４７７は，坩である。４７０は，口縁部である。

頸部からやや内湾しながら立ち上がるものである。赤色

顔料塗彩のものであるが，２次焼成を受けている。４７１

は，口縁部がほぼまっすぐに立ち上がり胴部に比べて長

い。また底部は丸底となる。４７２・４７３は，頸部である。

４７２は，外面と頸部内面付近まで赤色顔料塗彩のもので

ある。４７３は，頸部に粘土の接合面が見られる。４７４は，

胴部最大径が胴部下位にくるものである。４７５から４７７は，

底部である。４７５・４７６は，平底である。４７５は，外面が

赤色顔料塗彩のものである。４７６は，底部内面をヘラで

放射状に仕上げている。４７７は，丸底のものである。４７８

は，小型壺の底部である。丸底の底部にボタン状の突起

を付けるものであり，ボタン状の突起から上に向け丁寧

にナデて仕上げている。４７９は，手づくねの鉢である。

４８０は，筒状のものの底あるいは上部がはげたものであ

るが，器種については不明である。４８１は，敲石である。

敲打痕と敲打による剥離面が見られる。４８２・４８３は，頁

岩製の小玉である。住居跡埋土のふるいがけの際出土し

たものである。４８４・４８５は，モモ核である。住居跡埋土

のふるいがけの際出土したものである。
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－８８－
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　Ｅ－３８区のⅦａ層上面で検出された。遺物の出土量が

少なく，平面プランが２．７�×２．５�と他の竪穴住居跡よ

り小さかったために，当初は土坑として調査していた。

しかし，底面に土坑を検出したために竪穴住居跡と認定

した。最終的なプランは，２．７�×２．５�の隅丸方形で，

周壁内南側に０．８�×０．７�の隅丸方形の土坑をもつもの

であった。

　調査は，中央に埋土観察用のベルトを設定し，中央部

分から底面を確認していった。叩き締めや貼り床などの

ように堅くしまった床面は確認できなかったため，埋土

を掘り下げた面を床面とした。検出面から床面までの深

さは１０�であったが，これは竪穴住居跡の埋土と竪穴住

居跡の堀込み面であろうと考えられる面が同じような黒

色土であったためにⅦａ層アカホヤ火山灰上面で８号竪

穴住居跡を検出したためである。また，南側の土坑の深

さは，床面から２０�である。この土坑では，炭化物や焼

土など確認することはできなかった。また，柱穴も確認

できなかった。

　８号竪穴住居跡から出土した遺物は３４点で接合作業を

経てこのうち３点を図化した。総点内訳は，甕２７点，壷

６点，鉢１点である。４８６は，甕である。口縁部が外反

するタイプのものである。４８７は，壷の底部である。４８８

は，手づくねの鉢である。つくりは粗雑であるが，外面

を磨いて仕上げている。
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－８９－
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　Ｄ・Ｅ－３８・３９区のⅦａ層上面で検出された。当初は，

多量の遺物が出土し，これを取り上げ精査を行った結果，

不定形の平面プランが検出された。最終的なプランは，

４．３�×４．２�の不定形のプランであり，周壁内南側に

１．６�×０．７�の二段掘りの土坑をもつものであった。

　調査は，中央に埋土観察用のベルトを設定し，中央部

分から床面を確認していった。叩き締めや貼り床などの

ように堅くしまった床面は確認できなかったため，埋土

を掘り下げた面を床面とした。検出面から床面までの深

さは，３５�である。床面を確認し記録したあと，柱穴や

土坑の検出を行った。その結果，Ｐ１・Ｐ２を検出した。

また，周壁内南側に二段掘りの土坑を検出した。この土

坑には炭化物や焼土など確認することはできなかった。

さらに，４号竪穴住居跡周りの堅さを調べ，調査を終了

した。この作業により，張り出し部と張り出し部の間に

硬化面を確認した。
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－９２－
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－９４－

　４号竪穴住居跡から出土した遺物は１９８９点で接合作業

を経てこのうち４４点を図化した。総点内訳は，甕５１３点，

壷１０４点，高坏１９９点，坩２８点，鉢１１４点，小破片他１０３１

点である。４号竪穴住居跡横から古式須恵器が出土して

いる。

　４８９から４９６・５００は，甕である。突帯上位から緩やか

に口縁部が外反するタイプのものでである。４９０・４９１・

４９３・５００は，突帯が付くタイプのものである。ヘラ状工

具による左下がりのキザミ目，布目痕のあるキザミ目，

指押さえによるものなどがある。４９４から４９６は，底部で

ある。４９７から５１２は，壺である。４９７は，二重口縁をも

つタイプのものである。５０１・５０２は，胴部上位の突帯部

分である。５０１は，幅広の薄い貼り付け突帯に格子目を

意識した沈線を施している。５０２は，薄いかまぼこ形の

貼り付け突帯にヘラ状工具で格子目キザミが施されてい

る。５０３から５０５は，ハケ目調整を施した後，重弧文のよ

うな沈線による文様が施されている。胎土や調整・文様

から同一個体と思われる。５０６は，線刻土器のように浅

い沈線が施されている。５０９から５１２は，底部である。

５０９・５１１・５１２は，丸底であるが，胴部に立ち上がる境

で緩やかな段ができるものである。５１１は，大型の壺で

ある。５１３から５１６は，鉢である。５１３・５１４は，口縁部が

やや内湾ぎみに立ち上がるものである。５１５は，口縁部

がくの字状に大きく外反し内面に稜が認められる。底部

は平底であるが，やや丸みがある。５１７から５２２は，高坏

である。５１７は，接合した結果ほぼ完形品となった。坏

部は， 形を呈し，底部と立ち上がりの境に段を有する

ものである。５１９から５２２は，脚部である。５１９は，筒部

である。坏部の磨いた底部が一部残り，筒部と裾部の境

がはっきりしている。５２０から５２２は，脚部が開きながら

端部に至る裾部が広いものである。５２２は，脚部底部に

微突起状に粘土を貼り付けている。５２３から５２９は，坩で

ある。５２３は，口縁部である。内湾しながら立ち上がる

ものである。５２４から５２９は頸部から底部である。５２８は，

胴部の最大径が胴部下位にくるタイプのものである。

５２９は，坩の底部である。底部内面はヘラで放射状に仕

上げている。５３０は，安山岩製の台石である。表裏両面

に擦過痕が観察できる。５３１は，軽石製品である。下面

をまっすぐに整えている。５３２は，砂岩製の砥石である。

表裏両面にそれぞれ研ぎ面が確認できる。
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－９５－
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　Ｄ－２７区のⅦａ層で検出された。他の住居跡のように

遺物が集中し，これを取り上げ精査を行った結果，溝状

遺構２と切り合っていたが，方形のプランが検出された。

最終的なプランは，３．７�×２．５�の方形であった。

　調査は，中央に埋土観察用のベルトを設定し，中央部

分から床面を確認していった。叩き締めや貼り床などの

ように堅くしまった床面は確認できなかったため，埋土

を掘り下げた面を床面とした。検出面から床面までの深

さは，５�である。これは，２５区から２８区付近は耕作な

どにより上層が削平されていたためである。床面を確認

し記録したあと，柱穴や土坑の検出を行ったが，柱穴や

土坑を確認することはできなかった。

　２号竪穴住居跡から出土した遺物は７６点で接合作業を

経てこのうち１６点を図化した。

　５３３から５３８は，文様に磨消縄文，刺突，横走沈線が見

られるものである。５３３・５３４は，波状口縁の波頂部付近

である。沈線と磨消縄文により文様が構成されている。

内外面ともにミガキが施されている。５３５から５３８は，頸

部から胴部である。５３５は，頸部に連続刺突文を施して

いる。５３６・５３７は，沈線と磨消縄文により文様が構成さ

れている。５３８は，円形の刺突，沈線と磨消縄文により

文様が構成されている。５３９から５４７は，無文であり，内

外面ともにミガキによる器面調整が多く見られるもので

ある。５３９から５４２は，口縁部である。口縁部内面に指頭

状の凹線が観察される。５４２は，口縁端部が尖りやや内

湾するものである。内外面ともにミガキが施されている。

５４３から５４６は，頸部から胴部である。内外面ともにミガ

キにより器面調整されている。５４７は，底部である。内

外面ともに摩滅しているが，外面に一部ミガキの痕を確

認できる。５４８は，成川式土器である。小破片のため器

種は不明であるが，外面にハケ目痕がしっかりと確認で

きるものである。

　２号竪穴住居跡から出土した遺物は，縄文時代後期の
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－９６－
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－９７－

ものと成川式土器である。２号竪穴住居跡の時期につい

てははっきりしないが，検出時と埋土の状況が他の竪穴

住居跡と同じであったこと，２号竪穴住居跡が方形のプ

ランであることから，他の竪穴住居跡と同じ時代に掲載

した。
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　Ｄ・Ｅ－１９区のⅦａ層上面で検出された。平面プラン

は３．２�×１．５�の長楕円形で，Ⅶａ層アカホヤ火山灰の

中に黒色土が落ち込むようにして検出された。底面は

２．７�×０．８�の隅丸長方形である。長軸がほぼ南北を指

している。検出面からの深さは，１．９�である。北壁を

除いた壁は，金属製の掘り具を使って掘ったかのように

直線的に掘られていた。埋土から，成川式土器の小破片

数点と５４９が出土した。５４９は，成川式土器の壺の胴部で

ある。外面にはハケ目痕が確認でき，内面には粘土接合

痕や指ナデの痕も観察できる。内外面ともに凹凸が激し

い。 
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－９９－

�������

　Ｄ－３６区のⅣ層で検出された。平面プランは３�×

２．７�のほぼ円形である。Ⅳ層黒色土の中に，アカホヤ

火山灰ブロック混入黒色土が落ち込むようにして検出さ

れた。検出面からの深さは４０�で，二段掘りである。埋

土からは，成川式土器の小破片が出土している。５５０か

ら５５３は，甕である。５５０は，外反する口縁部である。

５５１から５５３は，胴部である。ハケ目痕が観察できる。

５５４・５５５は，壺の底部である。内外面にハケ目痕が観察

できる。
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　Ｄ・Ｅ－３４区のⅦａ層上面で検出された。Ⅶａ層アカ

ホヤ火山灰の中に，アカホヤ火山灰ブロック混入黒色土

が落ち込むようにして検出された。西側を機械により切

られており，全体的なプランは分からない。検出面から

の深さは，５０�である。埋土からは，成川式土器の小破

片が数点出土している。
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　Ｅ－３５区のⅦａ層上面で検出された。

Ⅶａ層アカホヤ火山灰の中に，アカホヤ

火山灰ブロック混入黒色土が落ち込むよ

うにして検出された。西側を現代の溝に

より切られており，全体的なプランは分

からない。検出面からの深さは３０�であ

る。埋土からは，成川式土器の小破片が

数点出土している。
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　Ｅ－３８・３９区のⅦａ層上面で検出され

た。平面プランは，３�×２�のレモン

形である。Ⅶａ層アカホヤ火山灰の中に，

アカホヤ火山灰ブロック混入黒色土が落

ち込むようにして検出された。検出面か

らの深さは，２０�である。底面は，凹凸

が激しい。埋土からは，成川式土器と砥

石が出土している。５５６・５５７は，甕の胴

部から底部である。５５７は，低い脚台で

上げ底状である。５５８は，壺である。二

重口縁であり，屈曲部内面には指押さえ

の痕を確認できる。内外面ともに横ナデ

により仕上げられている。胎土に金雲母

を含んでいる。５５９は，砂岩製の砥石で

ある。表面に研ぎ面が観察される。
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　Ｆ－３８・３９区のⅦａ層上面で検出された。Ⅶａ層アカ

ホヤ火山灰の中に，アカホヤ火山灰ブロック混入黒色土

が落ち込むようにしてそれぞれ検出された。７号土坑・

８号土坑・９号土坑は，１０号土坑を取り囲むようにして

検出された。７号土坑から９号土坑の埋土は，１０号土坑

の埋土よりアカホヤ火山灰のブロックが大きい。７号土

坑から１０号土坑は，調査範囲境で検出した８号竪穴住居

跡と６号土坑を調査するために調査範囲を拡張した場所

で検出したため，完全に調査範囲外に位置する。そのた

め，７号土坑から１０号土坑は，検出した平面プランだけ

を記録し，調査を終了した。
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　第２地点からは，Ｄ～Ｆ－３５～３９区を中心として全体

的に出土している。総点で３，１５５点出土している。ここ

では，甕・壺等の器種ごとに口縁部・胴部・底部の順で

掲載する。
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－１０２－
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　総点で２，０３８点が出土し，このうち２５点を図化した。

口縁部が外反し，脚部をもつものがほとんどである。突

帯を有するものと無いものがある。５６０から５６７は，口縁

部である。口縁部が外反し，口唇部を丸く収めるもの，

口縁端部断面がＭ字状のもの，口縁端部を平坦に収めて

いるものがある。５６２は，口縁部が直線的に立ち上がる

ものである。５６８から５７６は，胴部であるが，やや丸みを

呈するものや直線的に立ち上がるものがある。５７１から

５７５は，突帯を有するものであるが，そのキザミ目や押

圧痕には布目痕が見られる。５７７から５８４は脚部であるが，

ほとんどが低いものである。
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　総点で２２８点が出土し，このうち１９点を図化した。５８５

から６０３が該当する。口縁部（５８５～５８８），頸部から肩部

（５８９～５９３），胴部（５９４～５９８），底部（５９９～６０３）に分

けられる。５８５は，口縁部が外反しながら立ち上がり，

口縁端部が強い横ナデによりＭ字状になっている。

５８６・５８７は，上方向にナデたハケ具の痕がしっかりと観

察できる。５８９は，外面に線刻が施されている。５９４は，

薄い幅広突帯を沈線により２段に分け，ヘラ状工具で綾

杉文状にキザミ目を付けている。
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　総点で１６点が出土し，このうち６点を図化した。６０４

から６０９が該当する。甕のように口縁部が外反している

もの，口縁部が直線的に立ち上がるもの，やや内湾しな

がら口縁端部に至るものとある。
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　総点で３７３点が出土し，このうち８点を図化した。６１０

から６１７が該当する。坏部（６１０～６１３）と脚部（６１４～

６１７）に分けられる。坏部は， 形を呈しており，ミガキ

調整により丁寧に仕上げられている。６１１・６１３は，内外

面とも赤色顔料塗彩のものである。６１２は，底部と口縁

部の境に凹線が付く。また，外面だけ赤色顔料塗彩であ

る。６１５は，筒部と裾部の境がはっきりするものである。
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　総点で５７点が出土し，このうち８点を図化した。６１８

から６２５が該当する。６１８は，ラッパ状に開く口縁部であ

る。６２３・６２４は，胴部が張り，胴部最大径部分に稜線が

はっきり付くものである。
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　６２６・６２７は，手づくねの鉢である。６２８は，櫛描波状

文の施された古式須恵器である。胎土などから持ち込み

品と考えられる。６２９は，底部にボタン状の突起の付く

丸底壺である。６３０は，内外面ともにミガキにより仕上

げられており，器種等については不明である。
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－１０７－
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　第２地点の石器は，縄文時代後期と古墳時代の土器と

共にⅣ層から出土しており，時代を層位で明らかにする

ことはできなかった。そのため，これまでの研究成果を

基に砥石を古墳時代相当とした。また鉄製品も出土した。
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　砥石は６点出土し，そのうち３点を図示した。６３１は

砂岩で，形状は直方体である。端部以外の４面は磨り減

り細身になる。また，細かい擦痕が観察され，著しく平

滑である。６３２は無斑晶流紋岩で，使用前は直方体で

あったと思われる。表面と欠損部以外は破断面で，研磨

のために使われた面（以下，研磨面）は１面だけである。

研磨面の端部には，直線的なやや深い傷があり，金属製

刃物の研磨に使用されたと思われる。６３３は砂岩で，形

状は不定形である。平滑な研磨面が表裏面と右側面の３

面に認められる。
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　金属片を含め３点出土し，そのうち１点を図化した。

錆に覆われているが，幅約１２�・厚さ４�の金属がリン

グ状に作られている。用途不明である。

��������	
���������



－１０８－

��������	
�

　古代以降の調査は，Ⅱ層に該当する。この遺物包含層

は，耕作土のすぐ下位の軟質黒色土層で，耕作のために

攪乱されている範囲があり，残存する１８区～２６区に限っ

て調査を実施した。その結果，遺構は，Ⅶａ層（鬼界カ

ルデラ起源のアカホヤ火山灰）上面で検出され，Ｄ－

２５・２６区において掘立柱建物跡を１棟検出した。また，

時代不明であるが３条の溝状遺構と２１４基のピットを検

出した。

　該期の遺物出土状況は，第１００図に示したとおりであ

る。Ｄ－１９区～２２区にかけて集中して出土し，それ以外

の調査範囲では，ほとんど出土していない。土器は，総

点数１１４点を数え，土師器，須恵器がほとんどであった。

土師器には，内面が炭化処理された内黒と高台が赤色を

呈する個体が含まれる。また，用途不明の遺物が１点出

土した。
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　この掘立柱建物跡はＤ－２５・２６区のⅦａ層（鬼界カル

デラ起源のアカホヤ火山灰）上面で復元された。側柱建

物が１棟で，およそ東西方向に３間，南北方向に４間の

合計１３基の柱穴をもつ。Ｐ１２，Ｐ１３付近は市道の側溝に

よって掘削を受け，辛うじて残存していた。西側に面す

る中央の柱穴は無い。大きさは４�×４�を測り，ほぼ

正方形の配置となっている。表６に掘立柱建物跡観察表
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－１０９－

を掲載した。各柱穴の底面の標高値から求めた四分位範

囲は１８９．６１�～１８９．７６�，平均は１８９．６８�であった。

　ピット自体は周囲にまだ数多く存在するので，さらに

建物があった可能性もあるが，調査時及び整理作業で復

元できた建物は，１棟のみであった。また，周囲のⅡ層

出土遺物から類推して古代の建物として扱った。
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　溝状遺構は，３条確認した。いずれもⅦａ層（鬼界カ

ルデラ起源のアカホヤ火山灰）上面で検出した。完掘状

況と埋土断面は第９９図に示したとおりである。

　溝状遺構２は，２５区～２８区に位置し，長さ約４５�，最

大幅１．２�を測る。遺構内の埋土の状況は，色調と土壌

の状態からおよそ４つの層に分層できた。底面に硬化面

は形成されていなかった。

　溝状遺構３は３４・３５区に位置し，長さは２１�，最大幅

１�を測る。遺構内の埋土の状況は，色調と土壌の状態

からおよそ３つの層に分層できた。底面に硬化面は形成

されていなかった。

　溝状遺構４は３９区に位置し，長さは８�，最大幅１�

を測る。遺構内の埋土の状況は，色調と土壌の状態から

分層できず，底面に硬化面は形成されていなかった。
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　ピット（柱穴状遺構）は，２１４基確認した。いずれも

Ⅶａ層（鬼界カルデラ起源のアカホヤ火山灰）上面で検

出した。検出位置は第４５図～第５２図に示したとおりであ

る。

　全数のピットを半裁し，埋土状況と断面形状を調査し

たが，柱痕跡や根石などは確認できなかった。形状計測

の記録については，表７の観察表を参照されたい。
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床面標高
（�）

検出面から
の深さ（�）

短径
（�）

長径
（�）

遺構
番号

１８９．８６１５２０２３Ｐ１
１８９．７４２７１６２２Ｐ２
１８９．６８３１１７１７Ｐ３
１８９．４３４９１８１８Ｐ４
１８９．６７２０１７２０Ｐ５
１８９．５９２９１８２３Ｐ６
１８９．６１３１１８２３Ｐ７
１８９．５６４０１９２５Ｐ８
１８９．６９２６１８２３Ｐ９
１８９．８２１８１８１８Ｐ１０
１８９．７７２６１８１８Ｐ１１
１８９．６８１８１６１６Ｐ１２
１８９．７６　７１６２０Ｐ１３



－１１０－
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－１１１－
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深さ
（�）

短径
（�）

長径
（�）

遺構
番号区挿図

番号
深さ

（�）
短径

（�）
長径

（�）
遺構
番号区挿図

番号
深さ

（�）
短径

（�）
長径

（�）
遺構
番号区挿図

番号
６９２３３６２２４Ｄ－２５４７４１１９２１８３Ｅ－３６５１４０２５２６１Ｄ－４１５２
３２２０２７２２９Ｄ－２５４７４５２１２２８５Ｅ－３６５１２０２１２２２Ｄ－４１５２
２５２０３１２３１Ｃ－２４４７４８２８２９８６Ｅ－３６５１３０１９２０３Ｅ－４１５２
４５１８２２２３４Ｃ－２４４７５６２２３１８８Ｅ－３６５１３６１７１８４Ｄ－４１５２
５８２４２８２３６Ｃ－２４４７５０２２３２９０Ｅ－３６５１９１２１２１５Ｄ－４０５２
５５２２２６２４０Ｃ－２４４７１４２０２１９１Ｅ－３６５１４０１６１９６Ｄ－４０５２
３０２０３１２４５Ｄ－２４４７２９１５１６９３Ｅ－３６５１３１２２２９７Ｄ－４０５２
４９２３３１２４７Ｄ－２４４７３２２６３１９６Ｅ－３５５１３２２３２６８Ｄ－４０５２
４６１８２６２４９Ｄ－２４４７３３２０２２９７Ｄ－３５５１５６２４２５９Ｅ－４０５２
７２２５３５２５５Ｃ－２３４７３０１８２３９８Ｄ－３５５１２８３３３３１０Ｅ－４１５２
２１２２２８２６０Ｄ－２３４７２０２４２５９９Ｄ－３５５１６４２９２９１１Ｅ－４１５２
１３１５１６２６６Ｄ－２３４７４６２０２０１００Ｄ－３６５１３１１８２３１７Ｅ－４１５２
２６１７１９２６７Ｄ－２３４７７０２９３２１０１Ｄ－３５５１２８１９２３１８Ｅ－４１５２
２２１９２２２７４Ｃ－２２４７２４２０２０１０３Ｄ－３５５１５６１９２０１９Ｅ－４１５２
６０２３３２２７６Ｃ－２２４７２３２４２５１０５Ｄ－３５５１４４１５１９２０Ｅ－４０５２
１７７２０２７７Ｃ－２２４６４６２０２３１０６Ｄ－３５５０２１１８２０２１Ｅ－４０５２
３３２２３０２８１Ｃ－２６４８３１２０２３１０７Ｄ－３５５０２０１４１５２２Ｅ－４１５２
３０１７１８２８５Ｃ－２６４８２０２５２９１０９Ｄ－３４５０４１１５１８２４Ｅ－４０５２
３０１４１８２８６Ｃ－２６４８７０２９３０１１０Ｄ－３４５０２３１６２０２６Ｅ－４０５２
２３２３３５２９１Ｄ－２１４６６５２０２２１１１Ｄ－３４５０８０２３２６２７Ｅ－４０５２
３０１７２１２９２Ｄ－２１４６２４２０２０１１３Ｅ－３４５０１６１４１５２８Ｄ－４０５２
４７２０３０２９４Ｄ－２１４６６４２２２５１１４Ｄ－３４５０２５１６１８２９Ｅ－４０５２
３６２３２５２９７Ｄ－２１４６５５２６２６１１６Ｄ－３３５０４８２６３１３０Ｅ－４０５２
１９２１２１２９９Ｄ－２１４６４０２４３０１１７Ｄ－３３５０２６１９２０３１Ｅ－４０５２
３７２０２３３０１Ｄ－２０４６３２１８２０１１８Ｄ－３３５０１９１８１９３２Ｅ－４０５２
４３２１４７３０４Ｄ－２０４６５２２４２８１２１Ｄ－３３５０４２３０３８３３Ｅ－３９５２
７６１６３５３０８Ｄ－２０４６２２１５２０１２３Ｄ－３３５０５８２９３０３４Ｅ－３９５２
４８２０２１３１３Ｄ－２０４６５２２１２３１２４Ｄ－３３５０１２２６３０３５Ｅ－３９５２
４１１８３０３１４Ｄ－２０４６３６２３２６１２５Ｄ－３３５０３６２２２３３６Ｅ－３９５２
４２２０２５３１６Ｃ－２０４６５５１９２２１２６Ｄ－３３５０１２１９２０３７Ｅ－３９５２
４１２０２５３２０Ｃ－２０４６４０２４２９１２８Ｄ－３３５０３９１７２０３８Ｅ－３９５２
６４１６３０３２１Ｃ－２１４６３４２３２３１３２Ｄ－３２５０４２２１２２４０Ｅ－３９５２
３５２０２７３２３Ｃ－１９４６６２２８３３１３７Ｅ－３２５０３６２０２２４１Ｅ－３９５２
３５２１２５３２５Ｄ－１９４５５８２２３０１３８Ｅ－３２５０１１１９２１４２Ｅ－３９５２
５０２１３５３２７Ｄ－１９４５４０１５１８１３９Ｄ－３２５０４０１４１８４３Ｅ－３９５２
５０１８１９３２８Ｄ－１８４５６４２４２５１４０Ｄ－３２４９３６１７２１４４Ｅ－３９５２
６８２３２８３３３Ｄ－１９４５３１２２２８１４２Ｄ－３２５０３０１６２２４５Ｅ－３９５２
２３２０２５３３５Ｄ－１８４５４５２４３０１４５Ｄ－３２５０２１３５３９４６Ｄ－３９５２
６０２９２９３３６Ｃ－２６４８３６１９２１１５１Ｄ－３１４９５１２３２５４７Ｄ－３８５２
２８１８２６３３８Ｃ－２７４８４０２５３０１５３Ｄ－３０４９２９２３２３４８Ｄ－３８５２
３８１６２３３５３Ｄ－２１４６４９１６１９１５６Ｄ－３０４９１２２４２６４９Ｄ－３８５１
３１２０２２３５５Ｃ－２１４６３７２９３２１５７Ｄ－３０４９６０３９４５５０Ｄ－３８５１
３０２３２７３５８Ｃ－２１４６４４２０２２１５８Ｄ－３０４９１０２４２８５１Ｄ－３８５１
９３２６３０３５９Ｃ－２１４６３８２６２６１６０Ｄ－３０４９４０１９２２５２Ｄ－３８５１
６６２０２３３６４Ｄ－１９４６４３２３２４１６１Ｄ－３０４９１９１５２０５３Ｅ－３８５２
４０２２２６３７１Ｄ－１８４５５３２２２９１６２Ｄ－３０４９２１１５１６５４Ｅ－３８５２
４０１９２５３７３Ｃ－２８４８２２１８１９１６４Ｄ－３０４９７５２４３０５５Ｅ－３８５２
３５１７２０３７４Ｃ－２８４８１２０３０３８１６５Ｄ－２９４９３５２２２４５６Ｄ－３７５１
３６２３２７３７５Ｃ－２８４８１７１７２０１６６Ｄ－３０４９１５１４１５５８Ｅ－３７５１
３０１８２５３７７Ｃ－２９４９１６１５１７１６７Ｄ－３０４９１４２１２２５９Ｄ－３７５１
３７２２２８３７９Ｃ－２８４８３９２１２６１６８Ｄ－３０４９２２１４１５６０Ｄ－３７５１
２５２８３０３８１Ｄ－２８４８９１２７３５１６９Ｄ－２９４９２３１４１６６１Ｄ－３７５１
５２２４４１３８２Ｄ－２８４８２５１５１８１７０Ｄ－２９４９２５２４２９６２Ｄ－３６５１
２３１８２２３８４Ｄ－２７４８１３３０３４１７１Ｄ－２９４９３２１４１４６３Ｄ－３６５１
４０１９２２３８５Ｄ－２６４８３６１８２０１７２Ｄ－２９４９８０２０２３６４Ｄ－３６５１
２２１８２４３９２Ｄ－２７４８４４１４１５１７５Ｄ－２９４９２４１２１４６５Ｄ－３６５１
５０２３３７３９３Ｄ－２７４８２１１４１８１７７Ｄ－２９４９２０１４１８６６Ｄ－３６５１
２７２０２８３９４Ｄ－２７４８４７１７２０１８４Ｄ－２９４９２０１５１５６７Ｄ－３６５１
２２２０２３３９６Ｄ－２８４８１３１５１６１８５Ｄ－２９４９２０１８２０６８Ｄ－３６５１
４５２３３３３９７Ｄ－２８４８４４２４３２１８６Ｄ－２９４９２５１８２２６９Ｄ－３６５１
５５２２２３３９８Ｄ－２９４９４７２９３１１８９Ｄ－２９４９３０１９２１７０Ｄ－３６５１
３２２１３０３９９Ｄ－２９４９２５１７１９１９４Ｄ－２９４９２２２０２４７１Ｄ－３６５１
２５１７２０４００Ｄ－２９４９９０２０２５２００Ｄ－２４４７４３１７１７７２Ｄ－３６５１
３１２１３０４０６Ｃ－２９４９２９２０２６２０１Ｄ－２４４７５０２４２６７３Ｄ－３６５１
４０２７３３４０７Ｃ－３０４９１８１６１６２０４Ｃ－２５４７９１２５２６７４Ｄ－３６５１
２９２６３９４１０Ｃ－３０４９２８２１２２２０８Ｃ－２５４７２０１４１６７５Ｄ－３６５１
２９１９２０４１２Ｃ－３０４９６６１８２０２０９Ｃ－２５４７８０３９４０７６Ｄ－３６５１
３２１９２３４１３Ｃ－３０４９２７１８２３２１２Ｃ－２５４７４５２３２５７８Ｄ－３６５１
５３２５３１４１５Ｃ－３０４９４０２８３２２１３Ｃ－２５４７１５２２２５７９Ｄ－３６５１
５２２２２７４１６Ｅ－２６４８３４２２２３２１６Ｄ－２５４７１５１５１７８０Ｄ－３６５１

６８２２２８２１９Ｄ－２５４７３３１４１５８１Ｅ－３６５１
５９２１２１２２２Ｄ－２５４７１１２１２２８２Ｅ－３７５１
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　ここでは，古代以降の遺物について，土師器・内黒土

師器・須恵器を一括して口縁部から胴部，底部の順に掲

載した。
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　１７点が出土し，このうち４点を図化した。分布は，Ｄ

－２０・２１区に集中する傾向がある。

　６３５は，坏である。口縁部は直線的に立ち上がり，舌

状にすぼまる口縁端部に至る。粘土の接合面で外側に段

を付けるものである。外面には細かいハケ目痕が見られ

る。６３６・６３７は，坏の底部である。６３６は，底部はヘラ

切りのあと成形している。また，底部内面は，平坦では

なく，中央が凹むものである。６４３は，甕の頸部である。
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　３２点が出土し，このうち５点を図化した。分布は，Ｄ

－２０・２１区に集中する傾向がある。特徴は，内面を研磨

された黒色で仕上げることである。

　６３８は，坏又は の口縁部であり，直線的に立ち上が

るものである。６３９から６４２は， の底部であり，すべて

貼り付け高台である。６３９・６４０は，体部とは異なる赤色

粘土の高台を貼り付けたものである。６４１は，貼り付け

た高台が欠損しているものである。６４２は，内黒土師器

ではないが，体部とは異なる赤色粘土の高台を貼り付け

たものであるため，ここに掲載した。
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　６５点が出土し，このうち８点を図化した。分布は，Ｄ

－２０・２１区に集中する傾向がある。

　６４４から６４６は，甕の頸部及び肩部である。外面は平行

叩きである。内面は同心円あて具の痕が見られる。６４７

から６５１は，甕の胴部である。外面は，平行叩き，格子

目叩き等で，内面は平行あて具の痕だけ，平行あて具の

痕と同心円あて具の痕が見られるものがある。６４７・６５０

は，外面に幅の短い簾状のタタキ目が見られ，６４７の内

面は釉がかかったように光沢がある。６４８は，外面に平

行叩き後のカキ目が見られる。６４８の須恵器については，

蛍光Ｘ線分析装置による胎土分析を試みた。その結果，

マンガン（Ｍｎ）に対してルビジウム（Ｒｂ）の含有比

率が高いことがわかった。このことより，ルビジウムが

少ない南さつま市の中岳古窯群産とは異なり，伊佐市菱

刈市山の岡野古窯産により近い須恵器と考えられる。
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　６５２は，黒色の均一な微細粒子が，直方体に成型され

ている用途不明遺物である。県内での出土類例が無いた

め，分析を試みた。詳細は，第６章第８節を参照された

い。
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　科学分析は，平成２０年度に４項目１１件を加速器分析研

究所㈱に依頼した。

　分析の結果については，納品された各報告書を基に，

時代・遺構ごとに編集を行い掲載した。また，当セン

ターで行ったガラス製小玉の成分分析及び赤色顔料の電

子顕微鏡観察結果もここに掲載した。
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加速器分析研究所
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　Ｅ－２５・２６区で検出した１号土坑内の炭化材１点
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　�　メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不

純物を取り除く。

　�　酸処理，アルカリ処理，酸処理（ＡＡＡ：Ａｃｉｄ 

Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）により内面的な不純物を取り除く。

最初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０�）を用いて数時

間処理する。その後，超純水で中性になるまで希釈

する。アルカリ処理では１Ｎの水酸化ナトリウム水

溶液（８０�）を用いて数時間処理する。なお，

ＡＡＡ処理において，アルカリ濃度が１Ｎ未満の場

合，表中にＡａＡと記載する。その後，超純水で中

性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Ｎの塩

酸（８０�）を用いて数時間処理した後，超純水で中

性になるまで希釈し，９０�で乾燥する。希釈の際に

は，遠心分離機を使用する。

　�　試料を酸化銅と共に石英管に詰め，真空下で封じ

切り，５００�で３０分，８５０�で２時間加熱する。

　�　液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を

利用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）を精製する。

　�　精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみ

を抽出（水素で還元）し，グラファイトを作製する。

　�　グラファイトを内径１�のカソードに詰め，それ

をホイールにはめ込み，加速器に装着する。
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　測定機器は，加速器をベースとした１４Ｃ－ＡＭＳ専用装

置を使用する。測定では，米国国立標準局（ＮＩＳＴ）か

ら提供されたシュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標準試料とする。

この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実

施する。
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　�　年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期（５５６８年）を

使用する（Ｓｔｕｉｖｅｒ　ａｎｄ　Ｐｏｌａｓｈ　１９７７）。

　�　１４Ｃ年代（Ｌｉｂｂｙ　Ａｇｅ：ｙｒＢＰ）は，過去の大気中
１４Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定され，１９５０

年を基準年（０ｙｒＢＰ）として遡る年代である。こ

の値は，δ１３Ｃによって補正された値である。１４Ｃ年

代と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単位で表示

される。また，１４Ｃ年代の誤差（±１σ）は，試料の
１４Ｃ年代がその誤差範囲に入る確率が６８．２％である

ことを意味する。

　�　δ１３Ｃは，試料炭素の１３Ｃ濃度（１３Ｃ�１２Ｃ）を測定し，

基準試料からのずれを示した値である。同位体比は，

いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰）で表さ

れる。測定には質量分析計あるいは加速器を用いる。

加速器により１３Ｃ�１２Ｃを測定した場合には表中に

（ＡＭＳ）と注記する。

　�　ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ）は，標準現

代炭素に対する試料炭素の１４Ｃ濃度の割合である。

　�　暦年較正年代とは，年代が既知の試料の１４Ｃ濃度

を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ，過去の
１４Ｃ濃度変化などを補正し，実年代に近づけた値で

ある。暦年較正年代は，１４Ｃ年代に対応する較正曲

線上の暦年代範囲であり，１標準偏差（１σ＝

６８．２％）あるいは２標準偏差（２σ＝９５．４％）で表

示される。暦年較正プログラムに入力される値は，

下一桁を四捨五入しない１４Ｃ年代値である。なお，

較正曲線および較正プログラムは，データの蓄積に

よって更新される。また，プログラムの種類によっ

ても結果が異なるため，年代の活用にあたってはそ

の種類とバージョンを確認する必要がある。ここで

は，暦年較正年代の計算に，ＩｎｔＣａｌ０４データベー

ス（Ｒｅｉｍｅｒ　ｅｔ　ａｌ　２００４）を用い，ＯｘＣａｌｖ４．０較

正プログラム（Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ　１９９５　Ｂｒｏｎｋ 

Ｒａｎｓｅｙ　２００１　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ，　ｖａｎ　ｄｅｒ　Ｐｌｉｃｈｔ 

ａｎｄ Ｗｅｎｉｎｇｅｒ　２００１）を使用した。
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　１４Ｃ年代は，１号土坑から出土した炭化材が３３３０±３０ｙ

ｒＢＰである。暦年較正年代（１σ）は，１６６６～１６０５ＢＣ

（４３．１％）・１５７８～１５３６ＢＣ（２５．１％）であり，縄文時代

後期に相当する。この年代は，出土遺物に基づく予想年

代とも整合的である。試料の炭素含有率はすべて６５％以

上であり，十分な値であった。化学処理および測定内容

にも問題は無く，妥当な年代と考えられる。
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δ１３Ｃ補正ありδ１３Ｃ（‰）
（ＡＭＳ）

処理
方法

試料
形態

採取
場所

試料番号
（ＩＡＡＡ） ｐＭＣ（％）Ｌｉｂｂｙ　Ａｇｅ（ｙｒＢＰ）

６６．０４±０．２４３，３３０±３０－２８．０２±０．４７ＡＡＡ炭化材１号土坑８０８３９
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Ｓｔｕｉｖｅｒ　Ｍ．　ａｎｄ　Ｐｏｌａｓｈ　Ｈ．Ａ．１９７７　Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ：Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ 

ｏｆ　１４Ｃ　ｄａｔａ，　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　１９，　３５５－３６３

Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　Ｃ．　１９９５　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ 

ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ　ｓｔｒａｔｉｇｒａｐｈｙ：　ｔｈｅ　ＯｘＣａｌ　Ｐｒｏｇｒａｍ， 

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　３７（２），　４２５－４３０

Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　Ｃ．　２００１　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ 

Ｐｒｏｇｒａｍ　ＯｘＣａｌ，　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　４３（２Ａ），　３５５－３６３

Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　Ｃ．，　ｖａｎ　ｄｅｒ　Ｐｌｉｃｈｔ　Ｊ．　ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ 

Ｂ． ２００１　’Ｗｉｇｇｌｅ　Ｍａｔｃｈｉｎｇ’　ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　ｄａｔｅｓ， 

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　４３（２Ａ），　３８１－３８９

Ｒｅｉｍｅｒ，　Ｐ．Ｊ．　ｅｔ　ａｌ．　２００４　ＩｎｔＣａｌ０４　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ 

ａｇｅ　ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ，　０－２６ｃａｌ　ｋｙｒ　ＢＰ，　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　４６，

　１０２９－１０５８
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　試料は，１号土坑内から採取されたＡブロック（№７），

Ｂブロック（№８），Ｃブロック（№９），Ｄブロック（№

１０）の４点と，遺構外のⅣ層より採取された比較用ブ

ロック（№１１）１点の，土壌計５点である。各試料の詳

細は，結果と共に表１０に示す。
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　土壌中に含まれるリン酸およびカルシウムの含量を測

定する。リン酸はとくに骨に多量に含まれ，土壌中では

比較的拡散・移動しにくいため，その局所的な濃集状況

から遺体，骨が埋葬されたことを判断する方法として有

効な手法とされている。また，カルシウムはリン酸とと

もに骨の主成分であることから，その濃集状況も遺体埋

葬の手がかりとなる可能性がある。

　リン酸は硝酸・過塩素酸分解－バナドモリブデン酸比

色法，カルシウムは硝酸・過塩素酸分解－原子吸光光度

法でそれぞれ行った（土壌養分測定法委員会，１９８１）。

以下に操作工程を示す。

　試料を風乾後，軽く粉砕して２．０�の篩を通過させる

（風乾細土試料）。風乾細土試料の水分を加熱減量法

（１０５�，５時間）により測定する。風乾細土試料１．００

�をケルダールフラスコに秤とり，はじめに硝酸（ＨＮ

Ｏ３）５�を加えて加熱分解する。放冷後，過塩素酸（Ｈ

ＣｌＯ４）１０�を加えて再び加熱分解を行う。分解終了後，

蒸留水で，１００�に定容して，ろ過する。今回は，リン

酸含量をリン酸（Ｐ２Ｏ５）濃度として測定する。ろ液の

一定量を試験管に採取し，リン酸発色液を加えて分光光

度計によりリン酸濃度を測定する。別に，ろ液の一定量

を試験管に採取し，干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光

度計によりカルシウム（ＣａＯ）濃度を測定する。これ

ら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの

リン酸含量（Ｐ２Ｏ５���）とカルシウム含量（ＣａＯ��ｇ）

を求める。
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　結果を表１０に示す。リン酸含量は，比較用ブロック

（周辺サンプルⅣ層）で２．６６Ｐ２Ｏ５���である。土坑覆

土のＡブロック，Ｂブロック，Ｃブロックからは比較用

ブロックを上回る量のリン酸は検出されていず，１．８２～

２．４７Ｐ２Ｏ５���程度のリン酸含量であるが，Ｄブロック

では３．３１Ｐ２Ｏ５���と比較用ブロックと比較しても若干

リン酸が多い。なお，カルシウム含量についてはいずれ

の試料も低濃度であり，ほとんど含まれていない状況で

ある。

����������	
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　土壌中に普通に含まれるリン酸量，いわゆる天然賦存

量については，いくつかの報告事例があるが（Ｂｏｗｅｎ，

２σ暦年代
範囲１σ暦年代範囲暦年較正用

（ｙｒＢＰ）
δ１３Ｃ補正なし試料番号

（ＩＡＡＡ） ｐＭＣ（％）Ａｇｅ（ｙｒＢＰ）
１６８９ＢＣ

（９５．４％）
１５２７ＢＣ

１６６６ＢＣ（４３．１％）１６０５ＢＣ
１５７８ＢＣ（２５．１％）１５３６ＢＣ３，３３２±２９６５．６３±０．２３３，３８０±３０８０８３９

��������	
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備考ＣａＯ（�/ｇ）Ｐ２Ｏ５（�/ｇ）土色土性試料名試料番号
Ａブロック０．１５２．２１１０ＹＲ２�１ 黒ＬｉＣＡ№７
Ｂブロック０．３７１．８２１０ＹＲ２�１ 黒ＬｉＣＢ№８
Ｃブロック０．１４２．４７１０ＹＲ１．７�１ 黒ＬｉＣＣ№９
Ｄブロック０．４１３．３１１０ＹＲ１．７�１ 黒ＬｉＣＤ№１０
比較用ブロック０．０９２．６６１０ＹＲ１．７�１ 黒ＬｉＣ周辺サンプルⅣ層№１１

注．�　土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監
修，１９６７）による。

　　�　土性：土壌調査ハンドブック（ペドロジスト懇談会編，１９８４）の野外土性による。
　　　　　ＬｉＣ・・・軽埴土（粘土２５～４５％，シルト０～４５％，砂１０～５５％）
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１９８３；Ｂｏｌｔ・Ｂｒｕｇｇｅｎｗｅｒｔ，１９８０；川崎ほか，１９９１；

天野ほか，１９９１），これらの事例から推定される天然賦

存量の上限は約３．０Ｐ２Ｏ５���程度である。また，人為

的な影響（化学肥料の施用など）を受けた黒ボク土の既

耕地では５．５Ｐ２Ｏ５���（川崎ほか，１９９１）という報告

例があり，当社におけるこれまでの分析調査事例では骨

片などの痕跡が認められる土壌では６．０Ｐ２Ｏ５���を越

える場合が多い。一方，カルシウムの天然賦存量は普通

１～５０ＣａＯ���（藤貫，１９７９）といわれ，含量幅がリ

ン酸よりも大きい傾向にある。

　１号土坑において採取された試料のうち，Ａブロック，

Ｂブロック，Ｃブロックでは比較用ブロックを上回る濃

度のリン酸は検出されていないものの，Ｄブロックでは

天然賦存量および比較用ブロックのリン酸含量を上回る

リン酸が検出されている。外的要因によるリン酸富化を

示唆する結果とも捉えられるが，リン酸などの成分は植

物遺体等からも供給されため今回のような黒色土の場合

には評価が難しい。Ｄブロックにおけるリン酸の富化量

が僅かであることを踏まえれば，現段階では遺体成分が

残留している根拠として捉えるには至らず，１号土坑に

おける遺体埋納の可能性を積極的に支持することは難し

い。

（測定：株式会社パリノサーベイ）
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天野　洋司・太田　健・草場　敬・中井　信，１９９１，中部日本

以北の土壌型別蓄積リンの形態別計量．農林水産省農林

水産技術会議事務局編　土壌蓄積リンの再生循環利用技

術の開発，２８－３６．

Ｂｏｗｅｎ，Ｈ．Ｊ．Ｍ．，１９８３，環境無機化学－元素の循環と生化学

－．浅見輝男・茅野充男訳，博友社，２９７ｐ．

Ｂｏｌｔ，Ｇ．Ｈ．・Ｂｒｕｇｇｅｎｗｅｒｔ，Ｍ．Ｇ．Ｍ，１９８０，土壌の化学．

岩田進午・三輪睿太郎・井上隆弘・陽　捷行訳，学会出

版センター，３０９ｐ．

土壌養分測定法委員会編，１９８１，土壌養分分析法．養賢堂，

４４０ｐ．

藤貫　正，１９７９，カルシウム．地質調査所化学分析法，５２，５７

－６１．

川崎　弘・吉田　澪・井上恒久，１９９１，九州地域の土壌型別蓄

積リンの形態別計量．農林水産省　農林水産技術会議事

務局編　土壌蓄積リンの再生循環利用技術の開発，２３－２７．

ペドロジスト懇談会，１９８４，野外土性の判定．ペドロジスト懇

談会編　土壌調査ハンドブック，博友社，３９－４０．
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鹿児島県立埋蔵文化財センター　内山伸明　

　本遺跡出土の赤色粒子について，次のとおり双眼実体

顕微鏡・走査型電子顕微鏡による形状観察とエネルギー

分散型蛍光Ｘ線分析装置による成分分析を行った。

����

　Ｅ２５・２６区検出の１号土坑内に点在していた赤色粒子

を含む土塊

（土坑内の任意の２か所でサンプリングしたもの。便宜

上Ａ・Ｂと区別しておく。）

��������	

　�　形状観察

　双眼実体顕微鏡による１０～６０倍観察及び走査型電子顕

微鏡（日本電子製ＪＳＭ－５３００ＬＶ）による２，０００～３５，０００

倍観察を行った。

　�　蛍光Ｘ線分析

　エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（堀場製作所製Ｘ

ＧＴ－１０００，Ｘ線管球ターゲット：ロジウム，Ｘ線照射径

１００�）を使用し，次の条件により分析を行った。

　Ｘ線管電圧：５０ｋＶ　　　電流：自動設定

　測 定 時 間：２００Ｓ　　　Ｘ線フィルタ：なし

　試 料 セ ル：なし　　　パルス処理時間：Ｐ３

　定量補正法：スタンダードレス

����

　�　形状観察

　双眼実体顕微鏡で表面観察をしたところ，資料Ａの赤

色粒子（図版１８左）が若干明るい赤色を呈し，粒子がそ

ろっている。一方，資料Ｂの赤色粒子（図版１９左）はも

ろく，ざらついた感がある。電子顕微鏡観察の結果，資

料Ａは埋土中の砂粒等がほとんど混ざらない，鉄バクテ

リアＬｅｐｔｏｔｈｒｉｘ属由来のいわゆる「パイプ状ベンガラ」

（図版１８右）であった。これに対し，資料Ｂはこれまで

に報告されているパイプ状粒子とは異なる形状の粒子

（図版１９右）が認められた。

��������	
������
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������
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　１辺が０．５�から数�程度の不定形のうすい板が数珠

のように連なり，繊維が絡まったような立体的な広がり

を持つ（図版２０・２１）。構造上は上水流遺跡で採取され

た「ねじれ紐状ベンガラ」に似ているが，構成する粒子

の形状は明らかに異なっている。

 

　�　蛍光Ｘ線分析

　粒子の形状は全く異なるが，分析結果はほとんど同じ

結果が得られた。埋土中に含まれる赤色粒子としては，

前述の上水流遺跡の分析結果に近い。

����

　それぞれの資料は，土坑内の埋土にまんべんなく点在

した赤色粒を，任意の２点で同じ方法で採取されたもの

である。しかし，分析結果では同様の結果が得られたも

のの粒子構造は全く異なり，試料Ｂについては全く未知

の形状であった。出土状況から当時のものと推定される

が，資料数が少ないため，周囲の遺跡での出土状況や土

器等付着の顔料分析に加え，遺跡周辺で現在みられる鉄

バクテリアの分析など，さらに検討が必要である。
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　９号竪穴住居の床面の土坑から出土した炭化材，５号

竪穴住居から出土した土器（第６２図３７１）外面炭化物，

３号竪穴住居から出土した炭化種子（図版１１－４８４，図

版２２－２），合計３点である。

������

　化学処理行程と測定・算出方法については，第２節と

同様なため割愛した。

������

　１４Ｃ年代は，９号竪穴住居の床面の土坑から出土した

木炭が１７３０±３０ｙｒＢＰ，５号竪穴住居から出土した土器

外面炭化物が１７３０±３０ｙｒＢＰ，３号竪穴住居から出土し

た炭化種子が１５３０±３０ｙｒＢＰである。

　暦年較正年代（１σ）は，№８０８３７・８０８３８が２５６～３７７

ＡＤに含まれる。№８０８４０は４４４～５９２ＡＤに含まれる。こ

れらの年代は，出土遺物に基づく予想年代とも整合的で

ある。試料の炭素含有率はすべて６５％以上であり，十分

な値であった。化学処理および測定内容にも問題は無く，

妥当な年代と考えられる。

���������	
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δ１３Ｃ補正ありδ１３Ｃ（‰）
（ＡＭＳ）

処理
方法

試料
形態採取場所試料番号

（ＩＡＡＡ） ｐＭＣ（％）Ｌｉｂｂｙ　Ａｇｅ（ｙｒＢＰ）

８０．６４±０．２６１，７３０±３０－２６．７５±０．４０ＡＡＡ炭化材９号竪穴住居８０８３７
８０．６４±０．２６１，７３０±３０－２３．５４±０．４７ＡａＡ炭化物５号竪穴住居８０８３８
８２．６９±０．３１１，５３０±３０－２６．８９±０．５８ＡＡＡ炭化種子３号竪穴住居８０８４０
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第２節と同様なため割愛した。

�������������	
����
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　試料は，古代とされる遺物包含層（Ⅱ層）から出土し

た１点（№５－１；図版２２－１）と，共伴する土器より

古墳時代とされる３号竪穴住居（Ⅳ層）から出土した種

実２点（№４；図版２２－２，№５－２；図版２２－３）の

計３点である。各試料の詳細は，結果と共に表１３に示す。
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　試料を双眼実体顕微鏡下で観察する。現生標本および

石川（１９９４），中山ほか（２０００）等との比較から，種実の種

類と部位を同定する。写真撮影は，試料の他，比較とし

ての現生標本を対象に実施する。

����

　結果を表１３に示す。落葉小高木で栽培種であるスモモ

とモモが確認された。№５－１は，スモモの核（内果

皮）の破片１個に同定された。№４は，モモの核（内果

皮）の破片１個に，№５－２は，モモの核の破片１０個と

種子１個に同定された。種実は，全て黒色を呈し，膨張，

発泡など状態が悪い個体が多いことから，火を受け炭化

したものと思われる。以下に，各分類群の形態的特徴等

を記す。
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・スモモ（Ｐｒｕｎｕｓ　ｓａｌｉｃｉｎａ　Ｌｉｎｄｌｅｙ）バラ科サクラ

属（図版２２－１，現生標本は図版２２－５）

　Ⅱ層から核（内果皮）の破片（№５－１）が１個検出

された。炭化しており黒色。長さ１．９�，幅１．６�，厚さ

０．７�程度のやや偏平なレンズ状広楕円体。基部は切形

で中央に丸く湾入した臍がある。１本の明瞭な縦の縫合

線上が発達し，背面正中線上に細い縦隆条が，腹面正中

線には浅い縦溝とその両側に幅の狭い帯状部がある。試

料は腹面正中線上の縦溝が大きく（幅２～３�程）開い

ており（図版２２－１ｃ），火を受けて膨張したためと思

われる。内果皮は厚く硬く，表面にはごく浅い凹みが不

規則にみられる。側面には齧歯類（ネズミなど）による

食痕と考えられる円形の孔（図版２２－１ｂ）がみられる

ことから，食害を受けた後に火を受けて炭化したものと

思われる。核の内側表面はやや平滑で，種子１個が入る

２σ暦年代
範囲１σ暦年代範囲暦年較正用

（ｙｒＢＰ）
δ１３Ｃ補正なし試料番号

（ＩＡＡＡ） ｐＭＣ（％）Ａｇｅ（ｙｒＢＰ）

２４５ＡＤ
（９５．４％）
３８６ＡＤ

２５６ＡＤ（３９．９％）３０５ＡＤ
３１３ＡＤ（２５．３％）３４６ＡＤ
３７２ＡＤ（　３．０％）３７７ＡＤ

１，７２８±２６８０．３５±０．２５１，７６０±３０８０８３７

２４６ＡＤ
（９５．４％）
３８７ＡＤ

２５６ＡＤ（３９．４％）３０４ＡＤ
３１５ＡＤ（２５．１％）３４７ＡＤ
３７１ＡＤ（　３．７％）３７７ＡＤ

１，７２７±２５８０．８９±０．２５１，７００±３０８０８３８

４３２ＡＤ
（２９．５％）
４９６ＡＤ４４４ＡＤ（　１．９％）４４８ＡＤ

４６４ＡＤ（１１．４％）４８３ＡＤ
５３３ＡＤ（５５．０％）５９２ＡＤ

１，５２６±２９８２．３７±０．２９１，５６０±３０８０８４０
５０３ＡＤ

（６５．９％）
６０３ＡＤ
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備考
最大径
（�）

厚さ
（�）

幅
（�）

長さ
（�）

個数
状態部位分類群取上№等遺構層位出土区試料番号

１５．３－－－１炭化破片核（内果皮）モモ＃２３７０－４ＳＨ３ＩＶ層Ｅ３７区№４

食痕－７．３１６．３１８．８１炭化破片核（内果皮）スモモ№４２８５－ＩＩ層Ｄ－２０区№５－１

１個体分１４．５－－－１０炭化破片核（内果皮）
モモ№７３１７ＳＨ３ＩＶ層Ｅ３７区№５－２

－４．３６．６９．４１炭化完形種子
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楕円状の窪みがある。

・モモ（Ｐｒｕｎｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａ　Ｂａｔｓｃｈ）バラ科サクラ属

（図版２２－２～４，現生標本は図版２２－６～８）

　３号竪穴住居（Ⅵ層）から，核（内果皮）の破片が２

個検出された。炭化しており黒色。№５－２（図版２２－

３）は，その後，核の破損のため１０個の破片に分かれ，

その中に残存していた種子１個を確認した。核は完形な

らば長さ１．５－２．５�，幅１．２－２�，厚さ１．２－１．５�程度の

やや偏平な広楕円体。基部は切形で中央部に湾入した臍

がある。１本の明瞭な縦の縫合線上が発達し，背面正中

線上に細い縦隆条が，腹面正中線には浅い縦溝とその両

側に幅の狭い帯状部がある。種子（№５－２；図版２２－

４）は長さ９．４�，幅６．６�，厚さ４．３�程度の偏平な楕

円体。種皮表面はやや平滑で発泡している。もう１つの

破片は，最大で１．５�程度（№４；図版２２－２）。内果皮

は厚く硬く，表面は縦に流れる不規則な線状の深い窪み

があり，全体として粗いしわ状にみえる。核の内側表面

は平滑で，種子１個が入る楕円状の窪みがみられる。
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　遺物包含層（Ⅱ層）から確認されたスモモ，３号竪穴

住居（Ⅳ層）から確認されたモモは，古くから栽培のた

めに中国から持ち込まれた渡来種とされ，観賞用の他，

果実や核の中にある種子（仁）などが食用，薬用，祭祀

等に広く利用される。スモモ，モモの出土例は，弥生～

古墳時代以降多数報告されている（南木，１９９１；粉川，

１９８８など）。ただし，モモは，近世以前には多くの産地

や品種があったとされるが，日本古来のモモは小型（２０

�～７５�）で堅かったため，殆どが消滅している（柴田

編，１９５８）。従って，現在栽培されている大果の品種

（図版２２－６～８）は，明治以降に渡来した品種に由来

するため，遺跡出土のモモとの直接的な関連はない。

　これらの栽培種の可食部である核が，竪穴住居などか

ら炭化した状態で出土したことから，当時の住居内およ

び周辺域で利用されていたことと，火を受け炭化残存し

たことが推定される。ただし，発掘調査所見では，スモ

モには混入の可能性があるとされ，モモにも混入の可能

性が若干あるとされる。よって，当時の利用状況につい

ては，その由来を慎重に検討することが望まれる。

（同定：株式会社パリノサーベイ）
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石川　茂雄，１９９４，原色日本植物種子写真図鑑．石川茂雄図鑑

刊行委員会，３２８ｐ．

粉川　昭平，１９８８，穀物以外の植物食．弥生文化の研究　２　

生業，金関　恕・佐原　真編，雄山閣，１１２－１１５．

南木　睦彦，１９９１，栽培植物．古墳時代の研究　４　生産と流

通Ⅰ，石野　博信・岩崎　卓也・河上　邦彦・白石　太

一郎編，雄山閣，１６５－１７４．
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中山　至大・井之口希秀・南谷　忠志，２０００，日本植物種子図

鑑．東北大学出版会，６４２ｐ．

農林省農林水産技術会議事務局監修，１９６７，新版標準土色　帖．

柴田　桂太編，１９５８，資源植物事典．北隆館，９０４ｐ．
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鹿児島県立埋蔵文化財センター　森　雄二　
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　Ｘ線を照射することによって，ガラス製小玉から放出

される特性Ｘ線のエネルギーとその強度を測定すること

で，試料中に含まれる成分分析が可能である。そこで，

分析装置に備わるＦＰ（ファンダメンタルパラメータ）

法で，ガラス製小玉に含まれる元素の半定量分析を試み

た。このＦＰ法は，試料に含まれる元素が不明な場合で

も，標準試料を用いることなく分析できる簡易的な手法

である。その結果，ガラス製小玉の大まかな元素組成を

スペクトル図と重量濃度（％）から知ることができた。

そこで，以下にその分析結果と推測できるガラス素材を

提示する。
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　本遺跡からは，９軒の竪穴住居跡を検出し，調査され

ているが，平成１９年に調査が行われた２軒から３点のガ

ラス製小玉が出土した（図版２３）。これらのガラス製小

玉は，土壌からの汚染物を除去するためにエタノールで

洗浄のみを行い，当センター所有の蛍光Ｘ線分析装置

（ＸＧＴ－１０００，堀場製作所）を用いて非破壊調査を実施

した。測定は，表１４に示した条件のもとで行われる多元

素測定を選択し，管電圧

を強弱違えてそれぞれ

行った。また，法量・形

状・色調等も調査した。
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　本報告では，管電圧１５ｋＶの分析で得られたスペクト

ルチャートのみを掲載し，管電圧５０ｋＶの分析で得られ

たスペクトルチャートについては割愛した。なお，定

性・半定量結果については，両管電圧で測定した結果に

基づいて算出されている。
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ターゲット　　　　Ｒｈ（ロジウム）
管電圧（ｋＶ）　　１５／５０
管電流（μＡ）　　自動
Ｘ線照射径（�）　１００
総測定時間（秒）　２００
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質量濃度（％）強度（ｃｐｓ�ｍＡ）ライン元素

４．０８１１．１５Ｋアルミニウム

７５．５０３９５．４７Ｋケイ素

０．９９９．７０Ｋ硫黄

４．１８３８．１８Ｋカリウム

６．１４６７．１４Ｋカルシウム

０．６４２７．００Ｋチタン

０．１９１７．６２Ｋマンガン

３．４０３９５．８６Ｋ鉄

４．７０７４４．４８Ｋ銅

０．０３６．２９Ｋルビジウム

０．０５１３．２８Ｋストロンチウム

０．０９２７．１２Ｋジルコニウム
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　調査を行った３個のガラス製小玉は，色調・法量でほ

とんど差がない。しかし，分析の結果，スペクトル

チャートのピークを比較することで違いが認められ，含

まれる元素とその割合に違いがあることが明らかになっ

た。そこで，元素組成の違いでガラス製小玉を２つに分

類し，それぞれの特徴を以下のようにまとめた。
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　　ア　ガラスを構成する酸化物：Ｃａ，Ｋ

　　イ　着色剤：Ｆｅ，Ｃｕ

　　ウ　色　調：淡青，藍

　２つの小玉は，Ｐｂ（鉛）を含まないことからアルカ

リ珪酸塩ガラスに分類される。さらにＮａ（ナトリウ

ム）を検出できず，Ｃａ（カルシウム）とＫ（カリウ

ム）検出したことからカリ石灰ガラスとした。しかし，

装置の特性と非破壊分析が原因でＮａを見落としている

場合もあるので，ソーダ石灰ガラスの可能性も捨てきれ

ない。また，図版２３－３５１については外観上で巻いて作

られたような形状をしている。図版２３－３５２については，

出土した時に破片であったため，外観上の特徴を捉える

のは困難であった。

����������	
���������

　　ア　ガラスを構成する酸化物：Ｋ

　　イ　着色剤：Ｆｅ，Ｃｕ

　　ウ　色　調：淡青

　図版２３－３９９の小玉は，Ｃａ（カルシウム）を含まず，

Ｋ（カリウム）の含有量が１号竪穴住居跡から出土した

２点に比べて多いことからカリガラスと判断した。さら

に若干のＰｂ（鉛）を含むことから，着色材料に青銅を用

いた可能性がある。この特徴は，弥生時代から古墳時代

前期の淡青色カリガラスに多く見られる特徴といわれて

いる。また，破損が無く原形をとどめていたので，エタ

ノールに浸し透過光源

で顕微鏡観察を行った。

その結果，球形の気泡

が，ほぼ小玉全体に均

一に見られた（図版

２４）。このことから，

引き延ばされて形作ら

れたものではなく，鋳

型を用いて製作された

ものではないかと思わ

れる。
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肥塚隆保　２００２「古代のガラス」『文化財のための保存科学入

門』角川学芸出版

肥塚隆保　２００３「日本出土ガラスから探る古代の交易」『遺物

の保存と調査』クバプロ

肥塚隆保ほか　２００３「広田遺跡出土玉類の考古科学的調査」

『種子島　廣田遺跡』広田遺跡学術調査研究会・鹿児島県

立歴史資料センター黎明館黎明館
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　試料は，Ｄ－２０区のⅡ層（古代とされる遺物包含層）

より出土した黒色固形物（第１０１図６５２）１点である。
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　�　赤外線分光分析の原理

　有機物を構成している分子は，炭素や酸素，水素など

の原子が様々な形で結合している。この結合した原子間

は絶えず振動しているが，電磁波のようなエネルギーを

受けることにより，その振動の振幅は増大する。この振

幅の増大は，その結合の種類によって，ある特定の波長

の電磁波を受けたときに突然大きくなる性質がある。こ

の時に，電磁波のエネルギーは結合の振動に使われて

（すなわち吸収されて），その物質を透過した後の電磁

波の強度は弱くなる。

　有機物を構成している分子における結合の場合は，電

磁波の中でも赤外線の領域に入る波長を吸収する性質を

有するものが多い。そこで，赤外線の波長領域において

波長を連続的に変えながら物質を透過させた場合，さま

ざまな結合を有する分子では，様々な波長において，赤

外線の吸収が発生し，いわゆる赤外線吸収スペクトルを

得ることができる。通常，このスペクトルは，横軸に波

数（波長の逆数�－１で示す），縦軸に吸光度（ＡＢＳ）を
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質量濃度（％）強度（ｃｐｓ�ｍＡ）ライン元素

５．５３１８．４４Ｋアルミニウム
７４．６１４５７．８３Ｋケイ素
１．８９９．４２Ｋリン
０．７４８．４７Ｋ硫黄
３．５１３７．６９Ｋカリウム
５．６８７３．９２Ｋカルシウム
０．６９３４．６９Ｋチタン
０．１９２０．８６Ｋマンガン
３．２１４４６．０１Ｋ鉄
３．８６７４２．９０Ｋ銅
０．０４１４．２０Ｋストロンチウム
０．０６２１．４８Ｋジルコニウム

質量濃度（％）強度（ｃｐｓ�ｍＡ）ライン元素

３．５４１１．４３Ｋアルミニウム
６９．５３４３２．３４Ｋケイ素
２１．８６２１７．７１Ｋカリウム
０．３２１２．７９Ｋチタン
１．０８１２２．３７Ｋ鉄
２．４９４２５．９１Ｋ銅
０．１３３４．５０Ｋルビジウム
１．０４７０．７１Ｋ鉛
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取った曲線で表されることが多い。したがって，既知の

物質において，どの波長でどの程度の吸収が起こるかを

調べ，その赤外線吸収スペクトルのパターンを定性的に

標本化し，これと未知物質の赤外線吸収スペクトルのパ

ターンとを定性的に比較することにより，未知物質の同

定をすることもできる（山田，１９８６）。

　�　赤外線吸収スペクトルの測定

　ＦＴ－ＩＲ装置（サーモエレクトロン㈱製Ｎｉｃｏｌｅｔ　Ａｖ－

ａｔａｒ　３７０）を利用し，測定を実施する。なお，赤外線

吸収スペクトルの測定は，一回反射型水平状ＡＴＲアク

セサリ（Ｓｍａｒｔ　Ｏｒｂｉｔ）を用い，ＡＴＲ法（Ｄｉａｍｏｎｄク

リスタル）で行う。また，得られたスペクトルはＡＴＲ

補正，正規化などのデータ処理を施した後，吸光度（Ａ

ＢＳ）で表示する。測定条件及び各種補正処理の詳細に

ついては，以下のとおりである。
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　ＦＴ－ＩＲスペクトルを図１に示す。黒色固形物のＦＴ－Ｉ

Ｒスペクトルでは，２９５９�－１，２９２６�－１，２８５９�－１，１４２５

�－１，８７４�－１の強い吸収帯のほか，３３５６�－１，２５１７�－１，

１７９８�－１，１６９４�－１，１５９１�－１，１０９１�－１，１０３６�－１，７１３�－１

の吸収帯が特徴的である。このうち，２５１７�－１，１７９８�
－１，１４２５�－１，１０９�－１，８７４�－１，７１３�－１の吸収は無機炭

酸塩によるものである。他に観察された吸収帯では，

３３５６�－１の吸収がＯ－Ｈ伸縮振動，２９５９�－１，２９２６�－１，

２８５９�－１の吸収がメチル基およびメチレン基のＣ－Ｈ伸縮

振動，１６９４�－１がＣ＝Ｏ伸縮振動，１５９１�－１の吸収がＣ＝Ｃ

伸縮振動またはＣ＝Ｏ伸縮振動と予想される。
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　当社では，既知の物質について，同一測定条件で赤外

線吸収スペクトルを測定した例がいくつかあり（未公

表），遺跡で検出される有機化合物の代表としては漆，

天然アスファルト，松脂，動植物油，炭化物などである。

これらは，いずれも固有の吸収帯があり，漆では

３４８０，２９３０，１７１０，１６１０，１４４０�－１，天然アスファルト

では２９００，１７００，１６００，１４６０，１３８０�－１付近に脂肪族飽

和炭化水素に帰属する吸収帯に特徴がある。また，松脂

は１７００�－１，動 植 物 油 は１７４０�－１，炭 化 穀 物 は１１４０～

１１６０�－１付近に特徴ある吸収帯がある。

　今回，調査対象である黒色固形物には，有機化合物の

吸収以外に無機炭酸塩による吸収が観察されているため，

実測スペクトルから単純に材質を特定することは難しい。

そこで，黒色固形物に含まれる無機化合物（鉱物）を特

定し，無機炭酸塩による吸収を差し引くことによって有

機化合物由来の吸収スペクトルを求め，材質を探ること

とした。Ｘ線回折分析による調査では黒色固形物に含ま

れる無機炭酸塩は方解石（炭酸カルシウム）であり，そ

のほかに微量程度の石英，長石が含まれることを確認し

たことから，差スペクトルを求めるために最も妥当な試

料としては石灰岩を選定した。

　黒色固形物のスペクトルから石灰岩のスペクトルを差

し引いたＦＴ－ＩＲスペクトル（Ａ．ｓｐｃ－Ｂ．ｓｐｃ）を当社独

自のスペクトルデータベースで検索した結果，アスファ

ルトとよく一致する結果が得られた。ＦＴ－ＩＲスぺクト

ル図中最下段に天然アスファルトの実測スペクトルを比

較資料として掲げているが，差スペクトル（Ａ．ｓｐｃ－Ｂ．

ｓｐｃ）では１４２６�－１付近の無機炭酸塩による吸収を完全

に消し切れていないためにやや吸光度が高いが，差スペ

クトルには，２９５５，２９２６，２８５９，１６９５，１６０５，１４５３，

１３７７�－１とアスファルトの特性を示す吸収帯が明瞭と

なっており，比較資料である天然アスファルトとのスペ

クトルパターンもほぼ一致したものであることが確認さ

れる。以上のことから，分析を行った黒色固形物はアス

ファルトと炭酸カルシウムの混合物であることが指摘さ

れる。 （測定：株式会社パリノサーベイ）
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藤貫　正，１９７９，カルシウム．地質調査所化学分析法，５２，５７

－６１．

山田富貴子，１９８６，赤外線吸収スペクトル法，機器分析のてび

き第１集．化学同人，１－１８．

測定情報　　　　　　　　　　　　　　光学系の構成
　　サンプルスキャン回数：４０　　　　　　検出器：ＤＴＧＳ　ＫＢｒ
　　バックグラウンドスキャン回数：４０　　ビームスプリッタ：ＫＢｒ
　　分解能：４．０００　　　　　　　　　　　　光源：ＩＲ
　　サンプルゲイン：８．０
　　ミラー速度：０．６３２９
　備考　ＡＴＲ（Ｄｉａｍｏｎｄ）法　　　　アドバンストＡＴＲ補正
　　　　オートベースライン補正　　　スムージング処理
　　　　Ｙ軸正規化
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　縄文時代早期の遺構は，土坑が１基検出された。遺物

は，包含層で数点の貝殻条痕文土器，磨石類が出土した

のみである。この状況から，本遺跡で当時の人々の生活

を復元することは難しいが，周辺には縄文時代早期の遺

跡が存在する可能性がある。縄文時代中期では，春日式

土器がわずかに出土しているだけである。並木式土器の

標式遺跡に近接しているが，中期の遺物が出土しないの

は，生活の場で無かったためだろうか。

　これに反して，縄文時代後期では，多くの成果が見ら

れた。遺構は，土坑が検出された。特に第２地点の土坑

については，その形態と若干の赤色顔料の出土から土坑

墓を想定して調査を行ったが確証を得られず，土壌の理

化学的調査も試みたが（第６章参照）周辺の土壌と変わ

らなかった。また，フレイクやチップの集中する石器製

作跡が１か所確認された。遺物は，磨消縄文土器と日東

系黒曜石を用いた石鏃等が豊富に出土した。これらの状

況は，地域的な特徴が色濃く出ている。

　弥生時代については，遺構を検出することがなかった。

また，遺物も極少量で全体の０．１％以下である。しかし，

当該期特有の遺物である磨製穿孔具が出土した。県内で

は，高橋貝塚や魚見ヶ原遺跡，六つ坪遺跡，上水流遺跡

などで出土しているが出土量は少ない。石庖丁と関連が

あると考えられている遺物で，貴重な類例が追加された

ことは成果と呼べるであろう。また，須久式土器の破片

と考えられる土器片が１点出土した。
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　今回の調査で古墳時代の竪穴住居跡を８軒検出できた。

これまでこの地域では，木村氏と寺師氏によって多くの

遺跡調査が昭和初期から行われ，多くの考古学的成果が

発表されているが，これらの多くは当該期の墓域の調査

に伴うものであった。近年の調査でようやく住居跡が検

出された状況にある。旧大口市の米置遺跡・島巡遺跡と

旧菱刈町の山下遺跡では，竪穴住居跡を１軒ずつ検出し

ているが，形態の異なる複数の住居群を一つの遺跡で検

出できたのは，本遺跡が初めてである。さらに，竪穴住

居内では多くの遺物が出土し，甕の特徴から各竪穴住居

の形態と時代を検討できたのは大きな成果であった。こ

の詳細については，第４節に述べたので参照されたい。

　竪穴住居内からは，小玉が５点出土し，その中の青色

系のガラス製小玉３点について科学分析を行った。結果

は，第６章に記載している。さらに県内の当該期の住居

内で出土したガラス製小玉と分析結果を比較検討した。

この詳細については，第５節で述べている。

　遺構は，竪穴住居跡以外にも土坑を９基検出し，その

うち調査範囲内の５基を調査した。当該期の土坑は，竪

穴住居跡と同様，第２地点の上流寄りで検出し，調査範

囲から川内川の方向に向かってまだ複数存在することが

予想される状況である。土坑の形態と土坑内出土遺物に

は，主だった特徴は見られず，用途については不明であ

る。今後の調査と研究が望まれるところである。

　土器については，この地域に多く見られる脚部が短い

特徴を持つ“成川式”と呼ばれる甕が出土し，中村編年

の東原式と辻堂原式に比定される個体が多数出土した。

他にも線刻土器と思われる破片が２点，重弧文類似の沈

線が入った土器片３点，古式須恵器の破片１点の出土が

注目されるが，類例に基づく検討は，報告書刊行に間に

合わせることが出来なかった。今後の研究に期待したい。

土器以外では，鉄器を研いだと考えられる砥石が竪穴住

居内と包含層で出土した。１号竪穴住居内では，刀子の

破片ではないかと考えられる鉄片が１点出土し，砥石と

の関連が注目される。
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　多くのピットの中から側柱の掘立柱建物跡１棟を復元

することができた。この地域では旧菱刈町の年ノ宮遺跡，

旧大口市の平泉城跡，辻町Ａ遺跡，馬場Ａ遺跡，新平田

遺跡で中世の時期と想定される掘立柱建物跡が検出され

ている。本遺跡では，出土遺物の状況から古代の遺構と

して報告したが，中世以降の可能性も否定出来ない。今

後，類例が増えるのを待ち，再検討が必要であると考え

る。

　遺物では， の体部と異なる赤色粘土を用いて製作さ

れた高台を有する黒色土器が出土した。北薩地域に集中

して出土する遺物であり，注目される。詳細については，

第６節で述べている。また，特徴あるタタキを外面に施

す須恵器が１個体出土した。これは，これまでに出土例

がないと思われる。他にも，光沢のない黒色を呈し，粒

度の揃った練物で形成された固形物１点が出土した。こ

れもこれまで出土例がないと思われる遺物である。科学

分析の結果，天然アスファルトと炭酸カルシウムの混合

物であることまでは明らかにすることが出来たが，それ

が何に使われるものなのかは全く見当が付かないでいる。

今後，専門家による研究によって用途等が解明されるこ

とを望みたい。
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　下ノ原Ｂ遺跡では，古墳時代の竪穴住居跡が，第２地

点のほぼ平坦部に８軒検出されている。竪穴住居跡の平

面プランは隅丸方形のものや不定形のものであり，張り

出し部や土坑などの付帯施設をもつものもあった。

��������	
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　ここでは，下ノ原Ｂ遺跡で検出された８軒の竪穴住居

跡を分類し，その竪穴住居跡の時期について竪穴住居跡

出土の土器により検討してみたい。
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　８軒の竪穴住居跡の平面プランは，隅丸方形４軒（１

号・６号・８号・９号），不 定 形４軒（３号・４号・５

号・７号）である。付帯施設として，壁帯溝をもつもの

１軒（１号），土坑を有するもの８軒（１号・３号・４

号・５号・６号・７号・８号・９号），張り出し部を有

するもの４軒（３号・４号・５号・９号）である。そこ

で，平面プラン・張り出し部・土坑の３要素によって，

次のように分類した。柱穴の本数・位置についても，竪

穴住居の上部構造から看過できないものであるが，８軒

すべての竪穴住居跡の柱穴を検出することができなかっ

たため，分類の要素に含めない。

　Ⅰ類　方形プランを基調とするもの

　　ⅠＡ　張り出し部を有するもの

　　ⅠＢ　張り出し部のないもの

　Ⅱ類　不定形プランのもの

　　ⅡＡ　張り出し部を有するもの

　　ⅡＢ　張り出し部のないもの

　さらに，土坑の位置によりα・β・γを付けることと

した。

　α　土坑が周壁の内側にあるもの

　β　土坑が周壁に接し外側にあるもの

　γ　周壁の内側から外側へ張り出しているもの

　表１８のとおり，下ノ原Ｂ遺跡の竪穴住居跡は，５種類

に分類することができる。

��������	
������
��� ���������

Ｂ　張り出し部なしＡ　張り出し部有り

Ⅰ　
　

方　
　

形

Ⅱ　
　

不　
　

定　
　

形

ⅠⅠ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ
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　８軒の竪穴住居跡からは，甕・壺などの土器が出土し

ている。これらの土器は，甕の口縁部などの特徴から，

成川式土器の東原式土器の時期から辻堂原式土器の時期

のものと考えられる。そこで，竪穴住居跡出土の土器か

ら，竪穴住居跡の時期を考えてみたい。

　�　９号竪穴住居跡

　甕は，口縁部がくの字状に短く屈曲するが，屈曲部は

緩やかに立ち上がるタイプである。壺の口唇端部断面は

Ｍ字状でシャープなものがあり，壺の突帯に数多くの刻

みが丁寧に施されている。これらの特徴から，東原式土

器のなかでも古い時期であると考えられる。 （註１）

　�　５号竪穴住居跡

　甕は，口縁部がくの字状に短く屈曲するが，屈曲部は

緩やかである。屈曲部外面には，カキアゲ時の刺突によ

り段が付いているものが見られる。壺は，白っぽいもの

が多く，その底部が丸くなっている。これらの特徴から，

東原式土器の時期の範疇であると考えられる。

 （註２）

　�　１号・３号・６号・７号竪穴住居跡

　甕は，口縁部の突帯より上位から屈曲して外反するタ

イプのものがほとんどである。高坏の坏部は， 形を呈

している。坩は，底部が平底である。これらの特徴から，

辻堂原式土器の時期であると考えられる。

　�　４号竪穴住居跡

　甕は，口縁部が屈曲して外反するが，�よりも口縁部

が長く屈曲が緩くなっているものやほぼ真っ直ぐに伸び

るものがほとんどである。突帯も貼り付け方や刻みが粗

雑である。鉢や坩の底部が丸みを帯びてはいるが，平底

である。高坏の坏部は， 形を呈している。これらの特

徴から，辻堂原式土器の時期であると考えられる。

　�　８号竪穴住居跡出土の土器

　竪穴住居跡の出土遺物は小破片で出土数も少なく，型

式判定できる状況ではなかった。そのため，８号竪穴住

居跡の時期は，不明である。

　以上の�から�をまとめると，古い順に，９号→５号

→１号・３号・６号・７号→４号となる。

　この結果を基に，１で分類した竪穴住居跡を一緒にし

てみると，表１９のようにまとめることができる。
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　下ノ原Ｂ遺跡では平面プランの方形を基調としながら

も，４世紀代から５世紀代にかけて様々な形態の竪穴住

居が建てられていたことになる。

　ここで注意したい点は，検出面から床面までの深さで

ある。検出した８軒の住居跡はⅦａ層上面で検出してお

り，本来の生活面より下位である。このため，浅い掘り

込みを含めた張り出し部のすべてを検出したわけではな

い。張り出し部を有する竪穴住居跡は県内外で様々なプ

ランが確認されている。今回は，これらとの比較検討は

できていない。加えて，伊佐市周辺の該期住居跡の検出

例は極めて少なく，今後の類例を待って再度検討してい

きたい。いずれにせよ，これまで伊佐市周辺では不明瞭

だった古墳時代の集落が発見された点は，今後この地方

を研究する上で重要な遺跡であるということができよう。

（溝口）
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時　　期 住居番号 分　類 

古　い：東原式段階 ９号　：　ⅠＡβ 

５号　：　ⅡＡα 

１号　：　ⅠＢγ 

３号　：　ⅡＡα 

６号　：　ⅠＢγ 

７号　：　ⅡＢα 

新しい：辻堂原式段階 ４号　：　ⅡＡα 

【註】

註１・２　中村直子氏（鹿児島大学埋蔵文化財調査室准教授）

によるご教示

【引用・参考文献】

姶良町教育委員会　１９７８　『萩原遺跡』姶良町都市計画事業に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

鹿児島県教育委員会　１９８５　『王子遺跡』鹿児島県埋蔵文化財

発掘調査報告書（３４）

鹿児島県立埋蔵文化財センター　１９９４　『保養院遺跡』鹿児島

県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１１）

鹿児島県立埋蔵文化財センター　２００６　『尾ヶ原遺跡』鹿児島

県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（９８）

喜入町教育委員会　１９８８　『梅木渡瀬調査地区　下大原遺跡　

松木田遺跡　永野遺跡』喜入町埋蔵文化財発掘調査報告書

（４）

中間浩太郎　１９９９　「南部九州古墳時代の竪穴住居類型の変異

に関する一考察」『人類史研究』第１１号人類史研究会

菱刈町教育委員会　１９８５　『山下遺跡』伊佐郡菱刈町埋蔵文化

財発掘調査報告書（３）

吹上町教育委員会　１９７７　『辻堂原遺跡』吹上中学校建設に伴

う埋蔵文化財発掘調査報告書
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　本県において古墳時代以前のガラス製玉類は，１８の遺

跡から出土している（第１１２図）。そして，その出土状況

は埋葬施設内から副葬品の一つとして出土している例が

ほとんどであった。そのため，これまでガラス製玉類は

威信財として考えられてきた。しかし，近年の調査事例

では，住居から出土している事例が報告されている。持

躰松遺跡（平成１１年・南さつま市金峰町）で弥生時代後

期～終末期の竪穴住居から１点，堂園遺跡Ｂ地点（平成

１７年・南九州市川辺町）で３～４世紀の竪穴住居から９

点，包含層で１点出土した。また，鹿児島大学の中村直

子准教授から鹿児島大学構内遺跡（鹿児島市郡元）で，

６世紀以降の竪穴住居などから玉類が１０点出土している

ことをご教示いただいた。このような状況から，ガラス

製玉類に対する認識を改めてみる必要があるのではない

かと考えた。

　今回，本遺跡出土のガラス製小玉３点の詳細な調査を

科学分析で試み，その結果を第６章で述べたが，その際

上記の遺跡の資料も同時に分析を行った。その結果，一

部を伝世品と考えることができるならば，弥生時代後期

～終末期では鉛バリウムガラス，３世紀から６世紀頃で

カリウムを含むガラス，６世紀以降で鉛ガラスというよ

うにガラス素材の成分に時期差があることが確認できた

（表２０）。この結果は，これまで報告されている国内の

ガラス素材の変遷にほぼ一致する（表２１）。現状におい

ては，分析を行った資料の数が少ないが，他の地域と同

じガラス素材が同じ時期に本県で流通していたことが窺

える。このような状況から，ガラス製玉類は安価なもの

ではないが，日常の装飾品として相当数が流通している

ことを想定できるのではないだろうか。今後，さらなる

調査事例の集成と研究を重ねていくことで明らかにでき

る余地があると感じている。（森）
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時代   
ガラス素材 前期 中期 後期 ３世紀 ４世紀 ５世紀 ６世紀 ７世紀 

持躰松（1） 鹿大構内（1） 

鹿大構内（６） 

(中国産） 

カ リ ガ ラ ス 堂園Ｂ（10） 鹿大構内（1） 

カ リ 石 灰 ガ ラ ス 下ノ原Ｂ（２） 鹿大構内（２） 

下ノ原Ｂ（1） 

（韓国産・国産） 

弥生時代 古墳時代 

鉛 バ リ ウ ム ガ ラ ス 

鉛 ガ ラ ス 

ソーダ石灰ガラス 

持躰松（1） 

堂園Ｂ（10） 下ノ原Ｂ（１） 
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ガラス素材時代遺跡名
鉛バリウム１点弥生時代後期～終末期持躰松遺跡
カリガラス１０点３～４世紀堂園遺跡Ｂ地点
カリガラス１点５世紀下ノ原Ｂ遺跡
カリ石灰ガラス２点
鉛バリウム１点６世紀以降鹿大構内遺跡
鉛ガラス６点
カリガラス１点
カリ石灰ガラス２点

【引用・参考文献】

河口貞徳　１９８８　『日本の古代　遺跡３８鹿児島』保育社

肥塚隆保　２００２　「古代のガラス」『文化財のための保存科学

入門』角川学芸出版

肥塚隆保　２００３　「日本出土ガラスから探る古代の交易」『遺

物の保存と調査』クバプロ

抜水茂樹　２００７　「持躰松遺跡」鹿児島県立埋蔵文化財セン

ター発掘調査報告書（１２０）鹿児島県立埋蔵文化財センター

八木澤一郎　２００８「堂園遺跡Ｂ地点」鹿児島県立埋蔵文化財セ

ンター発掘調査報告書（１２３）鹿児島県立埋蔵文化財セン

ター
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　第２地点のⅡ層からは，古代の遺物が出土している。

これらについては先述したとおりであるが，この中で，

赤色高台を有する黒色土器が出土しており，これについ

て若干述べていきたい。

　赤色高台を有する黒色土器は，平田信芳氏による霧島

市溝辺町山神遺跡の報告で指摘された資料である（平田

　１９７７）。平田氏は，「高台を意図的に埴色に着色したも

の」として「高台埴色」と表記している。この段階では，

着色による違いであると認識されていたようである。そ

の後，しばらくは類例が増加することなく，２０００年代に

なりまとまって報告されはじめてきた。小倉畑遺跡を報

告した寺原徹氏は，「素地の異なる土器」として報告し

ている（寺原　２００２）。この翌年には，宮田栄二氏が薩

摩川内市計志加里遺跡の報告で，「明らかに焼成後の色

の違いが際立つように意識され粘土を変えて製作された

ものと判断される。色が異なる高台部の粘土の貼り付け

痕が明瞭に残る」とまとめている（宮田　２００３）。さら

に同年，前迫亮一氏は加治木町高井田遺跡の報告の中で，

「高台部分のみ赤茶褐色の色調を呈する黒色土器」とし

て「当初から色調の違いを意識した土器」であることを

指摘し，さらに，坏部内外面と高台部分の色調が異なっ

ている点に注目して「三色土師器」と称した（前迫　

２００３）。黒川も，これらの研究史を踏まえて言及し，

「９世紀中頃から１０世紀前半にかけて，一部例外もある

が旧菱刈郡を含む旧桑原郡に分布している」点と「９世

紀中頃から１０世紀前半の旧菱刈郡に生産の中心があり，

その広がりについても，旧菱刈郡を起点とした流通圏を

反映している可能性」について指摘した（黒川　２００６）。

　ここで，このような事例を観察できた遺跡を，第１１３

図・表２２に示した。これらの遺跡の資料を見てみると，

高台部分の粘土を違えている事例は，圧倒的に黒色土器

に多く，器種は がその大半を占める。この他に，土師

器の中にも若干高台部分の粘土を違えている事例が確認

されている。各遺跡の出土状況は，下ノ原Ｂ遺跡がそう

であるように，遺物包含層中から出土する例が多い。こ

の内，柱穴内出土が伊佐市菱刈山下遺跡で１例１点，土

坑内出土が薩摩川内市計志加里遺跡で１例１点ある。赤

色高台の土師器の場合は，竪穴住居跡内出土が鹿屋市榎

崎Ｂ遺跡で１例１点確認された。これらの内，山下遺跡

や榎崎Ｂ遺跡の場合，破片での出土であり，埋納や埋設

と言った行為の結果とは考えにくい。計志加里遺跡の場

合は，単独出土ではなく遺構に特殊性は窺えるものの，

遺物において特殊性は考えにくい。

　各遺跡における黒色土器の個体数と赤色高台を有する

黒色土器との比率については，拙稿（黒川　２００６）にお

いて述べており割愛するが，現在の伊佐市菱刈の遺跡が

飛躍的に赤色高台を有する黒色土器が多く，伊佐市菱刈

から湧水町米永，霧島市溝辺町，姶良町と南下するにし

たがって，遺跡内に占める赤色高台を呈する黒色土器の

割合も低くなっている。このような出土状況のあり方は，

大隅国府への南下ルートとの関連も窺えるが，現段階で

はこれを明確にすることは出来ない。加えて，薩摩国府

へ下ノ原Ｂ遺跡も含めた伊佐市周辺から川内川を下る

ルート上でのこの資料の様相は，より不明瞭である。だ

が，当事業により川内川流域の遺跡が調査される計画で

あり，類例の増加を待って更なる検討を加えていきたい。

（黒川）

所在地遺跡名番号
伊佐市大口下殿字下ノ原下ノ原Ｂ遺跡１
伊佐市菱刈田中萩畦萩畦遺跡２
伊佐市菱刈田中野中野中遺跡３
伊佐市菱刈大峰大峰遺跡４
伊佐市菱刈徳辺山下山下遺跡５
伊佐市菱刈前目中北山遺跡６
湧水町米永山崎Ｂ遺跡７
湧水町米永山崎Ｃ遺跡８
霧島市横川町下ノ星塚星塚遺跡９
霧島市溝辺町麓山神遺跡１０
曽於市財部町南俣高篠遺跡１１
姶良郡加治木町木田高井田遺跡１２
姶良郡姶良町西餅田小倉畑小倉畑遺跡１３
姶良郡姶良町西餅田小瀬戸小瀬戸遺跡１４
薩摩川内市中郷町計志加里計志加里遺跡１５
薩摩川内市東大小路町大島遺跡１６
日置市伊集院町郡西原遺跡１７
鹿屋市根木原町６０９４番地１中野西遺跡１８
鹿屋市郷之原町榎崎榎崎Ｂ遺跡１９

【引用・参考文献】
黒川忠広　２００６　「赤色高台を有する黒色土器」『大河』第８

号大河同人

寺原　徹　２００２　「第Ⅳ章　調査の概要」『小倉畑遺跡』鹿児

島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３４）鹿児島県立

埋蔵文化財センター

菱刈町教育委員会　１９８５　『山下遺跡』菱刈町埋蔵文化財発掘

調査報告書（３）

平田信芳　１９７７　「Ⅵ　遺物」『西免遺跡ほか』鹿児島県埋蔵

文化財発掘調査報告書（７）鹿児島県教育委員会

前迫亮一　２００２　「第Ⅴ章　発掘調査のまとめ」『高井田遺

跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３５）鹿

児島県立埋蔵文化財センター

宮田栄二　２００２　「第Ⅶ章　平安時代の遺構と遺物」『計志加

里遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書

（３８）鹿児島県立埋蔵文化財センター
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備考赤粒砂粒小礫滑石雲母角閃石長石石英色　　　調調　　　整類座標値取上番号層区
レイアウト
番号

挿図 内外内外ＺＹＸ

○○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ１１８９．３４９３６．４１６３６．０４３０００Ⅵ４Ｆ１

８

１１８９．３４３６．９７１３５．３５６３２０５Ⅷ４Ｆ
○○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ１１８９．３４３６．９７１３５．３５６３２０５Ⅷ４Ｆ２
○○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ１１８９．２６２３６．６３４３５．８１３２０４Ⅷ４Ｆ３
○○○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ１１８９．３０２３４．１９１２９．８３４９４２Ⅵ３Ｆ４
○○○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ１１８９．４１３３６．８３１３１．５６７１３９７Ⅵ４Ｆ５
○○○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ１－－－一括－－－６
○○○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ１１８９．３１９３５．０７５３３．２１４３２２２Ⅸ４Ｆ７
○○○○茶褐色茶褐色条痕－１－－－北壁一括－－－８

備考赤粒砂粒小礫滑石雲母角閃石長石石英色　　　調調　　　整類座標値取上番号層区
レイアウト
番号

挿図 内外内外ＺＹＸ
○○○○灰茶褐色灰茶褐色ナデケズリ後ナデ－－－－ＳＫ－１－５－－－１３

１０ ○○○茶褐色灰茶褐色ナデナデ－－－－ＳＫ－１－２－－－１４
○○○○灰褐色灰褐色ナデナデ－－－－ＳＫ－５－２－－－１５
○○○○灰黄茶褐色灰黄茶褐色ナデナデ３－－－ＳＫ－４－１－－－１６
○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ２１８９．４３２４０．５２３９０．１４７２４６９Ⅵ１０Ｅ１７

１３

○○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ２－－－一括－－－１８
○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ２－－－一括－－－１９
○○○赤茶褐色黄茶褐色ナデナデ２－－－一括－－－２０

○○○黄茶褐色黄茶褐色条痕後ナデ条痕後ナデ２１８９．４２９４５．９７０９６．８４６３１１０Ⅵ１０Ｅ２１

○○○暗茶褐色暗茶褐色条痕条痕

２１８９．４９８４４．９８２７７．６７３３０５６Ⅵ８Ｅ

２２
２１８９．５１５４５．１０１７７．６９２３０５７Ⅵ８Ｅ
２１８９．４５１４３．３４８７７．６４３３０５２Ⅵ８Ｅ
２１８９．５０８４５．０６２７７．７７２３１３１Ⅵ８Ｅ
２１８９．５８９４５．２９０７７．６６７３０５９Ⅵ８Ｅ

○○○○赤茶褐色赤茶褐色ケズリ後ナデケズリ２１８９．４７７４５．８８１９８．２４８２７５６Ⅵ１０Ｅ２３
○○○赤茶褐色赤茶褐色－－２１８９．５１０２９．７７８４６．９８１１３１９Ⅵ５Ｇ２４

○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ２１８９．３１３３７．４４４１９．１５４８Ⅳ２Ｆ２５
○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ２１８９．２０３３４．６３２１７．８３３９９３Ⅵ２Ｆ２６

○○○○暗茶褐色暗茶褐色ナデナデ

２１８８．９３５２２．７７４１７．７７７５７９Ⅴ２Ｇ

２７ ２１８８．８７９２２．０２９１８．３８８１４０２Ⅵ２Ｇ
２１８９．６２７４３．２２２７０．２５５８３２Ⅵ８Ｅ
２１８８．８７１２１．４１１１８．１９５５８２Ⅵ２Ｇ

○○暗灰褐色暗灰褐色ナデナデ２１８９．２９８２８．６１２４３．０３４２０２３Ⅵ５Ｇ２８
○○暗茶褐色暗茶褐色ナデナデ２１８９．５７５３９．３３３７９．８９１８２５Ⅴ８Ｆ２９
○○暗茶褐色暗茶褐色ナデナデ２１８９．６４３３４．７９９６１．４０１７８６Ⅴ７Ｆ３０

○○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ２１８９．５６２３４．３０５６３．２２０１６１５Ⅵ７Ｆ３１ ２１８９．５２２３５．３２９６０．７０３１５８１Ⅵ７Ｆ
○○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．４８７３３．９９８４３．７０５１２０６Ⅵ５Ｆ３２

○○○○○灰黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ

３１８９．５４４４２．３９３７８．６０３１７８５Ⅵ８Ｅ

３３ ３１８９．４３４４２．５１１７８．０４３３０３５Ⅵ８Ｅ
３１８９．４６７４２．４５３７８．４０７２３５８Ⅵ８Ｅ
３１８９．５４４４２．３１５７８．５１０１７８６Ⅵ８Ｅ

○○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．５４０３６．２６４７７．０５７２２６２Ⅵ８Ｆ３４
○○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．３８６３１．９４２４７．５００２０４０Ⅵ５Ｆ３５
○○○○灰黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．２９０３３．６６２１７．２６５３６Ⅳ２Ｆ３６

○○○○灰黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．５３９４２．１４９７０．１８１２２２６Ⅵ８Ｅ３７ ３１８９．５８１４２．２８４６９．９２５１６８８Ⅵ７Ｅ
○○○灰黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．０６０２９．７９１２０．６０５１０８３Ⅵ３Ｇ３８

１４

○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．２１０２８．７８５１９．７２９５２Ⅳ２Ｇ３９
○○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．３６７４２．６８６６５．８２８３２４５Ⅵ７Ｅ４０
○○○○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．３４６３６．１２１５３．２２４３１５４Ⅵ６Ｆ４１

○○赤茶褐色赤茶褐色ミガキミガキ３１８９．５００３７．９９６４７．６４２２８９３Ⅵ５Ｆ４２
○○○灰黄茶褐色灰黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．３５６２２．７６３３６．９６８１９３０Ⅵ４Ｇ４３
○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．４７０５０．２３９１００．２０１２７７５Ⅵ１１Ｄ４４

○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．５０７５１．７５２１０２．８８３２６００Ⅵ１１Ｄ４５
○○赤茶褐色赤茶褐色ミガキミガキ３１８９．５０１４９．１７１９７．４５１２７８４Ⅵ１０Ｅ４６

○○○暗褐色暗褐色ミガキミガキ３１８９．５４６３９．２０７６６．１１０１６５４Ⅵ７Ｆ４７
○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．７０６４６．６４０７１．７１８２３４９Ⅵ８Ｅ４８
○○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．４８２４３．６８１１００．１３８２７２６Ⅳ１１Ｅ４９
○○○灰黄茶褐色灰黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．５１０３５．５２８６０．２０３２１６１Ⅵ７Ｆ５０
○○○黄茶褐色灰黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．６０４４５．３２２６９．７０５２４２４Ⅵ７Ｅ５１
○○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３－－－一括－－－５２

○○○○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３
１８９．３８２４１．７９１７９．５９２３０１４Ⅵ８Ｅ

５３ １８９．３０１４３．６９８８２．４７２３０６９Ⅵ９Ｅ
１８９．４８４４０．１８８８１．１２３１８６１Ⅵ９Ｅ

○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．５０２２７．６０３４７．１００１３２５Ⅵ５Ｇ５４
○○○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．５８４３３．７８５５５．６６１６７４Ⅴ６Ｆ５５
○○○赤茶褐色赤茶褐色ミガキミガキ３１８９．３４４２５．３３８４１．２４６１３５２Ⅵ５Ｇ５６

○○○○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．３８８３０．７１８４０．９７１２０４８Ⅵ５Ｆ５７ １８９．４０５２８．０３３４０．６６０１３４０Ⅵ５Ｇ
○○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．５３８４１．６８４７２．８６８２２４９Ⅵ８Ｅ５８

○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３

１８９．１３５２４．１２１２４．１５０５３７Ⅴ３Ｇ

５９
１８９．０７９２４．０５３２３．０７２１１３０Ⅵ３Ｇ
１８９．１１６２３．７６８２２．９４２１１２９Ⅵ３Ｇ
１８９．１０９２４．２２２２２．８１５９５６Ⅵ３Ｇ
１８９．７３４４７．８１１７２．５９１２４２８Ⅵ８Ｅ

○○○○淡黄茶褐色淡黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．１３６４８．１３１１１０．３４２３２５０Ⅵ１２Ｅ６０
○○灰黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．７９８５０．３８３９１．５２５３６３Ⅴ１０Ｄ６１

○○○○黄茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．６６６４２．３９４６５．９６２１７３０Ⅵ７Ｅ６２
○○○○黄茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．４７３４２．５７１９２．９２１２６９９Ⅵ１０Ｅ６３

○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３

１８９．０２６２３．１２１２２．２８７１１００Ⅵ３Ｇ

６４ １８８．８５６２３．０２４２３．２９６２８３４Ⅵ３Ｇ
１８９．１２２２３．５６４２２．７２６９５８Ⅵ３Ｇ
１８９．０７７２３．１４９２１．９５６１０９９Ⅵ３Ｇ

○○赤茶褐色赤茶褐色ミガキミガキ３１８９．４１４４２．１０８７７．５３４３０３９Ⅵ８Ｅ６５
○○赤茶褐色赤茶褐色ミガキミガキ３１８９．４７７４５．２２２９５．９８４２７１７Ⅵ１０Ｅ６６
○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．６１８４３．０６５５６．１８２２９３２Ⅵ６Ｅ６７

○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．５３９３７．３０２４６．４９６２８７７Ⅵ５Ｆ６８
○○○黄茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．５８７３７．９１５７７．４７７１８２９Ⅵ８Ｆ６９

○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．４７７４１．８２１７３．８２２２２７２Ⅵ８Ｅ７０
○○○○黄茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．６１３４４．０６２７３．９７２１７７９Ⅵ８Ｅ７１
○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．５６５５０．１１９９７．３７１２８２６Ⅵ１０Ｄ７２
○○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．６３９４３．４２７６３．７５６２２０１Ⅵ７Ｅ７３

１５

○○黄茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．６２１４７．９３４８４．１９１１８８３Ⅵ９Ｅ７４
○○○黄茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．７３４４７．８１１７２．５９１２４２８Ⅵ８Ｅ７５
○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．４００３４．２１９５０．４６２２０９１Ⅵ６Ｆ７６
○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．４８４４７．１７２９１．７０８２５１０Ⅵ１０Ｅ７７
○○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８８．７３８１２．８９９２０．９００１３０２Ⅵ３Ｈ７８
○○○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．５７５４４．６２７８４．６２９３１７Ⅴ９Ｅ７９
○○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．４９４４２．９１４７３．４４２２２７５Ⅵ８Ｅ８０
○○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．２１７３６．２４４２０．５６２９２９Ⅵ３Ｆ８１
○○○暗茶褐色暗茶褐色ミガキミガキ３１８９．６８８５２．１８４９６．０８１２５５４Ⅵ１０Ｄ８２

○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．５３１４７．３３７９１．４７３２５０９Ⅵ１０Ｅ８３
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備考赤粒砂粒小礫滑石雲母角閃石長石石英色　　　調調　　　整類座標値取上番号層区
レイアウト
番号

挿図 内外内外ＺＹＸ
○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．６１４３９．３６０８５．１７６１９１１Ⅵ９Ｆ８４

１５

○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．５３７３７．０１３４７．３１７１２２７Ⅵ５Ｆ８５
○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３－－－一括Ⅵ－－８６
○○○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８８．９９６２２．１４６２１．７２７１１０５Ⅵ３Ｇ８７
○○○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．４７８４２．０９１７３．７０１２２７３Ⅵ８Ｅ８８

○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ３
１８９．４９２４６．２２１９４．８２４２８１９Ⅵ１０Ｅ

８９ １８９．４７２４６．０１６９５．５２９３１０６Ⅵ１０Ｅ
１８９．４８８４６．１３７９５．００３２８２０Ⅵ１０Ｅ

○○○○○灰黄茶褐色灰黄茶褐色ミガキミガキ３１８９．３７１２７．８３４３７．５５０１９４７Ⅵ４Ｇ９０
○○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ３１８９．５２４４６．８０４９４．７４４２５２７Ⅵ１０Ｅ９１

○○○赤茶褐色赤茶褐色ミガキミガキ３１８９．２８８３５．８４５１７．６２２１７Ⅱ２Ｆ９２ １８９．２６６３２．８４６１７．０８５３８Ⅱ２Ｆ

○○○赤茶褐色赤茶褐色ミガキミガキ３
１８９．０７４２０．４０９２４．４１９１２７２Ⅵ３Ｇ

９３ １８９．１６２３６．１０７１７．１１６８９３Ⅵ２Ｆ
１８９．３５２３３．７２３１９．４１１４５Ⅳ２Ｆ

○○赤茶褐色赤茶褐色条痕後ナデミガキ３

１８９．５７９３８．４６４６６．４９６１６５１Ⅵ７Ｆ

９４
１８９．５５２３８．４３３６６．６０６２１９７Ⅵ７Ｆ
１８９．５７６３８．５９６６６．６１０１６４９Ⅵ７Ｆ
１８９．５７８３８．５３２６６．５４６１６５０Ⅵ７Ｆ
１８９．５３４３８．４０７６６．６２６１６４８Ⅵ７Ｆ

○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ３１８９．３５１２９．４４５４１．９３３１３１２Ⅵ５Ｇ９５
○○○赤茶褐色赤茶褐色－ナデ４１８９．０１２２１．９３１２４．３００１２６６Ⅵ３Ｇ９６

１６

○○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ４

１８９．０３８２０．８９３２４．９１０１２７６Ⅵ３Ｇ

９７

１８９．０６５２０．８６０２４．５１７１４０６Ⅵ３Ｇ
１８９．０８４２１．４３３２５．１６２１２７９Ⅵ３Ｇ
１８９．０３７２１．２６３２４．７１５１１４５Ⅵ３Ｇ
１８９．０４１２０．９２５２３．７４９１２６７Ⅵ３Ｇ
１８８．９６２２１．０１９２３．６２６１１３８Ⅵ３Ｇ
１８９．０１４２０．１６６２２．３６７１２６９Ⅵ３Ｇ
１８９．０８８２０．８３７２４．０４７５２６Ⅵ３Ｇ
１８９．０６２２０．８５２２４．５４６１２８１Ⅵ３Ｇ
１８９．０５８２０．４０５２４．７８９１２７４Ⅵ３Ｇ
１８８．８８４１８．０３５２３．８６０１２９３Ⅵ３Ｈ
１８９．０００２１．１０１２４．１００１１４０Ⅵ３Ｇ
１８９．０７４２０．４０９２４．４１９１２７２Ⅵ３Ｇ

○○○○暗茶褐色暗茶褐色ナデナデ４１８９．３８８３０．７１８４０．９７１２０４８Ⅵ５Ｆ９８
○○茶褐色茶褐色ナデ条痕後ナデ４１８９．６２９３６．０３６４５．８１０１４９Ⅴ５Ｆ９９

○○○○暗褐色暗褐色ナデ条痕後ナデ４１８９．６２２４２．８２８９５．６３２２４９０Ⅵ１０Ｅ１００
○○○灰黄茶褐色灰黄茶褐色ナデ条痕後ナデ４１８９．５６１３７．４９９４６．９４９２８８１Ⅵ５Ｆ１０１

○○暗褐色暗褐色ナデナデ４１８９．５１２３５．６０１５１．３９４１４８２Ⅵ６Ｆ１０２
○○黄茶褐色黄茶褐色ナデケズリ後ナデ４１８９．５０８４３．９２０７７．０７９２３５５Ⅵ８Ｅ１０３

○○○黄茶褐色灰褐色ケズリケズリ４１８９．５１７４１．１５７４８．３２１１３２Ⅴ５Ｅ１０４
○○○黒茶褐色黄茶褐色ナデケズリ後ナデ４１８９．６７４４７．３６３８１．５９３１８７０Ⅵ９Ｅ１０５
○○○暗褐色灰褐色条痕後ナデケズリ後ナデ４１８９．６５７４３．０１９９５．８６８２４９１Ⅵ１０Ｅ１０６

○○灰茶褐色灰茶褐色条痕後ナデ条痕４１８９．６０８３９．８０１６４．８４５１６４０Ⅵ７Ｆ１０７

○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ４
１８９．３７８４６．２６９９２．０５３２６６２Ⅵ１０Ｅ

１０８ １８９．３７９４６．３５２９１．９８５２６６１Ⅵ１０Ｅ
１８９．４０８４６．２６５９１．８５７２６６０Ⅵ１０Ｅ

○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ５１８９．１０９２４．２２２２２．８１５９５６Ⅵ３Ｇ１０９

○○○灰茶褐色灰茶褐色条痕後ナデナデ５１８９．６３０４１．７９９６７．２９４６９９Ⅳ７Ｅ１１０ １８９．６４９４１．６５７６８．１４８７１２Ⅴ７Ｅ

○○○灰褐色灰褐色条痕後ミガキ条痕後ナデ５

１８９．６３６４０．９６０６９．９９９７２６Ⅳ７Ｅ

１１１

１７

１８９．５２９３７．３１１５０．９６１１４７６Ⅵ６Ｆ
１８９．６０３４１．４０６６８．３７７１７１２Ⅵ７Ｅ
１８９．６３９４１．０７１７０．０９９１７４１Ⅵ８Ｅ
１８９．６２０４１．５５５６９．６８０１８５３Ⅵ７Ｅ
１８９．５９５４１．５１３６９．６４４１８５１Ⅵ７Ｅ
１８９．６３９４１．８４６６９．５０２７２８Ⅵ７Ｅ
１８９．６１１４１．４５９６９．４２０１６７８Ⅵ７Ｅ
１８９．６５４４１．４４９６８．５１８７１４Ⅵ７Ｅ
１８９．６１９４１．２６１６９．０９５１６９９Ⅵ７Ｅ
１８９．６７０４３．８７２６９．９３４７４０Ⅵ７Ｅ
１８９．５８１３２．５８３５０．２５４１４９３Ⅵ６Ｆ
１８９．６４４４１．９８８６９．７８２７３３Ⅵ７Ｅ

○○○灰褐色灰褐色ミガキ条痕後ナデ５

１８９．６１２４１．９１８６９．１０９１６９１Ⅵ７Ｅ

１１２

１８９．６３９４１．８４６６９．５０２７２８Ⅵ７Ｅ
１８９．６４７４１．２７６６９．０１７７２０Ⅵ７Ｅ
１８９．６５６４１．８１２６９．１２１１６９３Ⅵ７Ｅ
１８９．５２９３７．３１１５０．９６１１４７６Ⅵ６Ｆ
１８９．６２３４１．５５５６９．８９８１８４２Ⅵ７Ｅ
１８９．６８２４２．２２０６９．８９８７３１Ⅵ７Ｅ

○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ５１８９．６１５４７．６７１８８．０３６１８９４Ⅵ９Ｅ１１３ １８９．５１６４７．１９１９５．４４１２５３０Ⅵ１０Ｅ

○○○灰茶褐色灰茶褐色条痕後ナデナデ５１８９．６８６４４．２６３７４．３４６８３７Ⅴ８Ｅ１１４ １８９．６０３４４．９９４７０．３１３２４２５Ⅵ８Ｅ
○○○暗黄茶褐色暗黄茶褐色ミガキナデ５－－－一括－－－１１５
○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ５１８９．１０９２４．２２２２２．８１５９５６Ⅵ３Ｇ１１６

○○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキナデ５１８９．４６７３３．３２２４７．１７４１４６３Ⅵ５Ｆ１１７ １８９．５５６３３．２９４５５．１１６１５２０Ⅵ６Ｆ

○○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキナデ５

１８９．６１０４１．４３６６９．４９６１６７７Ⅵ７Ｅ

１１８

１８９．５２９３７．３１１５０．９６１１４７６Ⅵ６Ｆ
１８９．５９５４１．５１３６９．６４４１８５１Ⅵ７Ｅ
１８９．５６１４１．２６０６９．６１１１６７２Ⅵ７Ｅ
１８９．６１８４１．１８６７０．０１５１８４０Ⅵ８Ｅ
１８９．６２１４１．７５５７０．１８７１７３９Ⅵ８Ｅ
１８９．６０６４１．５８４６８．６４２７１５Ⅵ７Ｅ
１８９．６５４４１．４４９６８．５１８７１４Ⅵ７Ｅ
１８９．６０６４１．３３２６８．５８１７１６Ⅵ７Ｅ

○○○灰褐色黄茶褐色ミガキ条痕後ナデ５１８９．５１６３３．９１４４８．４６５１４６４Ⅵ５Ｆ１１９ １８９．４６７３３．３１１４９．１４６２０３７Ⅵ５Ｆ
○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデ－５１８９．８０２４８．８２７５９．９５７２９７５Ⅵ６Ｅ１２０

○○○灰褐色赤茶褐色ナデナデ５１８９．３４３３３．９７６１９．１７４４３Ⅳ２Ｆ１２１ １８９．２５６３３．８０８１７．２７１５６７Ⅴ２Ｆ

○○灰黄茶褐色灰黄茶褐色ミガキミガキ６
１８９．５９２４１．３５３６９．２０８１８４７Ⅵ７Ｅ

１２２

１８

１８９．５５９４１．２６０６９．２６１２２０８Ⅵ７Ｅ
１８９．６２４４１．７５５６６．６６７１７２４Ⅵ７Ｅ

○○○暗褐色暗褐色ミガキミガキ６

１８９．６４９４０．７３７６９．３０１７２２Ⅳ７Ｅ

１２３

１８９．６３９４１．８４６６９．５０２７２８Ⅴ７Ｅ
１８９．５８５４１．１１４６９．８９３１８４１Ⅵ７Ｅ
１８９．６３１４１．７７８６９．３６１１６８５Ⅵ７Ｅ
１８９．６０７４０．９１９６８．９６３１６６７Ⅵ７Ｅ
１８９．５８７４０．９０５６８．８４２１６６６Ⅵ７Ｅ
１８９．５７８４０．８２５６８．３５１１６６５Ⅵ７Ｅ
１８９．５２９３７．３１１５０．９６１１４７６Ⅵ６Ｆ
１８９．５３０４０．８７９６８．２４１２２１０Ⅵ７Ｅ
１８９．５９２４１．１９９６８．６２１１７０６Ⅵ７Ｅ
１８９．６１０４１．４３６６９．４９６１６７７Ⅵ７Ｅ
１８９．５９２４１．４７５６９．５８３１８４９Ⅵ７Ｅ
１８９．６３２４１．６５４６９．１１４１８５８Ⅵ７Ｅ



－１３０－

��������	
�����������

備考赤粒砂粒小礫滑石雲母角閃石長石石英色　　　調調　　　整類座標値取上番号層区レイアウト
番号挿図 内外内外ＺＹＸ

○○○暗褐色暗褐色ミガキミガキ６

１８９．５７０４０．３２５６８．６０１１６６４Ⅵ７Ｅ

１２３

１８

１８９．６２２４１．０８２６９．９２３１６７４Ⅵ７Ｅ
１８９．５５８４２．０８９６９．８３８１６８７Ⅵ７Ｅ
１８９．６３２４１．６５４６９．１１４１８５８Ⅵ７Ｅ
１８９．６９５４２．３１０６９．６４０７３５Ⅳ７Ｅ
１８９．６１９４１．１７３６９．１０７１７００Ⅵ７Ｅ
１８９．５９７４０．８４９６９．４４４１６６９Ⅵ７Ｅ
１８９．５８５４１．１１４６９．８９３１８４１Ⅵ７Ｅ
１８９．５７０４１．１２２６９．１６９１８４５Ⅵ７Ｅ
１８９．６５４４１．４４９６８．５１８７１４Ⅴ７Ｅ
１８９．５９６４０．９５６６９．５００１６７０Ⅵ７Ｅ
１８９．６７３４１．６８２６９．０４６７１９Ⅳ７Ｅ
１８９．６０４４０．８６１６９．１１５１６６８Ⅵ７Ｅ
１８９．６５６４０．８３５６９．４６８７２３Ⅳ７Ｅ
１８９．６３４４１．５６４６９．０４５１６９６Ⅵ７Ｅ
１８９．５６７４１．２０５６８．４８５１７０９Ⅵ７Ｅ
１８９．５９９４１．３３５６８．４７６１８６０Ⅵ７Ｅ
１８９．６６３４１．７２６６９．７３７１６８２Ⅵ７Ｅ
１８９．５７８４１．７５１６９．６１７１６８３Ⅵ７Ｅ
１８９．５４３３９．７２６６２．７９２１６０３Ⅵ７Ｆ

○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキミガキ６１８９．５２９３７．３１１５０．９６１１４７６Ⅵ６Ｆ１２４

○○○赤茶褐色赤茶褐色ミガキミガキ６１８９．７４３４２．９４８５３．２３７１８２Ⅴ６Ｅ１２５ －－－一括Ⅴ－－
○○黒褐色黒褐色ミガキミガキ６１８９．４７７３５．９８６４４．０１０２６０３Ⅵ５Ｆ１２６

○○赤茶褐色赤茶褐色ミガキミガキ６１８９．５４７４２．３５５４８．４３０２６１０Ⅵ５Ｅ１２７ －－－一括－－－
○○黄茶褐色黄茶褐色ミガキミガキ６１８９．４５４３４．９７５４２．７０８４７８Ⅴ５Ｆ１２８
○○黄茶褐色黄茶褐色－－６－－－一括Ⅴ－－１２９

○○○赤茶褐色赤茶褐色ミガキミガキ６１８９．５５３３９．３４６５０．２６５２９０３Ⅴ６Ｆ１３０
○○○赤茶褐色黒褐色ミガキミガキ６１８９．６１５３３．５０３６１．７６１１５８６Ⅵ７Ｆ１３１
○○○赤茶褐色赤茶褐色ミガキナデ７１８９．２４９３２．５２８１９．７１２９０９Ⅵ２Ｆ１３２
○○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ７１８９．４９７４７．２３６１００．６１６２７７７Ⅵ１１Ｅ１３３
○○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ７１８９．２１６３６．６１４１９．８２９９１８Ⅵ２Ｆ１３４

○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ７１８９．４４７２５．１９４４１．２６４１３５１Ⅵ５Ｇ１３５
○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ７１８９．４２３３０．６５２３９．６４１１３９３Ⅵ４Ｆ１３６

○○○黒褐色黒褐色ミガキナデ８－－－一括－－－１３７
○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ８１８９．６２８３８．２７６６７．０６８７５６Ⅳ７Ｆ１３８

○○灰茶褐色灰茶褐色ミガキナデ８１８９．３３４３６．３５０５１．３２８２９０９Ⅵ６Ｆ１３９
○○○黒褐色黒褐色ナデナデ８１８９．４５８４０．６９６７７．６５５２２７９Ⅵ８Ｅ１４０
○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ９１８９．５４９４４．３２６８３．１７４３０９Ⅴ９Ｅ１４１

１９

○○○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ９１８９．５９０４４．１２７９６．８８２２７２０Ⅵ１０Ｅ１４２ １８９．５４５４３．０６７９７．６２２２７２２Ⅵ１０Ｅ
○○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ９－－－一括－－－１４３

○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ９１８９．３１３２６．９３２３２．９２５１０１５Ⅵ４Ｇ１４４
○○○○黄茶褐色赤茶褐色ナデナデ９１８９．６６７４１．６４９７３．９１３２５０Ⅴ８Ｅ１４５

○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ９－－－一括Ⅵ－－１４６
○○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ９１８９．５５６３３．１９８６１．９９１１５８７Ⅵ７Ｆ１４７
○○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ９１８９．３９８３３．９７０４１．８４４１２００Ⅵ５Ｆ１４８

○○灰茶褐色灰茶褐色ナデミガキ９１８９．２８９３０．９３９４６．４１４２３２５Ⅵ５Ｆ１４９ １８９．２６１３０．９１６４６．３３３３１８８Ⅵ５Ｆ
○○赤茶褐色赤茶褐色ナデナデ９１８９．５５１４０．２７７６７．４２３１７１８Ⅵ７Ｅ１５０

○○○○暗茶褐色暗茶褐色ミガキ後ナデナデ９１８９．６５４３８．０１３４９．８９４２００Ⅴ５Ｆ１５１ －－－一括－－－
○○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ９１８９．５７８２８．１１５５２．５１９１５３１Ⅵ６Ｇ１５２
○○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ９１８９．５８８４０．７２４４０．６４５１２０Ⅴ５Ｅ１５３

○○○灰黄茶褐色赤茶褐色条痕後ナデ条痕後ナデ９１８９．４１４３８．５６７２２．１４９５９Ⅴ３Ｆ１５４ １８９．２５３３３．３５６１６．１９１３０Ⅳ２Ｆ
○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ９１８９．６５０４２．１６８６８．５４５７１３Ⅳ７Ｅ１５５
○○○黒褐色黄茶褐色ナデナデ９１８９．２９３３３．２９５１８．１２７３９Ⅳ２Ｆ１５６
○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ１０１８９．５０９３８．８２２６７．９８１２２２３Ⅵ７Ｆ１５７

２０

○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ１０１８９．６２５３２．５６７６６．５２３１６２２Ⅵ７Ｆ１５８

○○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ１０
１８９．６５３３６．６８８６３．７１７７７４Ⅳ７Ｆ

１５９ １８９．５９３３７．４２２６４．２９６１６３５Ⅵ７Ｆ
１８９．５３５３５．７７５６７．１４６１６３１Ⅵ７Ｆ

○○○黄茶褐色黄茶褐色ナデナデ１０１８９．６５６３２．５３５６６．７００１６２１Ⅵ７Ｆ１６０ １８９．６３６３２．６４９５６．０４８６７０Ⅴ６Ｆ

○○○暗褐色暗褐色ナデナデ１０１８９．４６３４４．３０６８３．３７１１８７７Ⅵ９Ｅ１６１ １８９．５４８４４．６６６８３．５７３８５６Ⅴ９Ｅ
○○○○暗褐色暗茶褐色ナデナデ１０１８９．５８１３９．８０２７８．１０２１８２４Ⅴ８Ｆ１６２

○○暗褐色暗褐色ナデナデ１０１８９．１８４３５．５６２１７．０１９５６５Ⅴ２Ｆ１６３ １８９．２６３３５．０５０１６．４０６２１Ⅳ２Ｆ
○○○黒褐色黒褐色ナデナデ１０１８９．３７８３１．８６０４７．００５１２５９Ⅵ５Ｆ１６４
○○○○暗茶褐色暗茶褐色ナデナデ１０１８９．３４７２９．６８３４６．１８５２０３０Ⅵ５Ｇ１６５

○○灰褐色灰褐色タタキタタキ１０１８９．６６２４４．８９１８２．５６８２９３Ⅳ９Ｅ１６６
○○灰褐色暗灰褐色ナデナデ１０１８９．７５５５０．４５４６５．７３５２９８８Ⅵ７Ｄ１６７

備考赤粒砂粒小礫滑石雲母角閃石長石石英色　　　調調　　　整類座標値取上番号層区レイアウト
番号挿図 内外内外ＺＹＸ

○○○○明褐色にぶい橙色ミガキミガキ３－－－１１４９０－

１号土坑

２３８

３３

○○○○褐色明褐色ミガキミガキ３－－－１１４８０１１５１１－２３９
○○○○にぶい橙色にぶい橙色ミガキミガキ３－－－一括－２４０
○○○○黒褐色灰褐色ミガキナデ３－－－１１４８４１１４９３－２４１
○○○○○にぶい橙色橙色ミガキミガキ３－－－１１５０４－２４２
○○○○○暗褐色黒褐色ナデナデ３－－－１１４４０１１４８５１１４５７－２４３

○○○○○にぶい橙色灰褐色ナデミガキ３

１９０．０６７５３．５８９２４５．６２０１１２１５Ⅳ２５Ｄ

２５５

３６

１８９．９３８５３．６０７２４５．４５４１１２４８Ⅳ２５Ｄ
１９０．１０８５３．６０６２４５．３８１５１４９Ⅳ２５Ｄ
１８９．７６３５３．８６４２４５．７３８１１３３１Ⅳ２５Ｄ
１８９．８６８５４．０４０２４５．７６６１１３８２Ⅳ２５Ｄ
１８９．７５５５４．０６５２４５．８９４１１３２９Ⅳ２５Ｄ
１９０．０５７５３．７８８２４５．９７１１１２１８Ⅳ２５Ｄ
１９０．０３２５４．１６６２４５．４１７１１２３７Ⅳ２５Ｄ
１９０．１２７５３．６２８２４５．３０３５１２９Ⅳ２５Ｄ

○○○○○○暗褐色黒褐色ミガキミガキ３１９０．１８２５５．１４１２４９．４４８１１１４９Ⅳ２５Ｄ２５６
○○○○○褐色黒褐色ミガキミガキ３１８９．９８０５４．１８４２４１．８１８３６３４Ⅳ２５Ｄ２５７
○○○○にぶい黄橙色浅黄橙色ナデナデ３１９０．２４５６２．８３２２８２．７８０５１６５Ⅳ２９Ｃ２５８

にぶい渇色橙色ナデミガキ３１９０．４１７４３．５４０３８８．４２３７３６３Ⅳ３９Ｅ２５９
○○○○暗褐色黒褐色ナデミガキ３１８９．９１８５４．８３９２２３．９５４１０９２８Ⅳ２３Ｄ２６０
○○○○○にぶい黄橙色橙色ナデ後ミガキミガキ３１９０．１２５６２．８１２２８２．１８２５１７０Ⅳ２９Ｃ２６１
○○○○にぶい褐色にぶい褐色ナデミガキ３１９０．０６２５５．８１８２２７．６４９３２６８Ⅳ２３Ｄ２６２

○○○橙色橙色ナデナデ３１８９．６１８５７．４８４２００．５５１７９７５Ⅳ２１Ｄ２６３
○○○○○にぶい褐色にぶい褐色ナデ後ミガキミガキ３１９０．３４０６４．７５９２９４．３８２１１７９５Ⅳ３０Ｃ２６４
○○○○○赤褐色にぶい赤褐色ナデ後ミガキミガキ３１９０．４０１６３．７２０２９０．２７９１１７４８Ⅳ３０Ｃ２６５
○○○○にぶい橙色にぶい橙色ミガキナデ３１８９．４４８６２．９８７１８３．１４６４９８５Ⅳ１９Ｃ２６６

○○○にぶい褐色暗褐色ナデミガキ・縄文３１９０．１３８４４．６５１３３３．１１５８５１９Ⅳ３４Ｄ２６７

○○○○暗褐色灰褐色ミガキナデ３１８９．９６９６０．４３４２４４．９７１３７３１Ⅳ２５Ｃ２６８ １８９．８８６６０．３５６２４４．９４６５１３５Ⅳ２５Ｃ
○○○○浅黄橙色浅黄橙色ナデナデ３１９０．２６８５８．６３４２８２．３３１１１６１５Ⅳ２９Ｄ２６９
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備考赤粒砂粒小礫滑石雲母角閃石長石石英色　　　調調　　　整類座標値取上番号層区レイアウト
番号挿図 内外内外ＺＹＸ

○○○○橙色橙色ミガキミガキ３１９０．０２７５７．６１１２３７．２４１３５４０Ⅳ２４Ｄ２７０３６
○○○黄橙色浅黄橙色不明不明３１８９．６２３５７．０１１１９４．９０４８００９Ⅳ２０Ｄ２７１

３７

○○○赤褐色赤黒色ミガキミガキ３１９０．１７７５５．０１２２５０．０８０１１１５２Ⅳ２６Ｄ２７２
○○○○○○にぶい褐色にぶい橙色ミガキミガキ３１８９．９９８５７．９３７２３６．１６１３５１７Ⅳ２４Ｄ２７３
○○○○浅黄橙色浅黄橙色ミガキナデ・ミガキ３１９０．２６６６３．３０１２８２．８６２５１６３Ⅳ２９Ｃ２７４
○○○○○にぶい褐色橙色ミガキ不明３１９０．２７６６０．２９９２８６．５５９１１６４９Ⅳ２９Ｃ２７５
○○○○○浅黄橙色橙色ミガキミガキ３１８９．８３７５４．７７２２１３．５４５３８５２Ⅳ２２Ｄ２７６

○○○黒褐色褐色ナデミガキ３１９０．１４７５９．４３８２８６．２５６１１６４８Ⅳ２９Ｄ２７７
○○○黒褐色明赤褐色ナデミガキ３１９０．１５４５１．５１１２４４．６２７３６０６Ⅳ２５Ｄ２７８

○○○○にぶい褐色橙色ナデナデ３１８９．６１３５７．２６３２０２．７０８４１７７Ⅳ２１Ｄ２７９
○○○○黄橙色黄橙色不明不明３１９０．１６１５４．８２６２４４．４７２３６６７Ⅳ２５Ｄ２８０

○○○にぶい橙色黄橙色ナデナデ３１９０．３１７６２．４４０２８５．６０３１１６７４Ⅳ２９Ｃ２８１
○○○○○にぶい橙色にぶい橙色貝殻条痕貝殻条痕２１８９．２２９６１．７２９１８４．３３４１０３５８Ⅳ１９Ｃ２８２
○○○○暗赤褐色暗赤褐色不明ナデ４１９０．１７９５０．５１３２４１．８２０３５７２Ⅳ２５Ｄ２８３
○○○○明赤褐色橙色ミガキミガキ１０１９０．０６４４８．４５１２４７．２８２１１９４７Ⅳ２５Ｅ２８４
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備考赤粒砂粒小礫滑石雲母角閃石長石石英色　　　調調　　　整類座標値取上番号層遺構名レイアウト
番号挿図 内外内外ＺＹＸ

○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ甕－－－一括－

ＳＨ１

３３２

５５

○○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ甕－－－５３３６　５１１７－３３３
○○○○○黒褐色褐色ナデナデ甕－－－５３９９－３３４
○○○○○黄橙色黒色ナデナデ甕－－－５３４４－３３５
○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ甕－－－５３２２－３３６
○○○○○黒褐色褐色ハケメハケメ甕－－－５３１１－３３７

○○○黄橙色黄橙色ナデナデ甕－－－一括－３３８
○○○にぶい赤褐色にぶい橙色ナデハケメ後ナデ甕－－－５４１８－３３９

○○○○褐色褐色ナデナデ壺－－－ＳＨ１－１０－３４０
○○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ壺－－－ＳＨ１－１　ＳＨ１－ＳＫ－３４１

○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ壺－－－５３２７－３４２
○○○○○にぶい黄橙色黄橙色ナデナデ鉢－－－ＳＨ１－ＳＫ－３４３
○○○○○褐色橙色ナデナデ高坏－－－ＳＨ１－４－３４４
○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ高坏－－－ＳＨ１－６－３４５

○○○黄橙色赤色ナデナデ高坏－－－ＳＨ１－７　５３８３－３４６
○○○赤褐色赤褐色ナデナデ坩－－－一括－３４７

○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ坩－－－一括－３４８
○○○赤色橙色ナデナデ坩－－－５３５８　５３６８－３４９

○○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ手づくね（鉢）－－－５３０８　５３２０　５４??－３５０

○○○赤褐色にぶい赤褐色ナデナデ甕－－－１１８１５　１１８１２　１１８７８－

ＳＨ９

３５４

５８

１１８０６
○○○橙色にぶい赤褐色ナデナデ甕－－－１１８６６－３５５
○○○○赤褐色黒褐色ナデナデ甕－－－１１８０２－３５６
○○○○○橙色橙色ナデナデ甕－－－１１８０７－３５７
○○○○にぶい黄褐色にぶい黄褐色？ナデ甕－－－１１８３４－３５８
○○○○暗褐色明赤褐色ナデナデ甕－－－１１８４６－３５９
○○○○にぶい褐色にぶい橙色ナデナデ甕－－－１１８４４－３６０
○○○○赤褐色橙色ナデハケメ後ナデ甕－－－１１７９７－３６１

○○○にぶい橙色黄橙色ナデナデ壺－－－１１８３８－３６２

○○○○橙色明赤褐色ナデナデ壺－－－１１８６７　１１８４０　１１８７０－３６３ １１８２０
○○黒褐色橙色ナデナデ壺－－－１１８６２　１１８６３　１１８６８－３６４
○○○○黒褐色黄橙色ナデナデ壺－－－１１８１６　１１８??－３６５

５９ ○○○○赤褐色にぶい赤褐色ナデナデ壺－－－１１８４２－３６６
○○○灰白色にぶい黄橙色ナデハケメ後ナデ鉢－－－１１８０３－３６７

○○○○にぶい赤褐色赤褐色ナデナデ鉢－－－１１８４３－３６８

○○○○○○にぶい褐色にぶい褐色ナデハケメ後ナデ甕－－－

１０１６１　１０１４７　１０１８０

－

ＳＨ５

３６９

６２

１０１７０　１０１７２　１０１７７
１０１７１　１０１８２　１０１８３
１０１７８　１０１８１　１０１６４
１０１６９　１０１６２　９７３３
１０１６０　１０１６６
１０１７９　一括

○○○○○黄橙色黄橙色・赤色ナデハケメ後ナデ甕－－－９６７６　９１９５　９６６７－３７０ －－－９６６９　一括－
○○○○淡黄色黄橙色ハケメ後ナデハケメ後ナデ甕－－－９７４９－３７１
○○○○○黄橙色黒褐色ナデナデ甕－－－９７４５－３７２
○○○○○赤褐色黄橙色ナデナデ甕－－－９１５２　８６３６　９７５５－３７３
○○○○○黄橙色にぶい黄橙色ナデ強いナデ甕－－－９１１８－３７４
○○○○○黄橙色黒褐色ナデナデ甕－－－９９４６－３７５
○○○○黒褐色赤褐色ナデハケメ後ナデ甕－－－一括－３７６

６３

○○○○黒褐色黒褐色ナデナデ甕－－－９７６８－３７７
○○○○○褐色黄橙色ナデナデ甕－－－９７５４　９７５３　一括－３７８
○○○○黄橙色赤色ナデナデ甕－－－８６３８－３７９
○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ甕－－－８６４５－３８０
○○○浅黄橙色浅黄橙色ナデナデ壺－－－９７２４－３８１

○○○○黄橙色黄橙色ナデハケメ後ナデ壺

－－－９６９０　９６９４　９６９５－

３８２
－－－９１９３　９６８５　９６７５－
－－－９６７４　９１８１　９１７５－
－－－９１８０　９１８２　９１７６－
－－－９１７１　９１７７　一括－

○○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ壺－－－９７４１－３８３
○○○黄橙色黄橙色ナデナデ壺－－－９１４２－３８４
○○○○にぶい橙色浅黄橙色ナデハケメ後ナデ鉢－－－１０１５２　１０１５３　８８５９－３８５

○○○○橙色橙色ナデナデ鉢－－－９７１６　９７１４　９７１７－３８６ －－－一括－
○○○浅黄橙色浅黄橙色ナデナデ鉢－－－９７４３９１３５－３８７

○○○○浅黄橙色浅黄橙色ナデハケメ後ナデ壺－－－

９９４８　９７３２　９７２７

－３８８

６４

９７２５　９９３２　１０１５１
９７０７　９７０８　９９２２
９７０４　９９８９
９７０２　９６９９

○○○○橙色橙色ナデナデ後ミガキ高坏－－－９１２７　９１２８－３８９
○○○○黒褐色黒褐色ナデナデ高坏－－－一括－３９０
○○○○暗赤灰色明赤褐色ナデナデ高坏－－－９６７０－３９１

○○○○にぶい橙色橙色ナデハケメ後ナデ高坏－－－９１９４　９７３３　９１３１－３９２ －－－９７３４　一括－
○○○○浅黄橙色浅黄橙色ナデナデ坩－－－一括－３９３
○○○○にぶい橙色橙ナデナデ坩－－－９７２１－３９４

○○○○橙色橙色ナデナデ坩

－－－１０１５４　９１９０　９９４３－

３９５ －－－９９４５　９９３９　９９３８－
－－－９９４１　９９３７　９９４０－
－－－一括－

○○○赤色赤色ナデナデ坩・注口付－－－９９２３　９９３０　９７２３－３９６ ９７１８
○○○○橙色明赤褐色ナデ不明坩－－－一括－３９７
○○○浅黄橙色黒色指ナデ指ナデ手づくね（鉢）－－－９７２２－３９８
○○○○暗褐色黒褐色ナデハケメ後ナデ甕－－－１０１８６　１０２０６　一括－

ＳＨ６
４００

６７ ○○○○○橙色黒褐色ハケメ後ナデハケメ後ナデ甕－－－８５９２－４０１
○○○○にぶい黄橙色橙色不明ナデ甕－－－８６００　８５８１　８５??－４０２
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備考赤粒砂粒小礫滑石雲母角閃石長石石英色　　　調調　　　整類座標値取上番号層遺構名レイアウト
番号挿図 内外内外ＺＹＸ

○○○○○黄橙色橙色ナデナデ甕－－－９６４７－

ＳＨ６

４０３

６７

○○浅黄橙色浅黄橙色ナデナデ壺－－－８６１２－４０４
○○○○○浅黄橙色にぶい黄橙色ナデハケメ後ナデ壺－－－８５７４　８５７５－４０５
○○○○黒褐色橙色不明ハケメ後ナデ壺－－－９１０７　１０２１４　９１０６－４０６
○○○橙色橙色ナデナデ高坏－－－８５９５－４０７
○○○○橙色橙色ナデナデ高坏－－－８２１８－４０８
○○○○明褐灰色にぶい褐色ナデナデ坩－－－８６０８－４０９
○○○○○橙色浅黄橙色ナデナデ・ミガキ坩－－－ＳＨ７－ＳＫ－

ＳＨ７

４１３６９
○○○○にぶい橙色黒褐色ナデナデ甕－－－９４５９　９４６８－４１４

７１

○○○○にぶい赤褐色黒褐色ナデハケメ甕－－－９４７１　９９７２　９８７４－４１５
○○○○浅黄橙色黄橙色ナデケズリ後ナデ甕－－－９４８４－４１６

○○○○にぶい黄橙色黄橙色ナデハケメ後ナデ甕－－－
９３７４　９３７５　９３７８

－４１７ ９４５８　９４６２　９３７１
９３７６

○○○○○橙色橙色ナデナデ壺－－－８５４３－４１８

○○○○○浅黄橙色浅黄橙色ハケメ後ナデナデ壺－－－

８５５０　９３８?　８５５２

－４１９
９４６５　８５１１　８５２２
９４６９　９３７９　９４６４
９３６８　９９６８　９４３８
８５１６　９９６７　８５０５

○○○○にぶい橙色橙色ナデハケメ後ナデ壺－－－９３５６－４２０
○○○黄橙色黄橙色ナデナデ台付鉢－－－９４７４　９８７３－４２１
○○○○にぶい橙色橙色ナデナデ台付鉢－－－９４７３－４２２
○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ高坏－－－９４８１－４２３

○○赤色赤色ナデケズリ後ナデ高坏－－－９４７２－４２４
○○赤色赤色ナデケズリ後ナデ高坏－－－８４８５－４２５

○○○○橙色橙色ナデナデ坩－－－９４３９－４２６
○○浅黄橙色浅黄橙色ナデナデ手づくね（鉢）－－－一括－４２７

○○○○橙色橙色指押さえ指押さえ手づくね（鉢）－－－９３５３－４２８
○○○○浅黄橙色浅黄橙色ナデナデ甕－－－８０７８－

ＳＨ３

４３０

７４

○○○○橙色黄橙色ナデナデ甕－－－８０７０－４３１
○○○○橙色褐色ナデナデ甕－－－ＳＨ３－ＳＫ－４３２
○○○○○にぶい黄橙色明褐色ナデナデ甕－－－９８９０－４３３

○○○○黄橙色浅黄橙色ナデナデ甕－－－９５５３　９５４８－４３４ ９５５１
○○○○浅黄橙色黄橙色ナデナデ甕－－－９３９７－４３５
○○○○○浅黄橙色にぶい橙色ナデナデ甕－－－８９３１　８１３５　６２６３－４３６

○○○○浅黄橙色黒褐色ハケメ後ナデハケメ後ナデ甕－－－
６１９３　６１９７　６１９２

－４３７ ６１９１　７３９３　７２９２
８０６５　６１?７

○○○○にぶい褐色明赤褐色ナデナデ甕－－－６２６７－４３８
○○○○橙色にぶい橙色ナデナデ甕－－－ＳＨ３－Ｐ１－４３９

○○○○○浅黄橙色橙色不明ナデ甕－－－９５１４　９５５９　６１３６－４４０

７５

６２１０　８０６５　７２７５
○○○○にぶい褐色にぶい橙色ナデナデ甕－－－ＳＨ３－ＳＫ－４４１
○○○○にぶい褐色橙色ナデナデ甕－－－８０７７－４４２
○○○○橙色浅黄橙色ナデナデ甕－－－１０１４５　８９４５　１００４４－４４３
○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ壺－－－９６３６－４４４
○○○○浅黄橙色橙色ナデナデ壺－－－９５５０－４４５
○○○○○黄橙色黄橙色ハケメ後ナデナデ壺－－－ＳＨ３－Ｐ１－４４６
○○○○黄橙色黄橙色ナデハケメ後ナデ壺－－－６３２１　１０１１３－４４７
○○○○黄橙色黄橙色ナデハケメ後ナデ壺－－－９５０８　９９０１－４４８
○○○○にぶい橙色浅黄橙色ナデ指ナデ壺－－－９０５４　８１５０　８１５１－４４９
○○○○赤褐色黄橙色不明ナデ壺－－－９８９５－４５０
○○○○明褐色橙色不明ナデ壺－－－８９８３－４５１
○○○○○赤褐色赤褐色ナデナデ鉢－－－９８９１－４５２
○○○○○浅黄橙色浅黄橙色ハケメ後ナデケズリ後ナデ鉢－－－ＳＨ３－ＳＫ－４５３

○○○○灰白色灰白色ナデハケメ後ナデ鉢－－－８９６８　８０９５－４５４ ９８２９　８１２４

○○○黄橙色黄橙色ナデナデ高坏－－－
１０１３６　１００８９　９８９７

－４５５

７６

９８４２　９８４８　９８５０
９６０５　９５４３

○○黄橙色黄橙色ミガキナデ後ミガキ高坏－－－９５７７　９０１５－４５６

○○○黄橙色黄橙色ナデナデ高坏－－－９５８８　６１６７　９５９３－４５７ ９５９０　１０１２６
○○○赤褐色赤褐色ナデハケメ後ナデ高坏－－－８１５３－４５８
○○○茶褐色明茶褐色不明ナデ高坏－－－６２４?－４５９

○○○灰褐色褐色ハケメ後ナデハケメ後ナデ高坏－－－１０１３１　１０１２７　９８６４－４６０ ９６３２　１００９６

○○○赤褐色赤褐色ナデ後ミガキハケメ後ナデ高坏－－－９６２４　９４１４　７２８０－４６１ １００１０
○○○赤灰色赤灰色ナデナデ高坏－－－６２７８　８１１３－４６２
○○○黄橙色黄橙色ナデナデ高坏－－－８０８１　Ｅ３７　一括－４６３
○○赤褐色赤褐色ナデヘラケズリ後ナデ高坏－－－６１１５　６１３２－４６４
○○○褐色暗褐色ナデナデ後ミガキ高坏－－－９０５７－４６５
○○○橙色赤褐色ナデナデ高坏－－－６２１７－４６６
○○○黄橙色橙色ナデハケメ後ナデ高坏－－－７３１８－４６７

○○○黄橙色黄橙色ナデナデ高坏－－－
１０１２４　１０１４８　１０１２２

－４６８ １０１２２　１０１３８　１０１３７
９６２９　９３９４　一括

○○○黄橙色黄橙色ナデナデ高坏－－－９６０３　９００８－４６９
○○○○○黒褐色黒褐色ナデナデ坩－－－８９２７　８９２８－４７０
○○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ坩－－－９８５６　一括－４７１
○○○○○黄橙色赤褐色ナデナデ坩－－－一括－４７２
○○○○○黄橙色赤褐色ナデナデ坩－－－一括－４７３

○○○○黄橙色黄橙色不明ナデ坩－－－１０１１０　９９１５　１００?－４７４ １００４３　１００８７　９５０１

○○○○黄橙色赤褐色ハケメ後ナデナデ坩－－－７３３９　６２６１　７３３７－４７５ ７３３８
○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ坩－－－９５４０－４７６
○○○○黒褐色赤色ナデナデ坩－－－６１１０　９８８９－４７７
○○○○○黄橙色黄橙色ケズリ後ナデナデ壺－－－１０１４８－４７８
○○○○○赤褐色黄橙色ナデナデ手づくね（鉢）－－－６１２２－４７９

○○黒褐色褐色ナデナデ不明－－－１０１０２－４８０
○○○○黄橙色黄褐色ナデナデ甕－－－８２１５－

ＳＨ８
４８６

７８ ○○○○○黄褐色黄褐色ナデナデ壺－－－９８８５　９８８７　９４９０－４８７
○○○○赤褐色褐色ナデナデ後ミガキ手づくね・小型鉢－－－９４９１－４８８
○○○○○褐色褐色ナデナデ甕－－－６３６１　８７３４－

ＳＨ４

４８９

８１

○○○○○にぶい橙色褐色ナデハケメ後ナデ甕－－－

８８３３　８８５８　８８７８

－４９０

８８６７　９９６２　８８７３
７１３７　８７０５　８７０４
９８０５　８８３２　８８６６
８８５９　９９５７　８８１９
９９７３　９９７０　８８８０
９８０１　９８０３　８８６６

○○○○○橙色明赤褐色ハケメ後ナデハケメ後ナデ甕－－－

６３７４　６３４３　６３７３

－４９１ ８８４４　８７４１　８７１７
８７９１　９７５１　８７３８
８７４８　８７５３　６３６０
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○○○○○橙色明赤褐色ハケメ後ナデハケメ後ナデ甕－－－

６３５３　６３４０　８８６５

－

ＳＨ４

４９１

８１

８１４３　８７４０　８７１５
８７２９　８７１４
８８６１　８７２４　８８３８

○○○○浅黄橙色橙色ナデナデ甕－－－８８９６－４９２
○○○○橙色明赤褐色ナデナデ甕－－－９７８６－４９３
○○○○橙色橙色ナデナデ甕－－－９８０６－４９４
○○○○○浅黄橙色浅黄橙色ナデナデ甕－－－６４０３－４９５
○○○○○にぶい橙色橙色ナデナデ甕－－－６４０９－４９６
○○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ壺－－－９０８６　９９８１－４９７
○○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ壺－－－７２５８　７２５９－４９８

○○○浅黄橙色黒褐色ナデナデ壺－－－１０２１８－４９９

○○○○赤色上：暗赤褐色
下：橙色ナデハケメ後ナデ甕－－－

９５７４　１００３３　６５０５

－５００

８２

８９１８　８３０２　８９１２
７１６３　８９１４　９０６９
９９７４　８６３８　８８９１
９９７７　６０７４　９９５４
８９００　９７８９　８９００
９９５８　一括

○○○○○黄橙色黄橙色ナデキザミ・ナデ壺－－－９７９５－５０１

○○○○褐色赤褐色ナデキザミ・ナデ壺－－－８６９６－５０２ ９８１２
○○○○黒色褐色ナデハケメ後ナデ壺－－－９７９６　９０８７　６３５０－５０３
○○○○にぶい赤褐色橙色ナデハケメ後ナデ壺－－－８８１７－５０４
○○○○にぶい赤褐色橙色ナデハケメ後ナデ壺－－－７１２３－５０５
○○○橙色橙色不明ナデ壺－－－８８４８　８８４７－５０６
○○○○にぶい褐色褐色不明ハケメ後ナデ壺－－－Ｅ３９Ⅳ－５０７

○○○○にぶい橙色赤黒色ナデハケメ後ナデ壺－－－

９７８１　１００５６　１００５７

－５０８

９８２２　１００５２　９８１８
８８８２　９７７９　９７７８
９７８０　９８０７　９７８５
９８８７　９７８３　１００５８
９７９７　９８２２　１００５７
９７８４　９７８７

○○○○○黄橙色黄橙色ハケメ後ナデハケメ後ナデ壺－－－６３５４　８５００－５０９ ８９０１　９０６７　９０６８
○○○○橙色黄橙色ナデナデ壺－－－９９６１－５１０

８３

○○○○○暗赤褐色橙色ナデハケメ後ナデ壺－－－

９９６６　９９８７　１００３５

－５１１

１００５０　９９６７　６３８１
９９８３　９７９０　９７９１
９７７５　９８１７　９８２０
１００３６　９８１５　９８１６
一括

○○○○黄橙色黄橙色ナデハケメ後ナデ壺－－－６３７４　６３６９　６４０３－５１２
○○○○橙色橙色ケズリ後ナデケズリ後ナデ鉢－－－７１１１　６３９７－５１３
○○○○浅黄橙色浅黄橙色ナデナデ鉢－－－６４６９　１０２２１－５１４

○○○○○橙色橙色ナデナデ後ミガキ鉢－－－９０７２　８９０６　９０８２－５１５ ９８０８
○○○○橙色橙色ナデナデ鉢－－－７１２８－５１６

○○○○明赤褐色明赤褐色ナデナデ高坏－－－

７１１３　８８７５　８８７６

－５１７ ８８７１　６４９５　７１１２
８８７２　９８０２　８８７４
６４９８

○○○○黄橙色にぶい橙色ナデナデ高坏－－－８９０５　９０９０　１００１９－５１８ ６３８４
○○○○明褐色浅黄橙色ナデナデ高坏－－－１００１７－５１９
○○○○○にぶい橙色赤色ナデナデ高坏－－－８８３４－５２０
○○○○にぶい黄橙色黄橙色ナデケズリ後ナデ高坏－－－８８２１　１００２８　８７０８－５２１

○○○○○浅黄橙色赤褐色ナデナデ高坏－－－７１５７　７１３９　７１６３－５２２ ６４５２　６４７６
○○○○淡橙色橙色不明ナデ坩－－－８８２８－５２３
○○○○○浅黄橙色橙色ナデナデ坩－－－一括－５２４
○○○○○にぶい橙色浅黄橙色ナデナデ坩－－－６４４６－５２５

○○○赤褐色赤褐色ナデ・ミガキナデ坩－－－７１４１－５２６
○○○○○赤褐色赤褐色ナデナデ坩－－－６５２５　６４２５－５２７
○○○○○浅黄橙色浅黄橙色ナデナデ後ミガキ坩－－－６５１１　７７７７－５２８
○○○○○赤褐色赤褐色ナデナデ坩－－－６３４７－５２９

○○○○○暗褐色褐色ナデ後ミガキケズリ後ミガキ深鉢－－－５４５７　５４５１　５４４９－

ＳＨ２

５３３

８７

５４６２　５４４５　５３?０
○○○○黒褐色黒褐色ミガキミガキ深鉢－－－８７９３　５４３２－５３４
○○○○にぶい橙色にぶい橙色ナデナデ深鉢－－－５５０９－５３５
○○○橙色黒褐色ミガキミガキ深鉢－－－５５３８－５３６

○○○○褐色にぶい褐色ミガキミガキ深鉢－－－５５２２－５３７ ５４３６
○○○○にぶい褐色にぶい褐色ミガキミガキ深鉢－－－５４２７－５３８
○○○黒褐色にぶい赤褐色ミガキミガキ深鉢－－－８８１４－５３９
○○○赤褐色明赤褐色ナデ後ミガキミガキ深鉢－－－５４９９－５４０
○○○○明赤褐色黒褐色ナデミガキ深鉢－－－５４８２－５４１
○○○○にぶい褐色にぶい褐色ミガキミガキ深鉢－－－５４９０－５４２
○○○○橙色にぶい橙色ミガキミガキ深鉢－－－５５１８－５４３
○○○○橙色にぶい褐色ミガキミガキ深鉢－－－５４３３－５４４
○○○暗赤褐色赤褐色ミガキミガキ深鉢－－－５４８０－５４５
○○○にぶい赤褐色赤褐色ナデ・ミガキミガキ深鉢－－－８７７１－５４６
○○○黄橙色黄橙色不明ミガキ深鉢－－－５５２７－５４７

○○浅黄橙色にぶい橙色ナデハケメ不明－－－５５０８－５４８
○○○○○にぶい褐色明赤褐色ナデ・指押さえハケメ後ナデ壺－－－Ｄ・Ｅ－１９　ＳＫ２－２号土坑５４９８８
○○○○○黒褐色にぶい橙色ハケメ後ナデハケメ後ナデ甕－－－９３４２－

３号土坑

５５０

８９

○○○○○浅黄橙色浅黄橙色ハケメ後ナデハケメ後ナデ甕－－－９３４９－５５１
○○○○○にぶい褐色浅黄橙色ナデハケメ後ナデ甕－－－９３４３－５５２
○○○○○にぶい橙色橙色ナデナデ甕－－－９３４５－５５３
○○○○○橙色にぶい褐色ハケメ後ナデハケメ後ナデ壺－－－９３４７－５５４
○○○○○にぶい橙色橙色ナデハケメ後ナデ壺－－－９３４６－５５５
○○○○にぶい褐色橙色指ナデハケメ後ナデ甕－－－９６４２－

６号土坑
５５６９０ ○○○○橙色橙色ナデナデ甕－－－８２１１－５５７

○○○○○○橙色橙色ナデナデ壺－－－８２１０　９３３８－５５８９１

��������	
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備考赤粒砂粒小礫滑石雲母角閃石長石石英色　　　調調　　　整類座標値取上番号層区レイアウト
番号挿図 内外内外ＺＹＸ

○○○○黄橙色赤褐色ナデナデ甕１９０．２００５５．６７７３５１．１４４６８１２Ⅳ３６Ｄ５６０

９４

○○○○黄橙色灰白色ナデナデ甕－－－一括Ⅳ３４Ｅ５６１

○○○黄橙色赤褐色ナデハケメ後ナデ甕
１９０．６２４５０．０３８２８４．５３８９３０６

Ⅳ２９Ｄ５６２ １９０．６０８５０．０１４２８４．４９１９３０８
１９０．６１１５０．０７８２８４．５０９９３０７

○○○褐色黒褐色ナデナデ甕－－－一括Ⅳ３４Ｄ５６３
○○○○灰白色褐灰色ナデナデ甕１９０．５８８４９．９３７２８８．９５８９２７０Ⅳ２９Ｄ５６４
○○○○赤褐色褐色ナデナデ甕１９０．３２０４４．０９７３６６．４５３６５７４Ⅳ３７Ｅ５６５
○○○○褐色にぶい褐色ナデナデ甕１８９．６９５５５．８４５２０１．００４４０９７Ⅳ２１Ｄ５６６
○○○○赤褐色褐色ナデハケメ甕－－－一括－２９Ｄ５６７

���������	
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備考赤粒砂粒小礫滑石雲母角閃石長石石英色　　　調調　　　整類座標値取上番号層区レイアウト
番号挿図 内外内外ＺＹＸ

○○○○○赤褐色橙色ナデナデ甕１９０．１３９５２．３１９２６２．３１０５５５０Ⅳ１１Ｄ５６８

９４

○○○○にぶい赤褐色にぶい赤褐色ナデナデ甕１９０．２３６４４．４４８３５２．１９３６９５１Ⅳ３６Ｅ５６９
○○○○黄橙色黄橙色不明ナデ甕１９０．２８１４８．０４８３５０．４８１６８４７Ⅳ３６Ｅ５７０
○○○○○○浅黄橙色浅黄橙色ナデナデ甕－－－一括Ⅳ２０Ｄ５７１
○○○○赤褐色赤褐色ナデナデ甕１９０．５９７４４．７３５４０２．２９３５８２７Ⅳ４１Ｅ５７２
○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ甕１９０．２４３４３．７３０３５４．３３２７５６７Ⅳ３６Ｅ５７３
○○○○○黄橙色黄褐色ナデナデ甕－－－一括Ⅳ３７Ｅ５７４
○○○○赤褐色黄褐色ナデナデ甕１９０．５９６４５．１５１４０２．９２３５７７７Ⅳ４１Ｅ５７５
○○○○黒褐色赤褐色ナデナデ甕１９０．０８８４５．２４７３５６．２８０８３３３Ⅳ３６Ｅ５７６
○○○○○黄灰色黄橙色ナデ強いナデ甕－－－一括－３４Ｅ５７７
○○○○○黄橙色赤橙色ナデナデ甕１９０．２９３４６．２９６３５２．２４９６９６９Ⅳ３６Ｅ５７８
○○○○○黄橙色赤橙色ナデナデ甕１９０．４４１４４．９９６３７８．２２７６０８４Ⅳ３８Ｅ５７９

９５

○○○○黄橙色黄褐色ナデナデ甕１９０．３７０４９．５８１３７９．０８５８６９８Ⅳ３８Ｅ５８０
○○○○○赤褐色赤褐色ナデナデ甕１９０．２８５５３．０８７３５０．２９１６７８４Ⅳ３６Ｄ５８１
○○○○○赤褐色橙色ナデナデ甕１９０．５１０４９．７５８３８１．２１９７１８１Ⅳ３９Ｅ５８２
○○○○橙色黄橙色ナデナデ甕１９０．３６８４８．７１８３７８．４１１８７３９Ⅳ３８Ｅ５８３
○○○○黒褐色赤褐色ナデナデ甕１９０．２３０４４．９５１３５０．８９７６９１０Ⅳ３６Ｅ５８４
○○○○○赤渇色黒褐色ナデナデ壷１９０．１３９４７．３１４３５３．１１７７５９４Ⅳ３６Ｅ５８５
○○○○にぶい黄橙色黄橙色ナデハケメ・ナデ壷１９０．４２０４２．４８８３６４．８８２６５７９Ⅳ３７Ｅ５８６

○○○浅黄橙色橙色ナデハケメ・ナデ壷１９０．４０９４１．１３８３６５．３２７６５９７Ⅳ３７Ｅ５８７

○○○○にぶい褐色黒褐色ナデナデ壺１８９．７４８５３．７７５１９３．７７４４４０５Ⅳ２０Ｄ５８８ １８９．７３３５４．８５４１９５．１７６４３８１
○○○黒褐色黄橙色ナデナデ壺１９０．１７３４３．０６７３６０．２３９７４５１Ⅳ３６Ｆ５８９

○○○○明黄褐色明黄褐色ナデナデ壺１９０．２０５４７．００８３４９．１５１７８４２Ⅳ３５Ｇ５９０
○○○○にぶい橙色にぶい橙色ナデナデ壺１９０．０２２５１．５４７２３０．５６７３４２５Ⅳ２４Ｄ５９１
○○○○○にぶい黄橙色黄橙色ナデナデ壺１９０．４６４４２．６４１３８０．５８４６０４４Ⅳ３９Ｅ５９２
○○○○○黄橙色橙色不明ナデ壺１９０．２４３４５．８０６３５１．１３９６９２０Ⅳ３６Ｅ５９３

○○○○○黄橙色明褐色ナデハケメ後ナデ壺１８９．２０９３５．６９７１４．４２７６０４１Ⅳ３８Ｅ５９４ １９０．４９９４０．７１５３７８．４７８８２９９

○○○○にぶい黄橙色黄橙色ナデナデ壺１９０．２４８４６．４５１３５０．４７２６８７８Ⅳ３６Ｅ５９５ １９０．２２３４５．７８３３５０．３９１６８９３
○○○○にぶい黄橙色浅黄橙色ナデナデ壺１９０．４０２４０．３８８４１０．３８０５５８３Ⅳ４１Ｄ５９６
○○○○浅黄橙色黄橙色不明ナデ壺１９０．３２１５４．１２３３５１．２１０６７８７Ⅳ３６Ｄ５９７
○○○○○にぶい黄橙色浅黄橙色ナデハケメ後ナデ壺－－－８５３?Ⅳ３４Ｅ５９８
○○○○○赤褐色赤褐色ハケメ後ナデハケメ後ナデ壺－－－一括－３０Ｄ５９９

○○○○明赤褐色明赤褐色ナデハケメ後ナデ壺１９０．７５５４８．６０２４０１．４７５５６７５Ⅳ４１Ｅ６００

９６

１９０．７５４４８．６８７４０１．５７５５６７６
○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ壺１９０．３７３４１．４６３３７９．７７７６０３３Ⅳ３９Ｅ６０１

○○○○○黄橙色浅黄橙色不明ナデ壺－－－一括Ⅳ３８Ｅ６０２
○○○○○橙色浅黄橙色ナデナデ壺１８９．６３５５８．３５３２０３．５２１４１６５Ⅳ２１Ｄ６０３
○○○○橙色橙色ナデナデ鉢１８９．６７４５５．９８２１９２．３９７４６３７Ⅳ２０Ｄ６０４
○○○○灰渇色黒褐色ハケメ後ナデ強いナデ鉢１９０．４６０４５．１２４３８０．９２２６０７３Ⅳ３９Ｅ６０５
○○○浅黄橙色橙色ナデ強いナデ鉢１９０．１９１４３．９２８３５５．５５１８３５２Ⅳ３６Ｅ６０６

○○○○明赤褐色赤褐色ナデナデ鉢１９０．５１１５０．９４２４０９．８６４７０４９Ⅳ４１Ｄ６０７ １９０．５５９５０．９６１４０９．８８６５９７２
○○○○○にぶい橙色黒褐色指ナデ指ナデ鉢１９０．３９６４５．５０４３８７．９３８６００４Ⅳ３９Ｅ６０８

○○○暗赤褐色赤色ナデナデ鉢１９０．３７４４９．７４４３７８．９５２８６９５Ⅳ３８Ｅ６０９

○○○○○明赤褐色明赤褐色ナデハケメ後ナデ高坏－－－一括Ⅳ３７Ｅ６１０ １９０．３２１４１．７１４３６８．０８８６２３５

○○○○赤褐色暗赤褐色ナデナデ後ミガキ高坏１９０．２９７５７．８８２３４８．１４５７９４１Ⅳ３５Ｄ６１１ １９０．３００５５．４０６３４８．５８４７７１４
○○橙色赤色ナデ後ミガキナデ高坏－－－一括Ⅳ３５Ｄ６１２

○○○赤褐色にぶい赤褐色ナデ後ミガキミガキ高坏１９０．２４５５１．５５５３４７．０８７７７９７Ⅳ３５Ｄ６１３
○○○○にぶい褐色浅黄橙色ナデナデ高坏１９０．２４５４６．６９５３５１．６５０６９３８Ⅳ３６Ｅ６１４
○○○○○黄橙色黄橙色ナデナデ高坏１８９．６４８５６．０２９１８９．０５１４６０５Ⅳ１９Ｄ６１５
○○○○○橙色橙色ケズリ後ナデナデ高坏１９０．２１５５６．５４０３５１．６６４６７９５Ⅳ３６Ｄ６１６
○○○○明赤褐色橙色板ケズリ後ナデハケメ後ナデ高坏１９０．２８２５８．４２５３４６．０９７７６９８Ⅳ３５Ｄ６１７
○○○○黄橙色橙色ナデケズリ後ミガキ坩１９０．１９９４４．２１０３５５．７９３８３４７Ⅳ３６Ｅ６１８

○○○赤褐色赤色ナデ坩１９０．４２２４１．６１０３８３．４６３６０２１Ⅳ３９Ｅ６１９
○○○○○橙色橙色ナデナデ坩－－－一括－３０Ｄ６２０

○○浅黄橙色橙色ナデナデ坩１９０．１０８５５．４１４２５７．２９５５５６９Ⅳ２６Ｄ６２１
○○○○浅黄橙色浅黄橙色ナデハケメ後ナデ坩１９０．１４４４６．７６９３４９．２６６７８３９Ⅳ３５Ｅ６２２

○○○灰褐色赤色指ナデミガキ坩１９０．１８９４６．５６３３５４．２１２８３８１　７５９０　７５４１Ⅳ３６Ｅ６２３
○○○明赤褐色橙色ナデナデ坩１９０．２０４４７．８８６３５２．０６５６８５２　６０５２Ⅳ３９Ｅ６２４
○○○○灰褐色暗赤褐色ナデナデ坩１９０．２４２５０．９２３３４６．０７４７７９９Ⅳ３５Ｄ６２５
○○○○浅黄橙色にぶい橙色ナデケズリ後ナデ手づくね（鉢）１９０．３０６５３．１２４２７２．９２５１１５６５Ⅳ２８Ｄ６２６
○○○○○橙色橙色ナデナデ手づくね（鉢）－－－一括Ⅳ４１Ｅ６２７

－－－－－－－－－灰色黄灰色ナデナデ・櫛描はそう１９０．４３５４８．３０９３７６．５５６７０００Ⅳ３８Ｅ６２８
○○○○赤褐色赤褐色ナデナデ後ミガキ壺１９０．３４６４３．１２１３６９．６６１６６３９Ⅳ３７Ｅ６２９
○○○○○黒色黄橙色ナデ後ミガキミガキ不明１９０．０８５５４．８００２４４．０４１５１２４Ⅳ２５Ｄ６３０

備考器高
（�）

底径
（�）

口径
（�）

色　　　調調　　　整種別座標値取上番号層区レイアウト
番号挿図 内外内外ＺＹＸ

坏－－１１．２灰白色浅黄橙色ナデハケメ・ナデ土師器１８９．７８８５４．３７８１９８．７３８４２５６Ⅱ２０Ｄ６３５

１０１

坏－６－浅黄橙色浅黄橙色ナデナデ土師器１８９．６３２６７．１９１１９５．９０８４７８４Ⅱ２０Ｃ６３６
坏－５．６－黄橙色明赤褐色ナデナデ土師器１８９．６６５５６．４４４１９２．０７７４６３２Ⅱ２０Ｄ６３７

坏・ －－－黒色灰白色ミガキナデ内黒土師器１８９．７４５５４．０２０１９７．１８９４３６７Ⅱ２０Ｄ６３８
 －６．６－黒色灰白色ミガキナデ内黒土師器１８９．６８９５６．９９４１９０．４８７４３２１Ⅱ２０Ｄ６３９
 －－－黒色灰白色ミガキナデ内黒土師器１８９．６３４５６．８６２２０４．６４９４１７０Ⅱ２１Ｄ６４０

 －－－黒色灰白色ミガキ不明内黒土師器
１８９．７０１５５．０８８１８９．６１５５０３９

Ⅱ２０Ｄ６４１ １８９．６５８５６．７２４１９１．８４７４６２８
１８９．７０４５５．０９３１８９．６３０４６０１１９

 －４．８－淡赤橙色橙色不明ナデ土師器１８９．５８０５５．４６３１９９．２７３１０６７９Ⅱ２０Ｄ６４２
土師甕－－－にぶい褐色明褐色ナデナデ土師器１８９．７８２５４．５１４１９７．６７１４３２４Ⅳ２０Ｄ６４３

甕－－－灰色灰白色同心円当て具平行タタキ須恵器１８９．５４７５６．３８１１９８．８５９１０６７７Ⅱ２０Ｄ６４４
甕－－－灰色灰色同心円あて具平行タタキ須恵器１８９．７８３５１．７５８２００．４５０４０８４Ⅱ２１Ｄ６４５

甕－－－灰色灰色同心円あて具平行タタキ須恵器

１８９．７２１５１．９４５２００．９９３１０７０９

Ⅱ

２１

Ｄ６４６ １８９．８５７５１．０３１１９４．９０６４３０３
２０ １８９．８６９５０．９９２１９５．０５９４３０２

１８９．７００５５．２０４１９９．３２１７９９１

甕－－－オリーブ黒色緑灰色同心円あて具
幅の短い
簾状の
タタキ

須恵器

１８９．８７６５１．２４６１９５．１０６４３０５

Ⅱ２０Ｄ６４７

１８９．８７１５２．５８２１９４．７６５４３９２
１８９．７１４５６．１７５１９９．１５１４２４６
１８９．８６５５１．４７６１９５．１６４４３０８
１８９．９０５５０．７４７１９６．４１４４２８９
１８９．２５７５４．５２０１７２．４８５１１９００１８

甕－－－オリーブ灰色灰白色平行あて具平行タタキ須恵器
１８９．７７１５１．９９９１９９．５２０４５６９

Ⅱ
２０

Ｄ６４８ １８９．７９０５２．７０６２００．７９３４０８７２１ １８９．６８５５６．１２７２０６．５３１４１５２

甕－－－緑灰色オリーブ灰色平行あて具格子目タタキ須恵器１８９．７２１５４．５０１１９１．００４４４３２Ⅱ２０Ｄ６４９ １８９．９０８５１．０１６１９５．６１９４２９３

甕－－－オリーブ黒色オリーブ灰色同心円あて具
平行あて具

幅の短い簾状の
タタキ　　　　　須恵器１８９．６９１５７．０６９１９４．１９１４３５０Ⅱ２０Ｄ６５０

甕－－－浅黄色浅黄色平行あて具格子目タタキ須恵器１８９．６５５５８．８２６２０１．０７６４２３６Ⅱ２１Ｄ６５１



－１３５－
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重量
（�）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）

石材
Ⅱ

石材
Ⅰ分類器類層位座標値取上

番号出土区レイアウト
番号挿図 ＺＹＸ

０．５３０．４０１．１８１．４２頁岩Ⅰ石鏃Ⅵ１８９．５１０４３．４０３９７．２１３２７２１１０Ｅ１６８

２３

１．６９０．５５１．７５２．１０めのう・玉髄系Ⅰ石鏃Ⅵ１８９．６４７４０．５３６５９．３５８１５６５６Ｅ１６９
１．４８０．５０１．６０２．０８Ⅳ黒曜石Ⅰ石鏃Ⅴ１８９．６１７４４．６２８５４．０９５２９３４６Ｅ１７０
０．５９０．２５１．３０２．００Ⅳ黒曜石Ⅱ石鏃Ⅵ１８９．４３９３５．６３８３８．２８２１３９６４Ｆ１７１
０．９５０．５５１．２８２．１０Ⅲ黒曜石Ⅱ石鏃Ⅵ１８９．５０３３８．０６２５１．５１０２０８４６Ｆ１７２
２．５２０．７５１．６２２．５０Ⅱ黒曜石Ⅱ石鏃Ⅳ１８９．５６６３６．５９２５８．０７６６３６６Ｆ１７３
１．０９０．５０１．５８２．１２Ⅲ黒曜石Ⅱ石鏃Ⅵ１８９．５６７３３．７８６４９．７３６１４７１５Ｆ１７４
０．９５０．３５１．７５２．２０チャートⅡ石鏃Ⅵ１８９．４８２３５．７８０５１．０６６２０８８６Ｆ１７５
０．８１０．４５１．７０１．９０Ⅲ黒曜石Ⅱ石鏃Ⅴ１８９．６５０２９．４３９５１．７９６６８７６Ｇ１７６
０．３９０．２２１．２８１．６０チャートⅡ石鏃Ⅵ１８９．４２５４７．８２４９３．３２７３０９０１０Ｅ１７７
０．８９０．４０１．６０２．７５Ⅴ黒曜石Ⅲ石鏃Ⅴ１８９．６４３３７．０００６６．５７８７６１７Ｆ１７８
０．８９０．４２１．４０２．２８Ⅴ黒曜石Ⅱ石鏃Ⅵ１８９．３９５４４．１２２９９．００２２７２５１０Ｅ１７９
１．１２０．５０１．５２２．３５頁岩Ⅱ石鏃Ⅵ１８９．４６２４５．８６１９４．２５４３０９７１０Ｅ１８０
０．９８０．３５１．６２２．４８頁岩Ⅴ石鏃Ⅵ１８９．５１４３９．５０４４１．０１３２６０１５Ｆ１８１
１．１８０．４０１．５８２．６０Ⅳ黒曜石Ⅵ石鏃Ⅵ１８９．１７５５０．７８０１１１．０８０３２５２１２Ｄ１８２
０．６９０．３０１．８０１．９５Ⅲ黒曜石Ⅵ石鏃Ⅵ１８８．７４７２０．５７１１９．００８１０００２Ｇ１８３
１．３４０．４５１．５０２．２０Ⅴ黒曜石Ⅵ石鏃Ⅵ１８９．４０２４５．６０５１０６．４７９２７３６１１Ｅ１８４
３．６８０．９０１．９５２．１０Ⅲ黒曜石Ⅵ石鏃Ⅵ１８９．５６０３５．４５８５８．２１１１５５７６Ｆ１８５
１．６７０．５０１．６０２．３４チャートⅥ石鏃１８９．１９２２８．２５９１９．０１８５３２Ｇ１８６
２．４１０．５８１．８０２．６０頁岩Ⅵ石鏃Ⅴ１８９．７４０４５．０６８４８．２２４１３９５Ｅ１８７
０．４３０．２０１．２２１．９５Ⅲ黒曜石Ⅴ石鏃Ⅵ１８９．１７８２２．８２７２７．４６７９６３３Ｇ１８８

１７．２８０．７５３．８０５．２５チャート石匙Ⅵ１８９．３１７３６．３８３２１．６２５１００７３Ｆ１８９

２４

２．４８０．９０１．４１２．３０チャートスクレイパーⅤ１８９．４８２３７．３０４３２．０１０１００４Ｆ１９０
１．６８０．５８１．０５２．８８チャート石錐Ⅵ１８９．４９８３５．３０７５０．８６３１５７１６Ｆ１９１
３．１８１．００１．５０２．８０ケイ岩石錐Ⅴ１８９．６２１３９．７３７６２．８５８７６９７Ｆ１９２
９．１６２．４０２．６０２．９０Ⅳ黒曜石Ⅰｃ石核Ⅵ１８９．１７３２７．５５５４１．７１５２８５７５Ｇ１９３

１４．０４１．９５２．１５３．２０Ⅱ黒曜石Ⅰｃ石核Ⅵ１８８．９９０３０．２０４２１．９０４３１８２３Ｆ１９４
１４．６９２．５０２．４０２．５５Ⅱ黒曜石Ⅰｃ石核Ⅵ１８９．３９７４７．４４６９１．８１１２６６６１０Ｅ１９５
１１．９８１．３０２．６０３．１５Ⅲ黒曜石Ⅰｃ石核Ⅵ１８９．３０１２７．６１６４２．３９４１３３１５Ｇ１９６
３６．７４２．３０３．５０４．２０Ⅱ黒曜石Ⅰｃ石核Ⅴ１８９．４８９３０．１６８４０．６２４１１８４５Ｆ１９７
１１．５５１．１０２．２５３．１０Ⅳ黒曜石Ⅰｃ石核Ⅵ１８９．２９０２８．２９５４３．１３１２０２４５Ｇ１９８

２５
１３．５６１．８０２．３０３．２５Ⅳ黒曜石Ⅰｃ石核Ⅵ１８９．２５５２６．８２３４２．７６６２００９５Ｇ１９９
１８．５８１．８２３．０５３．３０Ⅱ黒曜石Ⅰｃ石核Ⅵ１８９．４１１３５．０８９４９．３３８２０７９５Ｆ２００
３１．９４２．４５３．００３．８０Ⅱ黒曜石Ⅰｃ石核Ⅴ１８９．６０４４３．９１３９１．７２３３５３１０Ｅ２０１
３６．５２２．２０４．００４．９０Ⅱ黒曜石Ⅱｃ石核Ⅵ１８９．１５１３１．０５３２８．８２６３１８４３Ｆ２０２
９３．８１１．５０５．８０８．７０安山岩Ⅰ打製石斧Ⅵ１８９．５９４４０．４７６５６．４６９２４０６６Ｅ２０３

２６

６６．０８１．５０５．４５７．０５安山岩Ⅰ打製石斧Ⅵ１８９．８１０４８．４１９５８．９３１２４２２６Ｅ２０４
１０６．１２１．５２５．１０８．５０安山岩Ⅰ打製石斧Ⅳ１８９．７４３３１．６７５７３．６５３８１５８Ｆ２０５
１３４．００１．４８８．２４８．４７安山岩Ⅰ打製石斧Ⅴ１８９．３７９３４．２５４４３．１２３１２０４５Ｆ２０６
８５．２４１．７０３．９０９．１０蛇紋岩磨製石斧Ⅵ１８９．５３９３８．３８３８３．４９２２４００９Ｆ２０７

２１９．００２．３５５．２４１１．８７蛇紋岩磨製石斧Ⅵ１８９．４０４３９．３３３６４．７８２２２２２７Ｆ２０８
１９９．５２２．３０５．９０１０．２５頁岩磨製石斧Ⅵ１８９．２１８２１．４９８３１．２４５１９２６４Ｇ２０９
９２６．００３．６６１３．９７１７．７１安山岩Ⅵ礫器Ⅵ１８９．４２８３４．７３９５１．２１１２１０５６Ｆ２１０
２３６．００２．９２８．１０１１．０５安山岩Ⅵ横刃形石器Ⅵ１８９．４７６４６．４５２９７．５１６２７５７１０Ｅ２１１
６２．７２０．８０６．２０１０．１０安山岩横刃形石器Ⅵ１８９．５９３４０．２７６５１．６７３２４０１６Ｅ２１２
４８．７７０．８８５．１５８．４２安山岩横刃形石器Ⅵ１８９．５４４４０．７１４７５．１７６１８１４８Ｅ２１３
９．９９０．７６３．０６３．９１安山岩石錘Ⅵ１８９．５４５４１．１３４７７．７１９１７８９８Ｅ２１４

２７
１７．２０１．０２３．４２４．２３安山岩石錘Ⅵ１８８．９４５２９．４２８２３．０２７３２１１３Ｇ２１５
９．６７０．９４３．１２３．８０安山岩石錘Ⅴ１８９．５８７３７．３３０５７．８５７６３４６Ｆ２１６

５１．２３１．７９５．０２５．８０安山岩石錘Ⅴ１８９．３６９３４．５３０２１．６９２６９３Ｆ２１７
９７．００１．６８６．５２７．２０砂岩石錘Ⅵ１８９．０９１３６．１３７１７．３４６８９４２Ｆ２１８
７８．４６２．２５４．００６．００安山岩Ⅰｂ磨敲石Ⅵ１８９．７２８４８．５１７７４．６２６２４３１８Ｅ２１９

２８

３４．２３２．３０３．０２４．７６安山岩Ⅰｂ磨敲石Ⅴ１８９．０２３２６．８３７２２．７０３５４８３Ｇ２２０
３８５．００３．９６８．１０８．６６安山岩Ⅲ磨敲石Ⅴ１８９．２８７２５．６５７３１．８８９５９３４Ｇ２２１
４１．４１１．４０２．１０８．９２頁岩Ⅲ磨敲石Ⅴ１８９．６５２２９．８０９５３．８２５６６２６Ｆ２２２
４７．１７２．０９３．００７．３１安山岩Ⅲ磨敲石Ⅵ１８９．７０１４９．４４９８７．８６２１８８６９Ｅ２２３
９１．７９２．１５３．４０１０．８５頁岩Ⅲ磨敲石Ⅵ１８９．４５４３０．８８３４８．６３４２０３４５Ｆ２２４

１１５０．００５．２５１１．９５１３．８２安山岩石皿Ⅵ１８９．５９５３６．９０７７８．０２０１８２８８Ｆ２２５
１２１０．００８．９２９．１３９．９５安山岩石皿Ⅵ１８９．５７８４３．４９６７２．９９３１７５６８Ｅ２２６
１３１０．００４．８３１２．８１１４．３８安山岩石皿Ⅵ１８９．４９１３９．２３３６２．４８６２１７５７Ｆ２２７
２１２０．００８．４０８．７０１６．５５安山岩石皿Ⅵ１８９．６７２５２．５０９９６．９５８２８００１０Ｄ２２８

２９

１６３００．００１５．３０２４．３０３４．６０安山岩石皿Ⅴ１８９．５９７４１．２０９６７．０４６７０７７Ｅ２２９
１．７７０．２２２．２７２．７２頁岩磨製石鏃Ⅴ１８９．５４０４２．７８１８０．９１０８５３９Ｅ２３０
１．９８０．２３２．２６２．９０頁岩磨製石鏃Ⅴ１８９．６０５４５．９０４８６．３３６２９７９Ｅ２３１

３５．９７１．８０３．０３５．９１砂岩磨製穿孔具Ⅴ１８９．６３１４０．９８８７３．５０２１８００８Ｅ２３２
２．６００．４２２．００２．０５蛇紋岩石製品Ⅴ１８９．５６９２５．９０７４３．６７８４４７５Ｇ２３３

２６．０１０．６１５．１０５．３３頁岩石製品Ⅵ１８９．２９９３５．４１０１８．３０５９００２Ｆ２３４
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番号出土区レイアウト
番号挿図 ＺＹＸ

１２５．００４．００４．６７４．９８安山岩Ⅲ磨敲石Ⅸ１８８．６４３３０．１３８３６．６２５３２４０４Ｆ９

８ ３０１．００３．９８４．９０９．２０安山岩Ⅲ磨敲石Ⅸ１８８．９６５２７．９２５３２．５４９３２３５４Ｇ１０
９１．６４２．８５４．２０４．７５安山岩Ⅲ磨敲石Ⅸ１８８．７５５３２．８１７３２．２８６３２２７４Ｆ１１

１４２．５３３．２５４．９０５．８４安山岩Ⅲ磨敲石Ⅸ１８８．６２４２７．８９９３４．１１２３２３７４Ｇ１２
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番号挿図 ＺＹＸ

３８３０．００４．７７１９．４０３１．３５－安山岩－石皿Ⅸ－－－３３１Ｃ２３５
３１ ８８０．００４．５０１０．３５１２．３１－安山岩Ⅱａ磨石Ⅸ－－－２３１Ｃ２３６

５７２．００４．５７７．７０９．９７－安山岩Ⅱｂ磨石Ⅸ－－－１３１Ｃ２３７



－１３６－

重量
（�）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）

石材
Ⅱ

石材
Ⅰ分類器類層位座標値取上

番号出土区レイアウト
番号挿図 ＺＹＸ

１４２０．００７．１０７．７０１９．６０－安山岩－台石ＳＨ７－－－一括３４Ｅ４１０
６９ １９５０．００７．２０７．８０２４．００－安山岩－台石ＳＨ７－－－一括３４Ｅ４１１

６９６．００３．４５７．５０１４．８０－砂岩Ⅲ敲石ＳＨ７－－－一括３４Ｅ４１２
２９１．００６．９５４．３０５．６５－安山岩－石皿ＳＨ７１９０．１３０４５．０８６３３４．３５６９３５４３４Ｅ４２９７１

１５４０．００８．２２９．９８１２．１５－安山岩Ⅲ敲石ＳＨ３－－－一括３７Ｅ４８１
７７ ０．０８０．２７０．４４－－頁岩－石製小玉１ＳＨ３１９０．１９２４２．６３７３６７．６１６１００４７３７Ｅ４８２

０．０２０．１３０．３７－－頁岩－石製小玉２ＳＨ３－－－一括３７Ｅ４８３
３７２０．００８．２０１９．１０１９．７０－安山岩－台石ＳＨ４１９０．２２１４９．９１３３７９．８２４９７８２３８Ｅ５３０

８４ １３．４３２．８０４．８８６．５０－軽石－軽石製品ＳＨ４１９０．３４３４９．３７７３７８．３８４８８６９３８Ｅ５３１
１４３０．００６．１８８．７５１６．９２－砂岩－砥石ＳＨ４１９０．４９２４８．３９６３８０．６８１６４７３３９Ｅ５３２

５０．７１１．６０３．９０７．６０－砂岩－砥石ＳＫ５１９０．４５２４０．４３１３７９．８００８１８４３８Ｅ５５９９１
０．０９０．２６０．５７－－－－ガラス製小玉ＳＨ１１８９．９２０５６．４４６２６４．４８０１０２４４２８Ｃ３５１５５ ０．１７０．３１０．６４－－－－ガラス製小玉ＳＨ１－－－一括２８Ｃ３５２
０．０８０．３５０．４５－－－－ガラス製小玉ＳＨ５－－－一括３３Ｅ３９９６４
５．９１１．０８２．４２３．９５－－－鉄製品ＳＨ１１９０．００８６２．４００２７２．７５０５３４２２８Ｃ３５３５５
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０．５８０．３２１．６２１．４２Ⅲ黒曜石Ⅰａ石鏃ＳＫ７－－－一括２５Ｅ２４４

３３ １．３６０．５０１．８０２．１５Ⅱ黒曜石Ⅰｃ石鏃ＳＫ７１８９．８８２４７．１２０２４９．６１０１１４９８２５Ｅ２４５
０．６２０．４１１．４０１．９２－チャートⅡｃ石鏃ＳＫ７１９０．１５７４５．７３１２４８．８４４１１４５６２５Ｅ２４６
１．９４０．５２１．９５３．２０－瑪瑙系Ⅲｃ石鏃ＳＫ７１８９．９４２４８．５１９２５０．０１１１１５０２２５Ｅ２４７
１．１５０．４２１．７０２．００－チャートⅡａ石鏃Ⅳ１８９．４７９６２．２３４１８９．１９２１１０８８１９Ｃ２４８

３４

０．５５０．３２１．５２１．７０－頁岩Ⅱｂ石鏃Ⅳ１８９．６３５６４．８８７１９０．１８６４８４０２０Ｃ２４９
２．１３０．７０１．８３２．５９Ⅲ黒曜石Ⅵ石鏃未製品Ⅳ１８９．３３２６２．９７９１８２．７００１０４４９１９Ｃ２５０
３．４１０．６１２．２０２．７３－チャートⅥ石鏃未製品Ⅳ１８９．４０２６２．０９３１８４．３８１１０３６１１９Ｃ２５１
１．４４０．４６１．８６２．１０Ⅲ黒曜石Ⅵ石鏃未製品Ⅳ１８９．３７３６１．９１０１８４．３９８４９４４１９Ｃ２５２

１１．３６１．１８２．５７３．９４Ⅱ黒曜石－二次加工剥片Ⅳ１８９．５１７６４．１１３１８７．８７９１０４７１１９Ｃ２５３
１０１０．００６．９５９．８０１３．６５Ⅱ黒曜石－母岩Ⅳ１８９．３９４６３．４７７１８３．０３５１０４５１１９Ｃ２５４

２．５１０．７０２．００２．０９－チャートⅠａ石鏃Ⅳ１９０．２０１６３．６５３２８２．９５８５１６１２９Ｃ２８５

３９

１．２１０．３２１．９０２．３５－頁岩Ⅰｂ石鏃Ⅳ１９０．１１８５０．７９４２７１．８５９１１８３９２８Ｄ２８６
１．３２０．４０１．８５２．２１－頁岩Ⅰｂ石鏃Ⅳ１８９．２０８５６．５７０１７７．７２３１０３３４１８Ｄ２８７
０．５８０．３１１．５０１．９０Ⅴ黒曜石Ⅰｂ石鏃Ⅳ１８９．０８３５５．７５３１７４．０７１１０２８７１８Ｄ２８８
０．８６０．５０１．４２２．０１－チャートⅠｂ石鏃Ⅳ１８９．９３５５７．０３４２６８．７０３８８０７２７Ｄ２８９
１．０３０．５０１．６８１．９２－チャートⅠｂ石鏃Ⅳ１８９．９７６４９．５１５２４７．２２９１１３２４２５Ｅ２９０
１．０４０．４２１．８８１．９０Ⅱ黒曜石Ⅰｂ石鏃Ⅳ１８９．９７８５４．３３８２２４．３２１１０９２７２３Ｄ２９１
１．２３０．４２１．８０２．４０Ⅱ黒曜石Ⅰｂ石鏃Ⅳ１９０．１５３５４．４９３２４５．２３０３６６２２５Ｄ２９２
０．７１０．３５１．６３１．８０－頁岩Ⅰｂ石鏃Ⅳ１８９．７７０５３．８４８１９０．２１８４４３９２０Ｄ２９３
１．１９０．４５１．６５２．２５Ⅱ黒曜石Ⅱｂ石鏃Ⅳ１８９．９５６５２．０９６２１６．６６２３８３４２２Ｄ２９４
０．９９０．３０１．８０２．５４Ⅴ黒曜石Ⅱｃ石鏃Ⅳ１９０．０４７６７．１５１２６４．０７５５５５８２７Ｃ２９５
１．０９０．４０１．５８２．３１Ⅲ黒曜石Ⅱｃ石鏃Ⅳ１８９．５４２５７．４７０１９１．２１５１０５８２２０Ｄ２９６
１．１３０．４０１．５２２．１２Ⅱ黒曜石Ⅱｃ石鏃Ⅳ１８９．６１６５９．４３２２０８．７５４５０７１２１Ｄ２９７
０．５３０．３５１．３５２．２０Ⅲ黒曜石Ⅱｃ石鏃Ⅳ１９０．２１５６１．１７７２７３．４８９５２７９２８Ｃ２９８
１．１３０．５５１．６５２．５０－チャートⅡｃ石鏃Ⅳ１９０．０１６４４．４０９３６７．３７２１０１５７３７Ｅ２９９
０．８００．３２１．８０２．２５－頁岩Ⅱｃ石鏃Ⅳ１９０．１４０５１．５２１３３１．８０６８５９５３４Ｄ３００
０．７９０．３４１．５０２．３２－チャートⅡｃ石鏃Ⅳ１８９．６０５５８．０３４２０３．４５２１０７４７２１Ｄ３０１
０．６４０．４０１．３０２．１０Ⅲ黒曜石Ⅱｃ石鏃Ⅳ１８９．８４１５２．３２７１９３．９４１４３９８２０Ｄ３０２
０．５３０．２８１．５２２．０５－チャートⅡｃ石鏃Ⅳ１８９．７５４５９．６７４２２２．０８３３３４４２３Ｄ３０３

４０

０．６６０．３４１．４３２．４５－瑪瑙系Ⅱｃ石鏃Ⅳ１８９．７５０５９．２８５２３０．２０４１０９４４２４Ｄ３０４
０．６８０．３５１．３２２．２０Ⅳ黒曜石Ⅲｃ石鏃Ⅳ１８９．１４９５５．６１８１７３．４０７１０２８４１８Ｄ３０５
０．６５０．３８１．８１１．６０－チャートⅤ石鏃Ⅳ１８９．６４４５６．９８７２０９．７８９１１３７０２１Ｄ３０６
０．３８０．３５１．５５１．６４－頁岩Ⅴ石鏃Ⅳ１９０．１０９５３．５５７２４１．５１０３６３２２５Ｄ３０７
３．２３０．８０１．６８２．７９－瑪瑙系Ⅵ石鏃未製品Ⅳ１８９．７９１５４．２５６２１６．０３１１０８７３２２Ｄ３０８
８．１８１．０２２．９０３．３０－チャート－石匙Ⅳ１９０．１４２５９．０３８２６６．３５６５４６７２７Ｄ３０９
１．２００．４５１．４２１．６２Ⅱ黒曜石－スクレイパーⅣ１９０．２８１６６．１７３２８３．９８５５１５２２９Ｃ３１０

１５．４９２．２５１．８５３．８０Ⅱ黒曜石Ⅰｂ石核Ⅳ１８９．６４４６０．９２６２０６．９８２１０７７９２１Ｃ３１１
５９．９１３．０１３．５５４．５０Ⅱ黒曜石Ⅰｂ石核Ⅳ１９０．０９２６３．６０８２７４．５３３５３７２２８Ｃ３１２

１１８．３９２．８２５．３０５．７０Ⅱ黒曜石Ⅰｃ石核Ⅳ１８９．７０６５９．７１９２０９．１４２４１２３２１Ｄ３１３

４１
７４．８５３．５２４．２５５．１５Ⅱ黒曜石Ⅰｃ石核Ⅳ１８９．６５３５８．１６１２０７．６９５４５４６２１Ｄ３１４
２２．０５２．２５３．１０３．４０Ⅱ黒曜石Ⅰｃ石核Ⅳ１９０．０２２５７．３９７２３６．４５５３５２０２４Ｄ３１５
２４．０７３．１０２．５０３．１５Ⅱ黒曜石Ⅰｃ石核Ⅳ１９０．１４４５０．４６７２４２．０２１３５７３２５Ｄ３１６
１５．４４１．６０２．１０４．２０Ⅱ黒曜石Ⅰｃ石核Ⅳ１９０．３４８６２．９５８２８８．５８８１１７１５２９Ｃ３１７
７０．３５２．６０４．６２７．２５Ⅱ黒曜石Ⅱａ石核Ⅳ－－－一括２８Ｄ３１８

４２
１７．４６１．５５３．１０４．４２Ⅱ黒曜石Ⅱａ石核Ⅳ１８９．５９９６０．０４５２０８．７５４１０８０８２１Ｃ３１９
７．４４１．１８２．２５２．７０Ⅴ黒曜石Ⅱｃ石核Ⅳ１８９．６４７６０．７６８２１０．７６６１０８１９２２Ｃ３２０

１８．８９２．３５２．６０４．２０Ⅱ黒曜石Ⅱｃ石核Ⅳ１８９．１１３６１．９９６１７５．５９０１１９２９１８Ｃ３２１
１９．７３２．５０２．００４．３５Ⅱ黒曜石Ⅱｃ石核Ⅳ１８９．７９９５７．９３９２０９．９８５３９３２２１Ｄ３２２

１５５．００２．４１６．４３１０．６２－安山岩Ⅴ礫器Ⅳ１９０．３０６５８．５０３３４６．８３５７６９６３５Ｄ３２３

４３

１５６．００１．９８６．６１１０．７８－安山岩Ⅲｃ打製石斧Ⅳ１９０．１２６５０．９５０２７１．７９２１１８６１２８Ｄ３２４
８９．００１．９１５．０８８．８１－砂岩Ⅳ打製石斧Ⅳ１９０．３７８５３．５８６３５６．４６６６７００３６Ｄ３２５

１３７．０２２．５０６．６５８．９０－砂岩Ⅳ打製石斧Ⅳ１９０．０４４５６．０３２２３３．７５３３４５４２４Ｄ３２６
８５０．００４．８０９．６９１１．５９－砂岩Ⅱｂ磨石Ⅳ１８９．４１１４７．３７８１７０．４０３１０２４８１８Ｅ３２７
２４４．００２．９２５．３０１０．６０－砂岩Ⅲ敲石Ⅳ１９０．５５３４８．７１０４０５．３６５５７１８４１Ｅ３２８
２７４．００５．６５４．５５８．８０－安山岩Ⅲ敲石Ⅳ－－－一括３２Ｄ３２９
３７０．００３．３２５．４５１３．５２－安山岩Ⅲ敲石Ⅳ１９０．３８６４８．７６０３７９．３７５８７０７３８Ｅ３３０

９．３１０．７３３．１１３．２０－頁岩－石錘Ⅳ１９０．６３７５０．０７６２８４．４４０９３０９２９Ｄ３３１
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重量
（�）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）

石材
Ⅱ

石材
Ⅰ分類器類層位座標値取上

番号出土区レイアウト
番号挿図 ＺＹＸ

１３５．００２．５０３．６０８．２０－砂岩－砥石Ⅳ１８９．７３８５４．７５５２０２．１６６４２１２２１Ｄ６３１

９７ ２１５．００４．５０５．００８．７０無斑晶流紋岩－砥石Ⅳ１９０．１６１６１．７１３２８５．４２０１１６５５２９Ｃ６３２
１２４．００３．５５５．１５５．６０－砂岩－砥石Ⅳ１９０．２１９５３．１８７２５３．４３３１１１６７２６Ｄ６３３
２８．７４２．１８３．０９４．６４－－－鉄製品Ⅳ１９０．５８７４９．９４２４０７．３５８５６９９４１Ｅ６３４
６１．５１１．６７３．５７７．７５－－－黒色固形物Ⅱ１８９．８７９５０．９７３１９７．７１７４２８４２０Ｄ６５２１０１
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－１６５－

　下ノ原Ｂ遺跡は，発掘調査から報告書作成に至るまで，多くの方々の協力のもと作業を進めて参りました。その間十分

に解明できなかったこともありますが，この報告書をとおして今後研究が進展すれば幸いです。最後に本遺跡の調査に御

協力いただいた皆様の御氏名を記載し，感謝の意を表します。
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今津節生　内山伸明　上床真　柿川幸司　川口雅之　中園聡　中村守男　原田義壽　福薗慶明　前迫亮一　�岡康弘

（五十音順）
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発行日　　２００９年３月

発行者　　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　〒８９９－４３１８　鹿児島県霧島市国分上野原縄文の森２番１号
　　　　　ＴＥＬ（０９９５）４８－５８１１

印刷所　　株式会社あすなろ印刷
　　　　　〒８９９－００４１　鹿児島市城西２－２－３６
　　　　　ＴＥＬ（０９９）２１４－３７５７

下ノ原Ｂ遺跡

赤塚正徳　阿久根光子　荒木浩子　有下正子　飯園勉

壹岐良一　大籠洋一　大濱尚子　甲斐義幸　上栫正治

岸ノ上智明　岸ノ上ハルミ　木村俊男　久木留秀子

栗巣一也　河野岳人　腰替八重子　嵜川勇

下馬場美津子　園田昭憲　竹之内由美子　竹之内礼子

田中瑞穂　田辺譲　茶圓喜成　土黒満　堂園忠

戸田春代　中島和子　西賢一　土師節子　畠中久子

馬場五雄　日高正和　樋渡幸一　外西護　前原忠夫

政元節子　松下勝夫　丸山みよ子　溝口英雄　南次夫

宮元義武　森岡正夫　森田洋子　森山剛至

山口ノリ子　山下ふじ子　山之上洋　湯田修一

湯ノ上誘子　吉永茂實　吉永敏彦

あ　と　が　き
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